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Ⅰ はじめに 

１ 点検・評価の趣旨 
「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定により、教育

委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、

公表しなければならないこととされています。 
この報告書は、同法の規定に基づき、久喜市教育委員会が行った点検評価の

結果をまとめたものです。             
２ 点検・評価の対象及び方法 
①点検・評価の対象  平成３０（２０１８）年度から令和４（２０２２）年度までを計画期間とす
る「第２期久喜市教育振興基本計画」では、各基本目標及び施策において数値

目標を設定しています。 
また、久喜市教育委員会では、毎年、「第２期久喜市教育振興基本計画」に定

められた基本目標及び施策を達成するため、「第２期久喜市教育振興基本計画実

施計画」を定めています。これは、久喜市総合振興計画の教育分野の大綱であ

る『心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち』の実現のために

策定した『未来をひらく 心豊かな久喜の人づくり』を基本理念とする「第２
期久喜市教育振興基本計画」について、当該年度における具体的な取り組み内

容を示すことにより、教育行政の効果的な推進を目指すために、策定したもの

です。 

《 参 考 》 
地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）  
（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 
第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規
定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同

条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）

の管理及び執行について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し
学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 



- 2 -  

このことから、久喜市教育委員会では、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況の点検・評価を行うにあたり、「第２期久喜市教育振興基本計画」で設

定した数値目標と、「平成３０年度第２期久喜市教育振興基本計画実施計画」で

示した取組みを対象とすることとしました。 
②点検・評価の方法  「第２期久喜市教育振興基本計画」で設定した数値目標は、目標値に対する
到達度合いを数値化することで、達成率による点検・評価を実施しました。 
「平成３０年度第２期久喜市教育振興基本計画実施計画」で示した取組みは、

教育委員会が自ら成果や課題を再確認することで、今後の事務の管理及び執行

を改善するとともに、より効果的な教育行政の推進に資することを目的とし、

自己により点検し評価することを基本に実施しました。 
なお、この点検・評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験を有する方

の知見を活用しました。  
【学識経験者氏名及び経歴】   田村 俊一（たむら しゅんいち）氏 元久喜市立久喜小学校長                     東京学芸大学教職大学院特命教授    関  泰彦（ せき  やすひこ ）氏 元久喜市立久喜中学校長                     平成国際大学特任教授 
３ 点検・評価結果の構成 
（１）基本目標の概要等について 

基本目標ごとに、その概要とそれに係る施策及び担当課等を記載し、達成度

の集計を一覧にまとめました。 
（２）教育委員会の自己点検・評価について 

「第２期久喜市教育振興基本計画」で設定した数値目標は、個々に『実績値』

を明確にし、計画策定時に定められた目標値に対する到達度合いを割合＝『達

成率』で示し、『達成度』を明らかにする形で、評価しました。  「平成３０年度第２期久喜市教育振興基本計画実施計画」で示した取組みは、
個々に『取組み内容』と、自己点検・評価としての『成果』と『課題』を分析

し、『達成度』を明らかにした上で、『今後の方向性』を示す形で、一覧にまと

めました。  なお、それぞれの「点検・評価調書」の見方は、次ページのとおりです。 
（３）学識経験者の意見について 

自己点検・評価を基に、学識経験者の方より助言をいただき、その意見を基

本目標ごとにまとめました。 



【点検・評価調書について】
　基本目標ごとに、下記に示す「点検・評価調書」を作成し、教育委員会の点検・評価を行っています。
　それぞれの「点検・評価調書」の見方は、下記のとおりです。

第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 基本目標の番号と目標名を記載しています

施　　策 施策の番号と施策名を記載しています

具体的施策 具体的施策の番号と施策名を記載しています

数値目標名
数値目標を所管
する担当課を記
載しています

単位
目標値に対する到達
度合いを割合（％）で
記載しています

平成28年度
現状値

（計画策定時
数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時
数値）

※【達成度評価の段階指標】
Ａ・・・達成率100％以上
Ｂ・・・達成率90％以上100％未満
Ｃ・・・達成率80％以上90％未満
Ｄ・・・達成率80％未満

久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける点検・評価調書
基本目標 基本目標の番号と目標名を記載しています

施　　策 施策の番号と施策名を記載しています

成果 課題

具体的施策
の番号と施
策名を記載
しています

通
し
番
号
を
記
載
し
て
い
ま
す

実施計画に掲
載の取組み名
及び取組みの
目標年度又は
継続的取組み
の別を記載し
ています

新規
取組
みに
つい
て
「○」
を記
載し
てい
ます

取組みを
所管する
担当課を
記載して
います

当該年度に実施
した取組み内容
を記載しています
出来る限り数値
化し、よりわかり
やすく記載してい
ます

取組みの成果
を記載してい
ます

取組みにおけ
る課題を記載
しています

達成度を
４段階評
価により
記載して
います
（※評価
指標は下
記のとお
りです）

成果と課題を
洗出した上で
今後の方向性
を記載してい
ます

※【達成度評価の段階指標】
継続的取組みの場合 目標年度が設定された取組みの場合
４・・・業務を遂行し想定を超える成果が出た Ａ・・・計画を上回っている
３・・・予定どおりに業務を遂行できた Ｂ・・・概ね計画どおりである
２・・・予定を下回る取組み結果となった Ｃ・・・計画より遅れている
１・・・予定していた業務を遂行できなかった Ｄ・・・計画倒れ・中止となった

今後の点検・評価
時に記載します

計画策定時に定めら
れた令和４年度の目
標値を記載しています

担当課

達成率

自己点検・評価
達成度

達成率を踏まえ
達成度を４段階
評価により記載し
ています（※評価
指標は下記のと
おりです）

達成度

今後の方向性

数値目標名（指標
の内容）を記載し
ています

単位を記載してい
ます

計画策定時に定めら
れた平成28年度の現
状値を記載しています

対象年度の実績
値を記載していま
す

今後の点検・評価
時に記載します

今後の点検・評価
時に記載します

今後の点検・評価
時に記載します

数値目標の年度毎の推移をグラフ
により掲載しています

推移グラフ

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－3－
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

１ 教育委員会の構成 

久喜市教育委員会は、平成２７年４月１日の「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」の改正にあわせて新制度に移行し、教育長と４人の教育委員を

あわせた５人により構成されています。なお、教育長の任期は３年、教育委員

の任期は４年です。 

【教育委員会構成員の一覧（平成３０年度）】 

○平成３０年４月１日から平成３０年５月２０日まで 

職 名 氏 名 任 期 備 考 

教育長 
かきぬま みつお 自 平成 30年４月１日 

至 令和３年３月 31日 
再任 

柿沼 光夫 

教育長職務

代理者 

えのもと ひであき 自 平成 26年５月 21日 

至 平成 30年５月 20日 
任期満了 

榎本 英明 

委員 

つぼい きよこ 自 平成 28年５月 21日 

至 令和２年５月 20日 
 

坪井 喜代子 

委員 

かのう かずや 自 平成 27年５月 21日 

至 令和元年５月 20日 
保護者たる委員 

狩野 和也 

委員 

もろはし みつこ 自 平成 29年５月 21日 

至 令和３年５月 20日 
保護者たる委員 

諸橋 美津子 

○平成３０年５月２１日から平成３１年３月３１日まで 

職 名 氏 名 任 期 備 考 

教育長 
かきぬま みつお 自 平成 30年４月１日 

至 令和３年３月 31日 
 

柿沼 光夫 

教育長職務

代理者 

えのもと ひであき 自 平成 30年５月 21日 

至 令和４年５月 20日 
再任 

榎本 英明 

委員 

つぼい きよこ 自 平成 28年５月 21日 

至 令和２年５月 20日 
 

坪井 喜代子 

委員 

かのう かずや 自 平成 27年５月 21日 

至 令和元年５月 20日 
保護者たる委員 

狩野 和也 

委員 

もろはし みつこ 自 平成 29年５月 21日 

至 令和３年５月 20日 
保護者たる委員 

諸橋 美津子 
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２ 教育委員会会議の開催状況 

教育委員会会議については、原則として毎月１回の「定例会」と、必要に応

じて「臨時会」を開催し、付議議案の審議及び教育長報告事項の報告など、教

育行政の方針等を決定しています。なお、教育委員会会議は、会議開催日の１

週間前に告示を行うとともに、市ホームページに掲載し、お知らせしています。 

平成３０年度は、「定例会」１２回、「臨時会」１回の計１３回開催し、議案

６２件、教育長報告３３件、協議事項５件について審議等を行いました。 

また、既に開催された教育委員会会議の会議録は、市ホームページに掲載し

ています。その他、市役所公文書館の閲覧コーナーでもご覧いただくことがで

きます。 

【教育委員会会議開催一覧（平成３０年度）】 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年４月定例会 

開催日 平成３０年４月２６日（木） 

議 案 

議案第１８号 久喜市教育委員会表彰について 

議案第１９号 久喜市立学校の学校医の委嘱について 

議案第２０号 久喜市立図書館条例の一部を改正する条例（案）の一部修正について 

教育長報告 

ア 平成３０年度久喜市一般会計補正予算（第１号）（案）に係る意見聴取について 

イ 久喜市教育委員会表彰について 

ウ 久喜市立小・中学校学校運営協議会委員の委嘱又は任命について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年５月定例会 

開催日 平成３０年５月２１日（月） 

議 案 

議案第２１号 久喜市教育委員会所管の委員等の委嘱又は任命について 

議案第２２号 久喜市文化財保護審議委員の委嘱について 

教育長報告 

ア 第３回久喜マラソン大会での器物破損事故における専決処分について 

イ 久喜市教育委員会教育長職務代理者の指名について 

ウ 久喜市教育委員会事務局職員の人事について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年６月定例会 

開催日 平成３０年６月２９日（金） 

議 案 

議案第２３号 久喜市教育委員会表彰について 

議案第２４号 久喜市教育委員会所管の委員等の委嘱について 

教育長報告 

ア 久喜市教育委員会所管の委員等の委嘱又は任命について 

イ 久喜市内小中学校のブロック塀調査報告について 
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会議名 久喜市教育委員会平成３０年７月定例会 

開催日 平成３０年７月２６日（木） 

議 案 

議案第２５号 久喜市教育委員会所管の委員等の委嘱又は任命について 

議案第２６号 久喜市障がい児就学支援委員会への諮問について 

議案第２７号 久喜市生涯学習推進会議規則の一部を改正する規則について 

議案第２８号 平成３１年度使用久喜市立小・中学校教科用図書の採択について 

議案第２９号 平成３１年度使用久喜市立小・中学校特別支援学級用教科用図書の採
択について 

教育長報告 

ア 平成３０年６月定例議会市政に対する質問（教育委員会関係）について 

イ 平成３０年６月定例議会提出議案・議決結果（教育委員会関係）について 

ウ 久喜市中学生学力アップ教育事業学習支援員の委嘱について 

協議事項 ア 久喜市立図書館の指定管理者の募集要項及び仕様書（素案）について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年第２回臨時会 

開催日 平成３０年８月２日（木） 

議 案 議案第２８号 平成３１年度使用久喜市立小・中学校教科用図書の採択について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年８月定例会 

開催日 平成３０年８月２８日（火） 

議 案 

議案第３０号 久喜市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する告示に
ついて 

議案第３１号 久喜市教育委員会表彰について 

議案第３２号 久喜市教育活動指導員の委嘱について 

教育長報告 

ア 平成３０年度久喜市一般会計補正予算（第３号）（案）に係る意見聴取について 

イ 久喜市立幼稚園保育料等検討委員会条例の一部を改正する条例について 

ウ 久喜市立久喜中学校職員駐車場での器物破損事故における専決処分について 

エ 学校給食調理施設の整備方針について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年９月定例会 

開催日 平成３０年９月２７日（木） 

議 案 議案第３３号 平成３１年度当初教職員人事異動方針について 

協議事項 

ア 特別奨学金制度について 

イ 学校給食費の負担軽減策について 

ウ 江面第二小学校の統廃合に伴う今後の対応について 
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会議名 久喜市教育委員会平成３０年１０月定例会 

開催日 平成３０年１０月２９日（月） 

議 案 

議案第３４号 久喜市武道外部指導者の委嘱について 

議案第３５号 久喜市立体育施設及び久喜市栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者を
指定することについて 

議案第３６号 久喜市立図書館の指定管理者を指定することについて 

議案第３７号 久喜市立図書館運営審議会条例について 

議案第３８号 久喜市立図書館運営審議会規則について 

教育長報告 

ア 平成３０年９月定例議会市政に対する質問（教育委員会関係）について 

イ 平成３０年９月定例議会提出議案・議決結果（教育委員会関係）について 

ウ 久喜市中学生学力アップ教育事業学習支援員の委嘱について 

エ 久喜市部活動指導員の委嘱について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年１１月定例会 

開催日 平成３０年１１月２６日（月） 

議 案 

議案第３９号 久喜市立幼稚園保育料等検討委員会委員の委嘱又は任命について 

議案第４０号 久喜市立幼稚園保育料等検討委員会への諮問について 

議案第４１号 平成３０年度教育委員会の事務に関する点検評価（平成２９年度対象）
について 

議案第４２号 久喜市適応指導教室に関する規則の一部を改正する規則について 

議案第４３号 久喜市適応指導教室の管理運営に関する要綱の一部を改正する告示に
ついて 

議案第４４号 久喜市中学校部活動ガイドラインの改訂案について 

教育長報告 

ア 新学校給食センターの実施設計について 

イ 平成３０年度久喜市一般会計補正予算（第４号）（案）に係る意見聴取について 

ウ 平成３０年度久喜市一般会計補正予算（第５号）（案）に係る意見聴取について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３０年１２月定例会 

開催日 平成３０年１２月２５日（火） 

議 案 議案第４５号 久喜市市民大学･高齢者大学運営委員会委員の委嘱又は任命について 

教育長報告 

ア 久喜市立幼稚園保育料等検討委員会委員の委嘱について 

イ 久喜市一般職職員の給与に関する条例及び久喜市任期付市費負担教職員の任用、
給与等に関する条例の一部を改正する条例について 

ウ 平成３０年１１月定例議会市政に対する質問（教育委員会関係）について 

エ 平成３０年１１月定例議会提出議案・議決結果（教育委員会関係）について 
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会議名 久喜市教育委員会平成３１年１月定例会 

開催日 平成３１年１月２８日（月） 

議 案 

議案第 １号 久喜市学校給食費補助金交付要綱について 

議案第 ２号 久喜市立幼稚園保育料等徴収条例等の一部を改正する条例について 

議案第 ３号 久喜市の組織改正に伴う関係条例の整理に関する条例について 

議案第 ４号 平成３１（２０１９）年度久喜市一般会計予算（案）に係る意見聴取
について 

議案第 ５号 平成３０年度久喜市一般会計補正予算（第６号）（案）に係る意見聴取
について 

教育長報告 

ア 久喜市中学生学力アップ教育事業学習支援員の委嘱について 

イ 久喜市立幼稚園保育料等検討委員会の答申について 

協議事項 ア 第２期久喜市教育振興基本計画実施計画（素案）について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３１年２月定例会 

開催日 平成３１年２月２２日（金） 

議 案 

議案第 ６号 久喜市教育委員会会議規則の一部を改正する規則について 

議案第 ７号 久喜市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正する規則について 

議案第 ８号 久喜市教育委員会事務専決規程等の一部を改正する訓令について 

議案第 ９号 久喜市教育委員会公印規程の一部を改正する訓令について 

議案第１０号 久喜市英語検定受験料補助金交付要綱について 

議案第１１号 久喜市市民大学・高齢者大学運営委員会要綱の一部を改正する告示に
ついて 

議案第１２号 久喜市スポーツ競技大会出場選手奨励金交付要綱の一部を改正する告
示について 

議案第１３号 久喜市生涯学習人材バンク要綱の一部を改正する告示について 

議案第１４号 久喜市立図書館管理運営規則の全部を改正する規則について 

議案第１５号 久喜市立図書館事務取扱要綱について 

議案第１６号 久喜市立図書館における複写サービス取扱要綱について 

議案第１７号 久喜市立図書館郵送貸出しサービス実施要綱の全部を改正する告示に
ついて 

議案第１８号 久喜市立図書館雑誌スポンサー制度実施要綱の全部を改正する告示に
ついて 

議案第１９号 第２期久喜市教育振興基本計画実施計画（案）について 

議案第２０号 久喜市任期付市費負担教職員の任用について 

議案第２１号 久喜市教育活動指導員の委嘱について 

議案第２２号 久喜市立小・中学校県費負担教職員の人事に関する内申について 
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議案第２３号 久喜市教育委員会事務局職員の人事について 

 

会議名 久喜市教育委員会平成３１年３月定例会 

開催日 平成３１年３月１９日（火） 

議 案 

議案第２４号 久喜市教育委員会事務局職員の人事について 

議案第２５号 久喜市教育委員会表彰について 

議案第２６号 久喜市立小・中学校事務ネットワークの責任者等の指名について 

議案第２７号 久喜市教育委員会所管の委員等の委嘱について 

議案第２８号 久喜市児童生徒安全対策推進本部会議要綱の一部を改正する告示につ
いて 

議案第２９号 久喜市立江面第二小学校の小規模化に伴う統廃合等の方針（案）につ
いて 

議案第３０号 久喜市立小・中学校の統廃合に伴う新校設立準備委員会設置要綱につ
いて 

議案第３１号 平成３１・３２年度久喜市教育委員会研究委嘱について 

議案第３２号 久喜市教育委員会事務局職員の人事について 

議案第３３号 久喜市立小・中学校学校運営協議会委員の委嘱について 

教育長報告 

ア 久喜市立小・中学校学区等審議会の答申について 

イ 平成３０年度教職員人事評価結果について 

ウ 久喜市障がい児就学支援委員会の答申について 

エ 平成３０年度久喜市立中学校卒業生の進路状況について 

オ 久喜市教育委員会事務局職員の人事について 

 

３ 総合教育会議の開催状況 

久喜市総合教育会議は、平成２７年４月の教育委員会制度改正に伴い、地方

公共団体の長である市長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、地域の教育の

課題やあるべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推進を図る

ために設置されたものです。 

平成３０年度は、下記のとおり２回開催しました。 

【総合教育会議開催一覧（平成３０年度）】 

会議名 平成３０年度第１回久喜市総合教育会議 

開催日 平成３０年７月２３日（月） 

協議・調整事項 

・ＳＮＳについて 

・子どもの貧困について 
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会議名 平成３０年度第２回久喜市総合教育会議 

開催日 平成３０年１１月５日（月） 

協議・調整事項 ・小・中学校の適正規模・適正配置について 

 

４ 教育委員会委員の教育施設訪問状況 

久喜市教育委員会では、教育委員が、児童生徒の日頃の様子を観察したり、

校内状況を視察したりし、学校の状況を把握することで、また、公民館や図書

館といった社会教育施設を巡視し、施設の運営状況や活動状況を把握すること

で、今後の教育施策に生かすことを目的に、定期的に教育施設訪問を行ってい

ます。 

平成３０年度は、教育委員会定例会議にあわせ、計２回の教育施設訪問を実

施しました。 

【教育施設訪問実施一覧（平成３０年度）】 

訪問場所 訪問月日 訪問内容 

久喜市立栗橋東中学校 平成３０年６月２９日（金） 授業参観、校内視察 

久喜市立鷲宮図書館 平成３０年８月２８日（火） 施設内視察、運営状況確認 

 

 

  



- 11 - 
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Ⅲ 点検・評価の結果 

 

  
 

 

基本目標の概要 
幼児教育は、生涯にわたる人格形成の基礎をつくること、「生きる力」を培

うことを重視して進める必要があります。そのため、幼稚園・家庭・小学校・

地域が相互に連携を深めるとともに、教育環境の整備を図り、幼児期に最もふ

さわしい教育の充実を図ります。 

 

施策 

１ 子どもたちの人間形成の基礎づくりの支援  ２ 小学校との連携 

３ 教員の資質・能力の向上  ４ 保護者への支援体制の充実 

５ 幼稚園と保育所の連携  ６ 特別支援教育の充実 

 

６つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 １４  ○数値目標 ２  ○取組み ２６ 

 

担当課 

○学務課  ○指導課 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全２件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 １ 50.0％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 ０ 0.0％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 １ 50.0％ 

Ｄ 達成率 80％未満 ０ 0.0％ 

 

継続的 

取組み 

（全２５件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た ２ 8.0％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた ２３ 92.0％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった ０ 0.0％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった ０ 0.0％ 

基本目標１ 
人間形成の基礎を培う幼児教育の充実 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全１件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている ０ 0.0％ 

Ｂ 概ね計画どおりである １ 100.0％ 

Ｃ 計画より遅れている ０ 0.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった ０ 0.0％ 

 

学識経験者の意見 

幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎が培われる極めて重要な時期です。

幼児は、生活や遊びといった直接的・具体的な体験を通して、情緒的・知的に

発達し、人間として、社会の一員として、より良く生きるための基礎を身に付

けます。そのため、幼児期にふさわしい生活の展開、幼児の自発的な活動とし

ての遊び、幼児一人ひとりの特性や発達の課題に即した指導などを重視した取

組みがなされなければなりません。実施された施策は園児一人ひとりに応じた

対応をし、基本的な生活習慣の習得のための家庭との連携、集団生活に必要な

ルールや言葉の指導など、教員が共通認識を持ち、根気強く取組みがなされ、

成果を挙げていると思います。 

「幼稚園と小学校の教員間においての交流活動や授業参観等の実施」とあり

ますが、今、学習指導要領では幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿と

いうのがあり、それと小学校の生活科の目標は大体等しいです。そのあたりで

連携を図るということが大切になってくると思います。 

幼稚園では、私立幼稚園も含め、色々な教育方針を掲げています。基本的な

部分が揃っていないと１年生から生活指導を特にやらなければいけない状況に

陥りますので、それを解消するのは、幼児期の終わりまでに育ってきてほしい

１０の姿と、１年生の生活科の連携をどうやって教育課程の連携の中で図るか

ということで、学校と幼稚園は真剣になって考えなくてはいけないと思います。 

園外研修の参加によって、教育理論や保育技術の習得が図られ、園児の指導

に生かされ、成果が挙げられていると思います。今後成果を一層挙げるために

は、指導方法や園児への対応の仕方等、教員全体で共有し、共通実践していく

ことが重要だと思います。 

生涯学習を続けていくうえで、一番の基礎が幼稚園で養われるわけですから、

その教育課程の中で変えなければならないのは、学校の先生と保護者の意識で

す。保護者をどう教育するかということを幼稚園と小学校は考えていかなけれ

ばならないと思います。 

教育時間外の保護者支援として預かり保育を実施し、仕事を持つ保護者等に

子どもを預けられる場所を提供し、大きな成果を挙げられたと思います。仕事

を持つ保護者が増えることが予想され、預かり保育の継続・充実が必要です。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実

施　　策 ２　小学校との連携

具体的施策 １　子どもの交流活動の推進

数値目標名 担当課 学務課

単位 達成率 85.7%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

幼稚園と小学校の交流
活動

回

22
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28

22 

24 

28 
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平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－14－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実

施　　策 ４　保護者への支援体制の充実

具体的施策 １　保護者が参加できる幼稚園行事や保育活動等の充実

数値目標名 担当課 学務課

単位 達成率 100.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

保護者の保育参加の
機会

回

16

16

16

16 16 16 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－15－



久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 １　子どもたちの人間形成の基礎づくりの支援

１　基本的な生活
習慣の習得に向
けた指導

1

家庭生活状況の把握

（継続的取組み）
学務課

・幼児生活調査票や保護者との面談、
毎日の園児の送迎の際にきめこまかく
連絡をとりあいました。

2

生活習慣習得のための指導

（継続的取組み）
学務課

・発達年齢を考慮し、年齢や個人差を
踏まえながら、家庭と連携を図り、生
活習慣を習得することの大切さを伝
え、園と家庭双方とで取り組みました。

２　食育の推進 3

野菜の栽培や収穫体験の
実施

（継続的取組み）

学務課

・幼児にとって身近な野菜を、数種類
育てました。。
・久喜南中学校との交流により、畑で
じゃがいも堀体験を行いました。
（中央幼稚園６種類、栗橋幼稚園６種
類）

4

栄養士による食育指導

（継続的取組み）
○ 学務課

・市内の給食の栄養士に依頼をし、幼
児向けにわかりやすく食事の大切さに
ついてお話をしていただきました。
（中央幼稚園１回/年）

5

友だちと一緒に食事をとる
機会の設定

（継続的取組み）

学務課

・通常は家庭から弁当を持参していま
すが、２ヶ月に１度、共通食を提供し、
皆で同じ食事をする機会を設定しまし
た。
（中央幼稚園６回、栗橋幼稚園８回）

３　コミュニケー
ション能力の育成
や自立心の育成

6

幼児の主体的な生活の実現

（継続的取組み）
学務課

・幼稚園教育要領に基づき、教育課
程、年間指導計画、月案、週案を学年
ごとに作成し、発達年齢、季節感等を
考慮し、幼児の興味関心を広げるよう
計画的な指導案のもとに日々の保育
を行いました。

7

あいさつや生活に必要な言
葉の習得に向けての指導

（継続的取組み）

学務課

・言語表現を教育計画の中に位置付
け、意図的に指導をしました。毎日の
あいさつや生活の中での具体的なや
りとりを教師が見本となって指導しまし
た。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・幼稚園と家庭が共通の認識を
もち、幼児の指導に一貫性をも
たせることができました。

・保護者との信頼関係を築くこと
が重要であり、個々の家庭状況
によっては、難しい面もありま
す。

３
幼児理解を図ることと、保護者の
信頼関係を築くことは、非常に大
切な取組です。毎年、様々な子
どもたちが入園するために、継
続して丁寧に取り組まなければ
なりません。

・毎日の生活の積み重ねにより、
幼児が自分でできることが増え
てきました。５歳児が卒園するま
でには、基本的生活習慣が身に
付くようになりました。

・園でできていることも、家庭に
帰ると、甘やかしや放任によっ
て、くずれてしまう習慣もありま
す。

３
・今後も一人ひとりの幼児に合わ
せ、家庭との連携を大切にして
いくことで、基本的生活習慣の定
着を図っていきます。

・幼児の目の前で生長する様子
を観察したり、収穫する日を楽し
みにしていました。いつもは、苦
手意識のある野菜にも親しみを
持ち、匂いを嗅いだり、もぎたて
のおいしさを味わうことができま
した。

・良い収穫ができるような土壌作
りが難しいことと、予算の関係で
土を買い換えることができないこ
とが課題です。

３
・幼児にとって身近な食材との出
会いを大切にし、栽培や収穫な
どの直接体験の機会を大切にし
ていきます。

・専門職の方のお話は幼児に
とっても、わかりやすく、自分に
とって大切なことであるとの意識
を持たせることができました。

・幼稚園で意識啓発を行っても、
実生活の食生活改善にすぐにつ
ながるところまではなかなかいき
ませんでした。

３
・毎日の食事の大切さについて
は、継続して指導していく必要が
あります。
・特に保護者に向けては、折に
触れて意識啓発をしていくことが
大切です。

・共通食の時は、煮物や、焼き魚
など普段の弁当には入っていな
い食材を食べることができまし
た。
・食わず嫌いのメニューも皆と一
緒なら楽しく食べることができ、
偏食については、少しずつ改善
がみられました。

・共通食のメニューは、あえて和
食を中心に考えて提供していま
すが、保護者が模倣して弁当の
食材に加えてみるというところま
ではなかなかいきませんでした。

３
・保護者によっては、毎月１回くら
いにしてほしいという要望があり
ます。予算的には厳しいので、園
として今後どのようにしていくか
を検討する必要があります。

・個々の幼児の興味関心に合わ
せた教育環境を整えることで幼
児の心身両面での育ちにつなが
りました。自分で考えて遊ぶ力、
生活しようとする姿がみられるよ
うになりました。

・基本的生活習慣の定着に向け
ての指導が中心になりがちな幼
児もおり、家庭との連携の難しさ
がありました。幼児教育では、特
に家庭と双方での協力関係が必
要でした。

３
・幼児の主体的な生活の実現
は、短期間で見につくものではあ
りません。長期的に幼児が卒園
していくまでの３年間をかけ、継
続して指導する必要があります。

・あいさつをすると互いに気持ち
良く過ごせることや、生活に必要
な言葉を習得することで、友だち
とのコミュニケーションが円滑に
なり、言葉の語彙が増えました。

・日々のあいさつについては、家
庭との連携も重要であり、言葉で
のやりとりの重要性について、意
識啓発する必要があります。

３
・幼児自らがあいさつや言葉で
の表現の大切さに気づき、進ん
でできるようになるまで根気よく
継続した取組が必要です。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ２　小学校との連携

１　子どもの交流
活動の推進

8

幼児と小学生が触れ合う交
流会や見学会の実施

（継続的取組み）

学務課

・久喜市内の小学校の１年生から６年
生までと２４回（中央幼稚園５回、栗橋
幼稚園４回、私立幼稚園１５回）の交
流会を行いました。小学校の中の様子
を見学する、小学校のプールに入る、
給食を一緒に食べる、音楽交流、授業
に参加するなどの交流を行いました。

２　教員間の連携
強化

9

幼稚園・小学校連絡会の実
施

（継続的取組み）

学務課
指導課

・小学校就学先の個別の連絡会など
を行いました。
・幼児期の教育と小学校教育の円滑
な接続のため、各小学校と幼稚園・保
育園等で３学期に、就学児一人ひとり
の情報交換を実施しました。

10

久喜市幼保小連絡協議会
の開催

（継続的取組み）

○ 指導課

・幼児期の教育と小学校教育の円滑
な接続のため、久喜市幼保小連絡協
議会を２回開催しました。
・第２回久喜市幼保小連絡協議会で
は、新たに公立幼稚園の公開保育を
実施しました。

11

幼稚園と小学校の教員間に
おいての交流活動や授業参
観等の実施

（継続的取組み）

学務課

・小学校の授業参観に年長組の教員
が参加し、幼児の卒園後の姿を見た
り、幼稚園の公開保育を行いました。
（中央幼稚園：２回実施、参加者数２
人）
（栗橋幼稚園：２回実施、参加者数１２
人）
・小学校教員との連絡会を実施しまし
た。
（９回実施）

基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ３　教員の資質・能力の向上

１　教員研修の充
実

12

園内研修の実施

（継続的取組み）
学務課

・園全体の教員の指導力を目指し、研
究課題を設定し、計画的に研修を実
施しました。
（中央幼稚園：１０回実施、参加者数３
０人）
（栗橋幼稚園：１０回実施、参加者数３
０人）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・就学前の不安を和らげ、期待を
高めることができました。

・小学校教諭との交流会前の打
ち合わせ等が未消化になるとき
もあります。
・交流内容の深まりについてを検
討する余地があります。

３
・就学を控えた幼児にとって、時
期を踏まえつつ様々な交流機会
を作ることが大切です。不安を和
らげ、小学校入学の段差を乗り
越えることができるよう継続して
いきます。

・できるだけ個別の幼児の実態
を伝え
ることで、小学校進学後の指導
体制の連携が図られました。
・就学児一人ひとりの情報交換
を実施したことで、小学校入学当
初から個に応じた支援ができま
した。

・徐々に共通理解が図られてい
ますが、年度ごとに異動もあり、
教育カリキュラムも変更が生じる
ことから、連絡会の内容の維持
が図られようにしていくことが課
題です。
・小学校入学後も、必要に応じて
連携を図ることで、新入学児が
円滑に学校生活を送れるよう配
慮する必要があります。

３
・今後も小学校との連携を密にし
ていくために継続していく必要が
あります。
・保育者や教員が交流できる機
会を増加できるよう連携を深めて
いきます。

・協議会の開催を通して、保育者
と教員が共に研修したことで、相
互の教育内容や指導方法の差
異、幼児と児童の実態について
共通理解を深めることができまし
た。

・接続期プログラムについて、幼
稚園と保育所、認定子ども園の
取組の共通点を明かにし、小学
校への接続の段差を減らすよう
改善を図る必要があります。

３
・公開保育等を増加させ、接続
期プログラムの見直し・改善を図
る研修を充実していきます。

・小学校教員との連絡会を通し、
幼児教育の理解と、現状や課題
について、共通理解を図ることが
できました。

・年長組の担任が主に参加する
ことになりますが、実施後に園全
体での課題等の共有をすること
が課題です。

３
・今後も小学校との連携を図りな
がら継続していき、園内でも、参
加して得た情報を共有するた
め、職員会議等の場を設けるな
どしていきます。

成果 課題

・学期毎に研修会を行い、反省・
評価について教員全体で振り返
りを行うことができました。
・中央幼稚園では、２年間共通の
テーマで研修を行うことで、より
具体的に保育活動に生かすこと
ができました。

・経験年数の違いを生かし、幼稚
園全体での教員の指導力の向
上を図ることが課題です。 ４

・様々な課題について職員全体
で意識を高めていくために今後
も園内研修の取組みは継続する
必要があります。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ３　教員の資質・能力の向上

13

園外研修への参加機会の
設定

（継続的取組み）

○ 学務課

・教育理論、保育技術の向上のため、
外部の講師による園外研修の機会を
作りました。
（中央幼稚園：１２回実施、参加者数１
２人）
（栗橋幼稚園：１３回実施、参加者数１
６人）

14

新幼稚園教育要領を踏まえ
た研修の充実

（継続的取組み）

○ 学務課

・市内幼稚園２園において、合同研修
会を設定し、新教育要領の実施に向
けての教員の共通理解を図りました。
（１回実施、参加者数：中央幼稚園６
名、栗橋幼稚園１１名）

基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ４　保護者への支援体制の充実

１　保護者が参加
できる幼稚園行事
や保育活動等の
充実

15

保護者間でコミュニケーショ
ンを図る機会となるような園
行事の実施

（継続的取組み）

学務課
・中央幼稚園では４種類、栗橋幼稚園
では５種類の園行事の準備や運営等
を保護者と共に実施しました。

16

保護者の「保育参加」の機
会の設定

（継続的取組み）

学務課

・各幼稚園において「保育参加」を設
定しました。
（中央幼稚園：４歳児２回３０人参加、５
歳児７回４１人参加）
（栗橋幼稚園：４歳児１２回２９人参加、
５歳児１０回４０人参加）

２　教育時間外の
保護者支援

17

預かり保育の実施

（継続的取組み）
学務課

・中央幼稚園では、年間１８０日実施
し、１，４６９人の利用がありました。
・栗橋幼稚園では、年間２１１日実施
し、８６１人の利用がありました。

３　子育てについ
ての相談の場の
提供

18

保護者が教員に相談できる
体制の充実

（継続的取組み）

○ 学務課

・担任教員との個別面談や、いつでも
相談できるよう時間と場所の確保を
し、保護者が不安なく活用できるように
しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・新しい教育論や保育実技を学
び、学級運営に生かしながら幼
児の指導を行うことができまし
た。

・様々な分野の研修があるが、
職員会議等でのスキルの共有
が課題です。 ３

・今後も園外研修で得てきたスキ
ルを、他の職員と共有していくた
め、園全体で報告し合う場を作っ
ていきます。

・園内においても、教育課程、年
間指導計画の見直しを行い、合
同研修会で２園の教員で、長期
指導計画について、共通理解と
統一性をもって作成することがで
きました。

・学期毎の保育指導の見直しを
行いながら、新教育要領の反映
を検証していくことが課題です。 ３

・今後も市内２園の教員が意見
交換し、さらに保育の質を向上さ
せるため、継続していきます。

成果 課題

・保護者が園行事の実施に向け
て、協力し合う機会を設定したこ
とで楽しみながら活発な保護者
間のコミュニケーションが図られ
ました。また、幼稚園の教育につ
いても理解につながる機会となり
ました。

・保護者の役割分担と教職員と
の連携のための時間の確保が
課題です。 ３

・保護者がより主体的に取組む
ことで子育てへの意欲や喜びに
つながるよう今後も継続して取
組む必要があります。

・保護者が、自分の子ども以外
の幼児に触れ合い、保育の経験
をすることで、視野が広がり、教
員の子どもへの接し方が子育て
へのヒントにつながるといった感
想も聞かれました。

・活動のねらいを保護者に伝え、
理解して参加していただくことが
課題です。
・自由参加のため、参加者に偏り
がでてしまいました。

３
・「保育参加」の意義を保護者に
分かりやすく伝えて、日程等の
周知についても、園のおたより等
を工夫していきます。

・仕事をもつ保護者や不意の用
事ができたときなども、安心して
預けられる場所を提供すること
ができました。

・日にちによって人数にばらつき
があったため、保育の内容につ
いては、臨機応変な対応が必要
であり、幼児、保護者共に安心し
て利用できるようにすることが課
題です。

３
・今後も、仕事をもつ保護者が増
えると同時に、子育て支援のた
めの役割も大きく、預かり保育の
継続が必要です。

・保護者と教員同士のコミュニ
ケーションがスムーズになること
で相互関係が良好になり、幼児
への指導も効果的に取組むこと
ができるようになりました。

・保護者が相談しやすいよう環境
を整えるだけでなく、園としての
取組みを通知文などで広く伝え
ていくことが課題です。

３
・子育てへの悩みや不安をかか
える保護者も増えていることか
ら、しっかりとサポート体制を整
えるためにも相談できる場所の
提供が必要です。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ４　保護者への支援体制の充実

４　「３つのめば
え」の活用

19

「３つのめばえ」の共通理解
と家庭と連携して取り組む
体制を構築

（継続的取組み）

○ 学務課
・保育懇談会の際に、家庭教育の重
要性について、「３つのめばえ」をもと
に説明を行いました。

５　３年保育の検
討・実施

20

３年保育の実施に向け検討

（目標年度：平成３０年度）
○ 学務課

・３歳児のカリキュラム、園行事につい
ての取組みについて共通理解を図る
ため、市内２園で研修を実施しました。
・近隣２市の幼稚園の３歳児クラスを
視察し、幼児にとって、より良い保育
環境の整備や指導方法など、参考と
なる資料等を示唆していただきまし
た。

基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ５　幼稚園と保育所の連携

１　幼保一体化事
業の充実

21

中央幼稚園と中央保育園分
園の幼保合同保育の推進

（継続的取組み）

学務課

・幼保の連携を深めるために、保育士
と協議しながら、指導計画や行事等の
立案を行い、夏休み等の長期休業日
を除く通年で合同保育を実施しまし
た。

22

連絡会議の開催

（継続的取組み）
○
学務課
指導課

・月案・週案会議を実施し、日々の保
育の計画を保育士と幼稚園教諭で立
てました。
・幼稚園と保育所で保育や教育内容、
行事などについて共通理解を図りまし
た。

基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ６　特別支援教育の充実

１　特別な支援を
要する幼児の特
性に応じた指導方
法の推進

23

一人ひとりの特性に応じた
教育の推進

（継続的取組み）

学務課

・学期毎に３回の特別支援会議を行う
ことで職員全体の共通理解を図りまし
た。
・幼児が通う療育施設の見学や施設
職員との協議を行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－22－



点検・評価調書

成果 課題

・就学前までに育てたい幼児の
姿のめやすを具体的に伝えるこ
とができました。また、園と家庭と
の連携することの大切さを伝え
ることができました。

・保護者にとり、保育懇談会での
説明だけでは、一過性になりが
ちなため、個人面談など個別の
機会にも「３つのめばえ」の意識
の定着を図っていくことが課題で
す。

３
・より良い幼児の育ちにつなげる
ために、家庭教育の大切さを保
護者に向けて啓発を継続してい
く必要があります。

・３歳の発達年齢を考慮しなが
ら、教育課程や年間指導計画を
作成し、保育室の環境等の準備
を整えることができました。

・令和元（平成３１）年度から３歳
児保育を開始したため、指導計
画の見直しが必要となる事項に
ついては、次年度の計画に反映
させる必要があります。

Ｂ
令和元（平成３１）年度実施のた
め、その実施に向けた検討は終
了しました。

成果 課題

・情報交換を密に取り合いなが
ら、保育を行うことで園児同士の
交流を深めることができました。
・園児にとっても、多様な同年齢
の友達と過ごせることでたくさん
の刺激を受けてお互いを認め合
えるまで成長することができまし
た。

・親子で参加する行事について
は、保育園の保護者は就労によ
り参加できないものもあります。 ４

・今後も、保育士と教諭が協力し
合い、幼児が多様な体験をする
ことができるよう継続して取組む
必要があります。

・同じ施設内に幼稚園と保育所
がある利点を生かし、連絡会議
を綿密に行うことで、保育活動の
ねらいや方法を確め合いながら
月案や週案を作成することがで
きました。
・幼保一体の合同保育や行事を
行い、園児たちの人間形成の基
礎を培うことにつながりました。

・月案や週案を立てるだけでな
く、保育士と幼稚園教諭が互い
の保育・教育を振り返る機会と
し、互いの保育内容や方法、ス
キルを高め合う、質の高い保育・
教育を実現するための話し合い
の場としても連絡会議を活用す
る必要があります。

３
・継続して取組むことで、情報の
共有や幼児教育への共通理解
を図っていくことが必要です。
・公立及び私立、認定子ども園と
共に保育・教育を考える研修計
画の立案をしていきます。

成果 課題

・一人ひとりの幼児の課題につ
いて長期的、計画的に指導に取
り組むことができ、集団生活での
個々の成長を促すことができま
した。同時にクラス全体の思いや
りの気持ちなどの成長もみられ
るようになりました。

・幼稚園卒園までの期間のなか
で、一人ひとりに応じた援助を行
いましたが、就学先の小学校と
の個々の連携を図るところまで
はいきませんでした。

３
・幼児期の援助とその育ちが、就
学先でのどのような経過をたど
るのかを検証し、園での指導に
つなげていく必要性があります。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

－23－



久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 １　人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
施　　策 ６　特別支援教育の充実

２　支援体制の強
化

24

教員の指導力の向上

（継続的取組み）
学務課

・幼児教育の専門的な研修の機会を
図りました。
（中央幼稚園：４回実施、参加者数５
人）
（栗橋幼稚園：３回実施、参加者数２８
人）

25

個別の支援計画の作成や
サポート手帳の活用

（継続的取組み）

学務課

・一人ひとりの幼児の発達課題を明確
にするために個別の支援プランを作成
し、園全体で共有しました。
（作成件数：中央幼稚園１０件、栗橋幼
稚園４件）

26

補助教員の配置

（継続的取組み）
学務課

・特別な支援を要する幼児の実態に合
わせた指導や援助ができるよう、補助
教員を配置しました。
（中央幼稚園６人配置、栗橋幼稚園５
人配置）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－24－



点検・評価調書

成果 課題

・教育理論、保育実技等多様な
研修の機会を通して教員の資
質・能力の向上につながりまし
た。

・学級の課題について評価・反省
をする機会を設けましたが、職員
間で共有する機会を作っていくこ
とも必要です。

３
・研修の機会を通じ個々の教員
の資質向上は図られましたが、
学級経営等の具体的な指導方
法についても研修を継続させる
必要があります。

・一人ひとりの発達課題について
職員全体で把握することができ、
一貫した指導につなげることが
できました。

・特別な支援を要する幼児が増
え、個々の発達課題も多様化し
ていることから、より課題を把握
していく難しさがあります。

３
・発達課題が多様化していること
から、子どもたちにできるだけ丁
寧に関わり、個の育ちを促してい
くために、今後も継続して取り組
んでいきます。

・多様化する特別な支援を要す
る幼児一人ひとりに応じた援助
を行うことで、安定した園生活を
送ることができ、個々の成長を促
すことができました。

・学級内に複数の支援が必要な
幼児がおり、複数の職員配置が
求められています。 ３

・特別な支援が必要な幼児が増
える傾向にあります。今後も職員
間で連携を図り、個々に応じた
指導をしていく必要があります。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

－25－
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基本目標の概要 
確かな学力、豊かな人間性や健やかな体（生きる力）、他者を尊重し助け合お

うとする共助の意欲（絆）、知性や感性（情操）の「総合的な人間力」をはぐく

む学校教育の充実を図ります。 
 

施策 

１ 学ぶ意欲と確かな学力をはぐくむ教育の充実 
２ 豊かな人間性をはぐくむ教育の充実 
３ 体力の向上と心身の健康づくりを図る教育の充実 
４ 学校における人権教育の充実 
５ 自立する力をはぐくむ教育の充実  ６ 安全教育の充実 
 

６つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 ３３  ○数値目標 １８  ○取組み ８９ 

 

担当課 

○学務課  ○指導課 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全１８件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 ０ 0.0％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 ８ 44.4％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 ５ 27.8％ 

Ｄ 達成率 80％未満 ５ 27.8％ 

 

継続的 

取組み 

（全８８件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た ０ 0.0％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた ８７ 98.9％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった １ 1.1％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった ０ 0.0％ 

基本目標２ 
「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全１件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている ０ 0.0％ 

Ｂ 概ね計画どおりである ０ 0.0％ 

Ｃ 計画より遅れている １ 100.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった ０ 0.0％ 

 

学識経験者の意見 

全国学力・学習状況調査と埼玉県学力・学習状況調査の結果を有効に活用し、

各校のさらなる学力向上に向けての取組みを効果的に行っていると思います。

また、久喜市独自の学力調査の取組みも確かな学力を向上するうえで、効果が

大きいと思います。特に、補習問題を自動で編集するＷｅｂサイトの開設はす

ばらしい取組みだと思います。 

個に応じた指導の推進として、学習形態の工夫や指導方法の工夫、個に応じ

た学習問題の提供として児童生徒一人ひとりに合った補習問題の提供は、非常

に効果的であると思います。放課後等学習支援教室「くき本樹塾」は、学習支

援が効果的に行われ、参加生徒の学力も向上し、成果を挙げていると思います。 

「話を聞き発表する」というのは、新しい学習指導要領の核です。ここで大

事なのは、コミュニケーションは何かということを、学校の先生がどう捉えて

いるかということを指導しなければいけないことだと思います。これから主体

的で対話的で深い学びをさせるうえで、コミュニケーションというのは核とな

ってくると思います。また、子どもたちのコミュニケーションの手段は、もは

やスマホにとってかわっています。言葉の持つ意味や、相手が何を言いたかっ

たのか、どんなことを伝えたかったのかということを読み取らせる指導を、学

校教育活動全体の中でやらなければなりません。スマホでは顔が見えないわけ

ですから、行間から相手の気持ちを読み取らせる指導を日常的に行わなければ

ならず、今後の教育活動の大きなところに影響していくと思います。 

「いじめの解消」の実績値が、小・中学校とも現状値よりかなり低い値とな

っています。いじめの定義が変わってから、いじめの件数が大きく増加してい

ます。いじめ対策は、喫緊の課題として各学校や関係機関等で日々取り組まれ

ています。いじめの早期発見、解消への取組み、再発防止など、直接的ないじ

め対策のほか、「『学校が好きだ』と考える児童生徒」の割合を増やす取組み、

学校生活を充実させる取組みをさらに充実させて、豊かな人間性をはぐくんで

いただきたいと思います。 

「１日１回は読書をしている児童生徒」の達成率では、中学校は成果を挙げ

つつも、目標値との差が大きく、忙しい中学生に１日１回読書をする習慣を身

に付ける取組みのさらなる工夫を行う必要があるように思います。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ２　豊かな人間性をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ３　規律ある態度の育成

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 91.4%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ３　規律ある態度の育成

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 98.1%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

「靴そろえ」の達成率
【中学校】

％

92.3

93.2

95.0

「靴そろえ」の達成率
【小学校】

％

87.0

86.8

95.0

87.0 86.8 

95.0 

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

92.3 

93.2 

95.0 

90.5

91.0

91.5

92.0

92.5

93.0

93.5

94.0

94.5

95.0

95.5

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－28－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ２　豊かな人間性をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ３　規律ある態度の育成

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 85.9%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ３　規律ある態度の育成

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 80.2%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

「話を聞き発表する」の
達成率【中学校】

％

73.8

72.2

90.0

「話を聞き発表する」の
達成率【小学校】

％

76.8

77.3

90.0

76.8 77.3 

90.0 

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

73.8 72.2 

90.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－29－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ２　豊かな人間性をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ４　読書環境の充実と読書活動の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 91.1%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ４　読書環境の充実と読書活動の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 84.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

１日１回は読書をして
いる児童生徒の割合
【中学校】

％

71.7

75.9

90.0

１日１回は読書をして
いる児童生徒の割合
【小学校】

％

83.1

86.5

95.0

83.1 

86.5 

95.0 

76.0

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

71.7 
75.9 

90.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ２　豊かな人間性をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ５　「久喜の子ども、５つの誓い」の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 95.4%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ５　「久喜の子ども、５つの誓い」の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 87.8%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

「学校が好きだ」と考え
ている児童生徒の割合
【中学校】

％

92.0

80.8

92.0

「学校が好きだ」と考え
ている児童生徒の割合
【小学校】

％

91.2

87.8

92.0

91.2 

87.8 

92.0 

85.0

86.0

87.0

88.0

89.0

90.0

91.0

92.0

93.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

92.0 

80.8 

92.0 

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ３　体力の向上と心身の健康づくりを図る教育の充実

具体的施策 １　学校体育の充実

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 97.2%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　学校体育の充実

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 98.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

新体力テストの５段階絶対
評価で上位３ランクの児童生
徒の割合【中学校】

％

86.2

88.5

90.0

新体力テストの５段階絶対
評価で上位３ランクの児童生
徒の割合【小学校】

％

85.6

87.5

90.0

85.6 

87.5 

90.0 

83.0

84.0

85.0

86.0

87.0

88.0

89.0

90.0

91.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

86.2 

88.5 

90.0 

84.0

85.0

86.0

87.0

88.0

89.0

90.0

91.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－32－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ３　体力の向上と心身の健康づくりを図る教育の充実

具体的施策 ３　食育の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 97.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ３　食育の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 95.9%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

毎日朝食を食べている
児童生徒の割合【中学
校】

％

95.4

95.9

100.0

毎日朝食を食べている
児童生徒の割合【小学
校】

％

96.5

97.3

100.0

96.5 

97.3 

100.0 

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

95.4 
95.9 

100.0 

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ４　いじめの防止対策の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 81.6%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ４　いじめの防止対策の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 69.8%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

いじめの解消率【中学
校】

％

98.6

69.8

100.0

いじめの解消率【小学
校】

％

98.9

81.6

100.0

98.9 

81.6 

100.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

98.6 

69.8 

100.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ５　不登校の防止対策の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 59.1%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ５　不登校の防止対策の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 47.7%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

不登校児童生徒数【中
学校】

人

68

107

51

不登校児童生徒数【小
学校】

人

18

22

13

18 

22 

13 

0

5

10

15

20

25

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

68 

107 

51 

0

20

40

60

80

100

120

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実

施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

具体的施策 ５　不登校の防止対策の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 66.7%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ５　不登校の防止対策の推進

数値目標名 担当課 指導課

単位 達成率 46.5%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

不登校児童生徒数（市
内全児童生徒に対する
割合）【中学校】

％

1.82

2.99

1.39

不登校児童生徒数（市
内全児童生徒に対する
割合）【小学校】

％

0.25

0.30

0.20

0.25 

0.30 

0.20 

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

1.82 

2.99 

1.39 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 １　学ぶ意欲と確かな学力をはぐくむ教育の充実

１　学力向上を目
指した教育の展開

27

久喜市教育研究委員会によ
る実践研究の推進

（継続的取組み）

指導課

・「小中一貫教育」「学力向上推進」「久
喜の英語」「特別支援教育」「社会科副
読本」「道徳教育」「STEM教育」の７つ
の研究委員会を設け、実践的研究を
行いました。
（延べ１１６名の教員が参加）

28

全国学力・学習状況調査及
び埼玉県学力・学習状況調
査の結果分析と活用

（継続的取組み）

指導課

・結果を分析して明らかになった成果
と課題を学校に示し、ホームページで
公開しました。
・久喜市ステップアップテストの問題に
内容を取り上げ、課題の解決を図りま
した。

29

久喜市ステップアップテスト
の実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・５月から２月まで毎月１回実施し、学
力の伸びを捉えられるようにするとと
もに、児童生徒一人ひとりの課題に合
わせた補習問題を自動で編集してくれ
るＷｅｂサイトを開設し、学力の向上を
図りました。

30

学習支援カルテの活用

（継続的取組み）
○ 指導課

・久喜市ステップアップテストのデータ
をもとに、個別の学力状況や学力の伸
び、自分に合った補習問題が提供され
るＷｅｂサイトのQRコードが掲載された
個票を作成し、各個人に配布しまし
た。

31

２年間の研究委嘱と計画的
継続的な学校訪問の実施

（継続的取組み）

指導課

・新たに小学校７校、中学校１校に研
究を委嘱し、各学校の研究に対し随時
訪問し、指導助言を行いました。
・１０月～２月にかけて小学校６校、中
学校４校が研究成果を発表しました。

32

個に応じた指導の推進

（継続的取組み）
指導課

・少人数指導や習熟度別指導等の学
習形態のの工夫について指導しまし
た。
・指導方法の工夫改善について、各学
校の達成状況と課題をまとめたものを
もとに、指導助言を行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・「学力向上に向けた授業改善
策」「久喜市版プログラミング教
育指導計画」を学校間共有ネット
ワーク上で共有できるようになり
ました。
・「くき検定」を実施し、郷土を愛
する心を養うことができました。
・「小学校プログラミング×ロボッ
ト全国大会inKUKI」を開催し、プ
ログラミングに係る資質能力を育
むことができました。

・全体的には成果をあげているも
のの、研究委員会ごとに見ると、
費用対効果の差があります。費
用対効果の低い研究委員会に
ついて見直す必要があります。

３
・従来の研究を踏まえつつ、研究
組織の見直し・精選を行い、働き
方改革と両立する体制を整えま
す。

・結果の分析を行ったことで、久
喜市の傾向を掴むことができま
した。
・各学校の課題を明らかにしたう
えで指導主事が学校を訪問し、
実態に即した指導を行うことがで
きました。

・学校間の格差があり、より実態
に即した指導を実践していく必要
があります。 ３

・結果の分析を行い、育成が足ら
ない資質能力を高めるための学
習指導について各学校に訪問
し、指導を行います。

・本年度の埼玉県学力・学習状
況調査における「学力の伸び率」
は、小学校は県が「８」に対して
久喜市は「９」と上回り、中学校
は県と同等の「１０」となりまし
た。

・各学校のデータを分析し、学力
向上に向けた教材や支援を充実
させていく必要があります。 ３

・全国学力学習状況調査や埼玉
県学力学習状況調査の問題を
分析し、テストの内容や補修問
題の内容へ反映させ充実を図り
ます。
・ステップアップテストの個票にあ
る復習シートの活用について各
学校と協議していきます。

・各学校において個票を活用し、
児童生徒の実態に合わせた授
業形態の工夫や個別指導の充
実が図られました。

・各校の提出日に差があったた
め、個票の返却に時間がかかっ
てしまうことがあります。 ３

・期日までの個票の返却を実現
するために、各校への連絡や
データの処理を計画的に複数で
連携して行っていきます。

・各校の取り組みについて情報
交換・共通理解を図ることで今後
の学校教育のあり方について研
究を推進することができました。

・研究内容をより広く共有する体
制づくりが課題です。 ３

・研究発表会の内容について
データ配信するなど、共有の方
策を研究します。

・学力を伸ばした児童生徒の割
合が埼玉県平均を上回りまし
た。
（埼玉県平均６９．４％、久喜市
平均６９．７％）
※平成３１年度埼玉県学力学習
状況調査における小学校第４学
年から中学校第３学年までの実
施全教科平均

・個に応じた指導を行う教職員の
指導力向上が課題です。
・個別最適化された補習学習と
教職員の働き方改革の両立が
課題です。

３
・誰にとってもわかりやすい授業
の工夫、個別最適化された教育
を推進していきます。
・各学校の効果的事例を取りまと
め情報提供し、実践されている
か見届けをしていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 １　学ぶ意欲と確かな学力をはぐくむ教育の充実

33

個に応じた学習問題の提供

（継続的取組み）
○ 指導課

・久喜市ステップアップテストのデータ
をもとに、自分に合った補習問題が提
供されるＷｅｂサイトのQRコードが掲載
された個票を作成し、各個人に配布し
ました。

34

放課後等学習支援教室「くき
本樹塾」の実施

（継続的取組み）

指導課

・市内全中学校に久喜市中学生学力
アップ教育事業「くき本樹塾」を設置
し、２２０名の生徒に対し、放課後や長
期休業を利用した学習支援を行いまし
た。

２　「主体的・対話
的で深い学び」の
実現に向けた「学
びの改革」の推進

35

校内研修を支援する学校訪
問の実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・県東部教育事務所の指導主事を、市
内の小中学校の校内研修に指導者と
して招聘し、教職員の指導力向上を図
りました。
（指導者招聘回数１４回）

36

ＩＣＴ機器の効果的な活用に
ついての事例集の作成及び
研修会の実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・授業等でタブレット端末を活用するた
めの研修会を実施しました。
（実施校１０校、参加者数２００人）
・作成した事例集を全小中学校に配布
しました。

３　小・中学校９年
間を一貫した教育
の推進

37

小学校と中学校の連携を
図った教育課程編成の推進

（継続的取組み）

指導課

・小中一貫教育研究委員会において
教務主任を中心に中学校区に分か
れ、９年間を見通した教育課程の編成
を具体的にまとめました。
・中学校区の小中合同研修会を実施
しました。
（参加者数３５人【＊市内３４校から各
１人と指導者】）

38

教員の「兼務発令」の実施

（継続的取組み）
○ 指導課

・中学校教員２６名を、中学校区の小
学校に兼務発令しました。

４　国際社会で活
躍できるコミュニ
ケーション能力の
育成のための教
育の推進

39

児童生徒のコミュニケーショ
ン能力を高める外国語活動
及び英語教育の充実

（継続的取組み）

指導課

・英語指導法の工夫改善に向けた研
修を実施し、教員の指導力向上を図り
ました。
（年間２回、小・中学校英語担当教員３
４名参加）
・外国語指導助手２１名を小中学校に
配置し、児童生徒のコミュニケーション
能力の向上を図りました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・各学校において、授業や家庭
学習等で活用されました。また、
保護者への啓発により、家庭で
の活用も進んできました。

・より個に応じた学習問題を提供
できるようにするため、補修問題
の数や種類の更なる充実を図っ
ていく必要があります。

３
・全国学力・学習状況調査の過
去の問題や県のＨＰ等を活用し、
補修問題の内容を充実させてい
きます。

・市独自の学力検査において、く
き本樹塾受講者の平均得点は、
未受講者の平均得点よりほぼ全
ての教科において上回ることが
できました。

・時期によって、受講者の欠席が
多くなってしまうことがあります。
・学習支援員の確保が難しく、運
営面で厳しい時があります。
・補助金の減額により、年間の実
施回数を予定していた回数が実
施できませんでした。

３
・募集開始の時期を早め、期間
を長く設定することで、学習支援
員を確保できるようにします。
・定期的に実施できるよう、各学
校と調整を図ります。

・積極的に活用し、各学校の校
内研修で指導を受けた教職員の
意識が向上し、授業実践が行わ
れました。

・市内全ての学校で、実施されて
いないので、活用に向けての周
知を図る必要があります。 ３ 各学校への周知を行い、積極的

な活用を促します。

・実践事例を積み重ね、より多く
の事例を市内各学校で共有し、
活用する環境を整えることができ
ました。

・各校の利用状況を調査し、実
態に応じた研修会を実施し、さら
なる活用を図ります。

３
・今後は、各校の利用状況を調
査し、実態に応じた研修会を実
施し、さらなる活用を図ります。

・研修会での指導や協議により、
中学校区を中心とした小学校・
中学校の連携が深まり、９年間
の一貫した教育課程の作成につ
いての推進につながりました。

・学習指導要領改訂に伴い、編
成された教育計画の実施状況を
確認し、「評価規準」について研
究する必要があります。

３
・中学校区の学校同士の連携を
さらに深め、新学習指導要領を
踏まえた、教育課程の編成を
行っていきます。

・兼務発令された中学校教員が
小学校で授業を行うことで、小中
一貫教育の推進と、児童の中学
校生活への不安を取り除くことが
できました。

・小学校教員が中学校教員の指
導を参観することで、教科特有
の専門的な指導技術を向上させ
ていく必要があります。

３
・兼務教員を増加させ、小学校と
中学校の一貫した指導体制の構
築を進めます。

・指導法の工夫改善について
は、各学校で研究実践が進み、
特に小学校での英語授業に質
の向上が見られました。
・中学校においても小学校とのつ
ながりを意識した指導の充実が
見られました。

・小学校で学習したことを中学校
でさらに発展充実させていくこ
と、学習到達目標「Ｃａｎ－Ｄｏリ
スト」をどのように活用していくか
が今後の課題です。

３
・小学校と中学校の交流や連携
を深める研修を実施し、９年間を
見通した英語教育の充実を図り
ます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 １　学ぶ意欲と確かな学力をはぐくむ教育の充実

40

小学校英語教育における新
学習指導要領の先行実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・新学習指導要領の全面実施に向け
て、小学校英語教育の目的や具体的
な指導内容について研修を行い、共
通理解を図りました。
（１回実施、参加者：小学校英語担当
教員２３名）
・小中学校９年間を見通した学習到達
目標「Ｃａｎ－Ｄｏリスト」の作成に取り
組みました。

41

姉妹都市提携をしている
ローズバーグ市との久喜市
中学生国際親善交流事業

（継続的取組み）

○ 指導課

・平成３０年度は、ローズバーグ市内
中学校の生徒１７名、引率者３名を久
喜市の家庭や学校に受け入れ、お互
いの理解と友情を深めました。
（７月１３日～７月２４日の１２日間）

42

久喜市小学生イングリッシュ
キャンプの実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・小学６年生を対象に１泊２日の英語
合宿を加須げんきプラザで実施しまし
た。
（参加児童数７２名）
・１３名のＡＬＴに協力を仰ぎ、ゲーム
や歌、ダンスなど、楽しく英語を学びま
した。

５　環境・キャリア
教育等、多彩な指
導の推進

43

学校の教育活動全体を通じ
た環境教育の推進

（継続的取組み）

指導課

・環境教育全体計画に基づき、学校周
辺の環境美化や飼育栽培活動に主体
的に取り組んだり、リサイクル活動な
ど身近な環境問題についての学習に
取り組んだりしました。

44

発達の段階に応じたキャリ
ア教育の推進
※再掲（連番８１）

（継続的取組み）

指導課

・進路指導・キャリア教育全体計画に
基づき、各教科、特別活動、総合的な
学習の時間等の中で、職業について
の学習や、進路指導、体験学習を通
し、望ましい職業観の育成に努めまし
た。

45

主体的な進路選択の能力を
育成する社会体験チャレン
ジの実施
※再掲（連番８２）

（継続的取組み）

指導課

・社会の一員として勤労する体験を通
して、望ましい勤労観や社会観を身に
付けることを目指し、社会体験チャレ
ンジ事業を市内全１１中学校で実施し
ました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－42－



点検・評価調書

成果 課題

・新学習指導要領で新たに加え
られた「読むこと」「書くこと」につ
いての活動を積極的に取り入
れ、音と文字のつながりを意識し
た指導の充実を図ることができ
ました。

・指導に対する児童生徒の学習
到達度の基準を明確にし、評価
規準として「Ｃａｎ－Ｄｏリスト」を
どのように活用していくかが今後
の課題です。

３
・小学校の英語の完全実施に向
けて、教員の指導力向上を図る
研修を充実させ、英語教育の推
進を図ります。

・寝食をともにすることで、お互い
の文化や生活習慣の違いを超え
て、友情と絆を深めることができ
ました。
・子どもだけでなく、家族にとって
も貴重な経験ができたという声を
たくさん聞くことができました。

・受け入れ期間前半が１学期中
であるため、普段の学校生活と
平行して受け入れることが難し
かったようです。
・スケジュールが過密すぎるとい
う感想が多くありました。

３

・今後も「国際化の進展する社会
における望ましい交流のあり方
を身につける」という目的達成に
向けて、事業のさらなる充実を図
ります。
・実施期間とスケジュールについ
ては、夏休みの受け入れも視野
に入れて検討します。

・２日間、ＡＬＴと常に行動し、仲
間と一緒に英語を使って行動す
ることで、英語に対する興味関心
の喚起、チャレンジ精神の育成
を図ることができました。

・児童の実態に応じて活動内容
を吟味、精選していく必要があり
ます。
・真夏に実施するため、熱中症
対策など、児童の健康面、安全
面での指導徹底が課題です。

３
・児童の感想や保護者のアン
ケートをもとにさらなる活動内容
の充実を目指していきます。

・各教科や総合的な学習の時間
等で、身近な環境問題について
調べ、解決策を考えた結果、環
境美化やごみの分別への意識
が高まりました。

・新学習指導要領の内容を踏ま
え、カリキュラムマネジメントの視
点でより教育効果の高いものに
していくことが大切です。

３
・今後も身近な環境問題に目を
向けられるよう教育活動全体を
通じて指導するよう支援します。

・職業に関する学習や、体験活
動、進路学習を行っていくこと
で、自分の生き方に通じる職業
への関心が高まりました。

・さらに教育効果を高めていくた
めに、教科横断的な視点や、地
域の方などの協力を得て、より
専門的な学習内容にしていくこと
が必要です。

３
・今後は、自己の能力を生かし
社会に貢献していくための資質
能力を育むための学びの充実を
図る必要があります。

・事業所への打ち合わせ、体験
活動の実施、授業所へのお礼な
ど一連の学習活動を通して、主
体的な態度や社会観が育成され
ました。
・職場での体験活動を通して、勤
労意欲や職業観の育成が図れ
ました。

・今年度より全校で３日間の実施
になるなど、定着化が図れてい
ますが、協力していただく事業所
の確保等の課題があります。

３
・事業所の確保等、学校の負担
が増加しています。教育効果が
損なわれないよう配慮しながら、
事業の形を少しずつ転換していく
必要があります。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価

－43－



久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 １　学ぶ意欲と確かな学力をはぐくむ教育の充実

６　情報通信ネット
ワークを活用した
学習、プログラミン
グ教育、情報モラ
ル教育の推進

46

ＩＣＴ機器の活用

（継続的取組み）
指導課

・ICTを活用した授業を参観し、指導課
訪問等で各学校での活用事例を紹介
するなど、活用推進を図りました。

47

情報モラル教育の実施

（継続的取組み）
指導課

・情報モラル教育教材を貸し出したり、
子どもたちや保護者を対象にした情報
モラル教育実施機関を紹介し、積極的
な活用を促進し、推進を図りました。
・教職員夏季研修会を開催し、情報モ
ラル教育の意識を高めました。
（参加者数２６人【＊市内２６校から各
１人】）

48

タブレット端末を活用した学
習の推進

（継続的取組み）

指導課
学務課

・授業等でタブレット端末を活用するた
めの研修会を実施しました。
（実施校　１０校、参加者数２００人）
・久喜市タブレット端末活用事例集を
作成し、活用の共有化を図りました。
・児童生徒が、タブレット端末を利用し
た協議や調査活動を行うなど、主体
的・対話的で深い学びを促進しまし
た。

49

プログラミング教育の実施

（継続的取組み）
○ 指導課

・研究委嘱校の太田小、太東中を中心
に、ＳＴＥＡＭ教育研究会とも連携し
て、授業・研究を実践しました。
・プログラミングロボット大会の実施、
運営を行いました。

50

情報通信ネットワークを活用
した学習

（継続的取組み）

○ 指導課
・学校ＷＡＮを活用して、指導案や実
践事例・資料等の共有化を行いまし
た。

７　理数系人材の
育成

51

小学校理科支援員の配置

（継続的取組み）
指導課

・各校年間３０回、７名の理科支援員を
第３学年から第６学年までの理科授業
に活用し、観察・実験活動等における
教員の支援を行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・教材等、可視化する重要性に
ついての理解を深めることがで
きました。
・簡単に扱える事例を紹介し、実
践させることができました。

・各学校の設備の充実を図る必
要があります。（プロジェクター・
実物投影機・大型モニター・アク
セスポイント等）

３
・ＩＣＴを活用した指導方法の研修
と併せて、学校訪問をした際に、
実際にタブレット等を扱い、活用
に向け支援していきます。

・企業の協力を得て、情報モラル
講習会を実施する学校を増やす
ことができました。
・社会科や技術･家庭科以外の
教科でも、情報モラルを意識した
授業実践例を協議し、意識を向
上させることができました。

・研修会に参加していない教職
員も含め、広く啓発を行う必要が
あります。
・小学校第１学年から中学校第３
学年まで、系統的な指導計画を
作成する必要があります。

３
・啓発資料を配布するなどして、
研修会参加者だけでなく、全教
職員への啓発を行います。
・系統性を持った計画や企業等
との協力体制を構築します。

・ＰＣ室にも、タブレット端末型が
導入され、活用の幅を広げること
ができました。
・デジタル教科書の活用事例が
増えました。

・教員ごとにタブレット端末を活
用する頻度に差があります。
・通信環境の充実を図る必要が
あります。

３
・全ての教員に活用してもらうよ
う、研修会を工夫します。
・活用事例をもっと手軽に見られ
る環境づくりや映像化を進めま
す。

・プログラミングロボット大会を実
施し、久喜市全体としてのプログ
ラミング教育に対する一体感を
醸成できました。
・研究委員会や研究委嘱校によ
り、充実した授業実践ができまし
た。

・教材等にかかる費用の調達
や、劣化による部品の交換する
ための予算の確保が必要です。
・ロボットプログラミング大会の運
営に関して、ルール等の見直し
が必要です。

３
・教材･教具の整備と実践事例の
共有化を進めて行きます。
・学習成果の発表の場として、多
くの児童が参加したくなる魅力あ
る大会にします。

・資料等の共有化が図られ、教
材研究のための時間の確保や
教育活動の質が向上しました。
教材に関する情報交換もスムー
ズに行えるようになりました。

・活用に際して、操作やシステム
について周知が徹底できていな
い可能性があります。 ３

・IT機器の対応ができる教員又
は職員の増員、又は育成を進め
ます。
・更なる活用に向け、周知を徹底
して行きます。

・理科の授業で担任や担当教員
と連携を深めることで、理科の授
業を通して思考力や表現力の育
成が図られました。
・理科担当の教員と連携し、理科
室経営を充実させ、理科室での
授業が行いやすくなりました。

・各支援員との連絡を密に取りな
がら、より効果的な取組にしてい
くことが大切です。 ３

・今後も、さらに児童の思考力・
判断力・表現力を身に付けるよう
支援していく必要があります。

今後の方向性
自己点検・評価

達成度
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 １　学ぶ意欲と確かな学力をはぐくむ教育の充実

52

小学校理科教育研修会の
実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・市内小学校の教員対象に、理科授
業に生かせる教材教具の作成につい
て、日本理科教育支援センター代表
小森栄治氏を招き講義をしていただき
ました。
（研修会参加者数２７名）

基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ２　豊かな人間性をはぐくむ教育の充実

１　道徳教育の充
実

53

読み物資料を活用した道徳
の時間の充実

（継続的取組み）

指導課
・「彩の国の道徳」「私たちの道徳」の
資料を年間指導計画に位置付け、計
画的に指導を行いました。

54

学校の教育活動全体を通じ
ての道徳教育の推進
※再掲（連番８７）

（継続的取組み）

指導課

・道徳教育研究委員会を３回開催し、
教科化に対応できるよう「授業編･評価
編」のリーフレットを作成し、小･中学校
に周知しました。

２　体験活動の充
実

55

発達段階に応じた体験活動
の計画的な実施
※再掲（連番７９）

（継続的取組み）

指導課

・自然体験活動や集団宿泊的活動、
文化的活動やボランティア活動等の豊
かな体験活動において、道徳教育と
の関連を年間計画や具体的な実施計
画に位置付け、計画的に実施できるよ
うにしました。

56

家庭、地域と連携を図った
自然体験、文化活動等の体
験活動の充実

（継続的取組み）

指導課

・学校応援団ボランティアの協力によ
り、学校ファームの充実や田植え体験
等を行いました。
・中学校では、社会体験チャレンジ事
業でたくさんの事業所の協力のもと勤
労体験を実施しました。

57

地域の行事等を生かした体
験活動の充実

（継続的取組み）

○ 指導課
・祭りやボランティア活動など地域の
行事に参加し、地域の方々と、地域の
取組みを体験する活動を行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・理科の授業に苦手意識を持つ
教員もいるが、本研修会を実施
することにより、その克服につな
がりました。

・若手の教員が多くなってきてい
ます。また、理科を専門としてい
ない教員が多く、苦手意識をもつ
教員も多い現状があります。

３
・今後も、継続的に本研修会を実
施し、教員の指導力の向上につ
なげていきたいと考えています。

成果 課題

・各校で「彩の国の道徳」「私たち
の道徳」を意識して活用し、授業
を行うことで、児童生徒の道徳性
を育てることができました。

・道徳が教科化され（小学校）、
同じ内容項目の教材を使用する
こともあり、年間指導計画に位置
付けていても、実際に国や県の
資料を使用せずに授業を行った
という学校があります。

３
・道徳が教科となった後も、適正
に年間指導計画に位置付けられ
るようにします。
・必ず１資料は使用して授業を行
うように指導します。

・教科化に伴って各学校の不安
材料であった評価について、ど
のように評価をしていけばよいの
か、また、そのためにどのような
授業を構築していけばよいのか
を示すことができました。

・評価については、信頼を得られ
るように今後もさらに見取り方等
についての研究が必要です。 ３

・評価の意義について考えさせ
るとともに、他の内容についても
道徳教育研究委員会で取り上
げ、研究した内容を各学校に示
していきます。

・様々な体験活動を通して、児童
生徒は集団や社会の中で自分
の役割を果たすことや、友人との
人間関係などを実感として学ぶ
ことができました。

・学校に関わってくださる様々な
方々の確保や、物的な教育資源
の整理を行い、より効率的な教
育活動の展開を目指す必要があ
ります。

３
・学校に関わってくださる方々の
確保や、地域社会にある教育資
源の発掘や有効活用を行ってい
きます。

・社会体験チャレンジ事業報告
会、学校応援団の研修会を実施
し、活動を支援することができま
した。
・実際の生活や社会、自然のあ
り方を学ぶことで、主体的に取り
組む力を身に付けることができま
した。

・学校に関わってくださる様々な
方々の確保や、物的な教育資源
の整理を行い、より効率的な教
育活動の展開を目指す必要があ
ります。

３
・今後も、学校・家庭・地域で連
携して、体験活動の充実を図り
ます。
・学校に関わってくださる方々の
確保や、地域社会にある教育資
源の発掘や有効活用を行ってい
きます。

・地域の方々と共同して活動す
ることにより、社会性や他者を尊
重する態度等の育成につながり
ました。

・地域の行事等に積極的に参加
する児童生徒も多いが、全体と
して地域社会を通しての体験活
動は不足しているようです。

３
・学校運営協議会等を活用し、
児童生徒が参加できる場を設定
したり、積極的に参加できる環境
を整えていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

－47－



久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ２　豊かな人間性をはぐくむ教育の充実

58

小学校における学校動物飼
育の推進

（継続的取組み）

指導課

・小学校における動物飼育の診断等
に関する契約を獣医師会と締結し、学
校ごとに診察、検査を日常的に行うと
ともに、獣医師による巡回飼育指導を
２回、動物飼育担当対象の研修会を２
回行いました。
（第１回：参加教員１５名）
（第２回：参加教員各校管理職１名、担
当者１名）

３　規律ある態度
の育成

59

基本的な生活習慣や学習習
慣の定着

（継続的取組み）

指導課

・学校便り、学年便り、学級便り等で情
報を提供しました。
・長期休業日の過ごし方について周知
しました。
・学級懇談会等で議題にとりあげまし
た。

４　読書環境の充
実と読書活動の推
進

60

学習・情報センターとしての
機能を有した学校図書館の
運営

（継続的取組み）

指導課
・図書館のデータベース化を促進し、
資料を活用しやすいようにしました。

61

朝読書、読書週間等の充実

（継続的取組み）
指導課

・読書タイムを設定したり、読み聞かせ
ボランティアを活用したりしました。ま
た、市立図書館職員によるブックトー
クも実施しました。
（久喜地区９４回、菖蒲地区１０回実
施、栗橋地区２１回）

62

学校応援団による読み聞か
せの実施

（継続的取組み）

○ 指導課
・読書ボランティアによる読み聞かせ
を実施しました。
（小学校：月２回、中学校：学期１回）

５　「久喜の子ど
も、５つの誓い」の
推進

63

「久喜の子ども、５つの誓
い」の学校・家庭・地域での
推進

（継続的取り組み）

指導課

・学校だより、ホームページ等を通じて
積極的に情報発信しました。
・久喜市教育委員会の取組をまとめた
「ＡＬＬＫＵＫＩ教育改革プロジェクト」に
記載し、周知しました。
・オープン参観や学校行事の際には、
家庭や地域に案内しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・獣医師と連携し、適切な動物飼
育管理が構築できました。
・児童に生命尊重の精神と豊か
な心をはぐくむことができました。

・動物飼育担当者が毎年変わっ
ていく中で、引継ぎが十分に行え
ていない状況が課題となってい
ます。

３
・今後は、教職員の年齢の若年
化に伴い、飼育担当者の経験が
少なくなってきていることへの対
応をしていきます。

・学校においては、時間を守るこ
と、身の回りの整理整頓、挨拶
等、小・中学校が連携し充実した
取組みができました。

・教師からの働きかけによる定着
ではなく、児童生徒中心の自治
活動を進めていく必要がありま
す。

３
・今後は、児童会や生徒会中心
の自治活動や、小中一貫に関わ
る取組を進めていきます。

・図書館のデータベース化によ
り、各教科等で、資料を活用した
学習が促進され、学習意欲の高
まりが見られました。

・利用率、貸し出し数をさらに拡
大し、センター的機能を高めてい
く必要があります。 ３

・今後は、児童生徒の学習と読
書意欲の喚起にいかせる図書
コーナーの設置に努めます。

・一週間の朝の活動の中で読書
の時間を設け、学校全体で取り
組むことにより、読書意欲が高ま
りました。
・読み聞かせ、ブックトーク等に
より、本に親しむ機会が増えまし
た。

・読書週間等への取組における
家庭地域との連携をさらに深め
ていく必要があります。
・市立図書館職員によるブック
トークを市全体の実施になるよう
広げていく必要があります。

３
・今後は、読書週間等に家庭･地
域と連携して取り組めるよう推進
に努めます。

・読み聞かせボランティアによる
読み聞かせにより、本に親しむ
機会が増えました。
・読み聞かせボランティアの読み
聞かせは、児童の落ち着いた心
につながりました。

・朝の読書時間における読み聞
かせ以外での読み聞かせの活
用には課題があります。 ３

・授業での活用等読み聞かせボ
ランティアの活用をさらに広げら
れるよう努めていきます。

・積極的な情報発信を通して、学
校・家庭・地域の連携を深めるこ
とができました。

・「久喜の子ども、５つの誓い」を
学校・家庭・地域で推進するため
に、情報発信の手段をより多様
にすることが課題です。

３
・ＡＬＬＫＵＫＩ教育改革プロジェク
トをホームページ上に掲載する
等、情報発信の手段を検討しま
す。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ３　体力の向上と心身の健康づくりを図る教育の充実

１　学校体育の充
実

64

児童生徒の体力に係る課題
解決に向けた指導の工夫と
改善

（継続的取組み）

指導課

・体力の向上を学校の教育活動の中
の大きな柱と位置付け、学校教育目
標の具現化とともに、業前や業間の時
間を有効活用して教育活動全体で体
力の向上に取り組みました。

65

児童生徒の体力の向上を目
指した体育授業づくりの支
援

（継続的取組み）

指導課

・江面第二小学校、上内小学校、砂原
小学校において授業研究会を実施し、
体力向上へ向けた授業改善を積極的
に行いました。

２　生涯にわたる
心身の健康保持
増進や豊かなス
ポーツライフを実
現する力の育成

66

児童生徒が主体的に健康
生活を行い、生涯にわたり
運動を行う力の育成

（継続的取組み）

○ 指導課

・体力向上推進委員会において、指導
者を招聘し、体育授業の実技講習会
及び健康の保持増進に関する講義を
実施しました。
（体育主任、栄養教諭、保健主事、養
護教諭等の計４１名参加）

67

運動部活動の充実

（継続的取組み）
指導課

・中学校９校、３１の部活動に、延べ４
２名の外部指導者を派遣し、運動部活
動における専門的な技術指導等の充
実を図りました。

３　食育の推進 68

「食」に関する指導の推進

（継続的取組み）
指導課

・小中学校における家庭科・技術家庭
科・学級活動・総合的な学習の時間を
中心に、児童生徒に対して食に対する
啓発を行いました。

４　学校保健の充
実

69

学校保健計画の作成及び
実践

（継続的取組み）

指導課

・養護教諭や保健主事を中心に、久喜
市健康増進計画を参考にしながら、学
習指導要領に基づき学校保健計画の
作成及び実践を行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・昨年度の達成率(評価Ａ・Ｂ・Ｃ
児童割合の合計)を超えた学校
は、小学校は１１校と昨年度より
２校増加しました。
・市の割合目標（８８・５％）を超
えた学校は、小学校で１１校、中
学校で３校でした。

・中学校において、昨年度達成
率(評価Ａ・Ｂ・Ｃ生徒割合の合
計)を超えた学校は３校で昨年よ
り３校減少しました。体力向上策
に向けた方策の提案や支援をし
ていく必要があります。

３
・体力向上推進委員会におい
て、授業で行える「補強運動」を
立案し、各学校で継続して実施
することで課題解決を図っていき
ます。

・研究授業実践校の積極的な情
報発信と、各校体育主任による
協議により久喜市全体で授業づ
くりの工夫改善が図られました。

・体育主任だけでなく、すべての
教員が体力向上に向けた授業
改善を行えるよう、情報の発信
に努める必要あがります。

３
・市内で実施した研究授業の動
画やワークシートを共有ＷＡＮに
アップし、全ての教員が閲覧でき
るようにします。

・体験活動を通して、各校の体育
担当教諭が指導技術や知識を
高めることができました。

・体育主任だけでなく、すべての
教員が活用できるよう、情報の
発信に努める必要あがります。 ３

・体力向上推進委員会で実施し
た実技伝達及び講義の内容を、
共有ＷＡＮにアップし、全ての教
員が閲覧できるようにします。

・専門的な技術指導の充実によ
り、多くの部が県大会をはじめ、
上位大会への進出を果たしまし
た。
・地域の指導者の活用により、運
動部活動の充実とともに、地域
社会との連携や協力体制が促進
されました。

・各部活動の指導方針やマ
ナー、安全面での指導等につい
て、顧問教員と外部指導者の共
通理解を徹底していくことが必要
です。

３
・久喜市の部活動ガイドラインを
周知徹底させ、安全かつ充実し
た部活動指導を推進していきま
す。

・久喜市の健康増進・食育推進
計画に係る「朝食摂取率」の調
査では、小学校、中学校ともに昨
年度の摂取率を上回りました。
朝食を食べている小学生は９７．
３％、中学生は９５．９％となりま
した。

・今後更なる摂取率の向上を目
指し、保護者への啓発に努めま
す。 ３

・各学校の取り組みや朝食の重
要性をリーフレットにまとめて、各
家庭へ配布し啓発を図っていき
ます。

・学校保健計画に基づき、児童
生徒等及び職員の心身の健康
の保持増進を図ることができまし
た。
・久喜市の健康増進・食育推進
計画に係る「むし歯治療率」の調
査では、小・中学校ともに９０％
を上回りました。

・小学校のむし歯の治療率がや
や低下したので、保護者への啓
発や指導法の改善に努める必
要があります。

３
・外部機関と連携した授業の充
実と、懇談会や個別面談を活用
した保護者への啓発を各学校へ
指導・支援していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ４　学校における人権教育の充実

１　人権問題を主
体的に考え行動
する児童生徒をは
ぐくむ人権教育推
進体制の充実

70

転入・新採用教職員学校同
和教育現地研修会の実施
※再掲（連番１６３）

（継続的取組み）

指導課

・夏季休業中に転入・新採用教職員を
対象に、現地研修会を２回開催しまし
た。
(参加者数１１１名）

71

教職員人権教育研修会の
実施
※再掲（連番１６４）

（継続的取組み）

指導課

・夏季休業中に全教職員を対象に、｢
これからの人権教育について｣を演題
として、教職員人権教育研修会を４回
開催しました。
(参加者数７３５名）

72

校長同和教育研修会の実
施
※再掲（連番１６５）

（継続的取組み）

指導課
・市内小・中学校長を対象に、校長同
和教育研修会を開催しました。

73

人権教育教職員啓発資料
「あおぞら」の作成
※再掲（連番１６６）

（継続的取組み）

指導課

・教職員人権教育啓発資料｢あおぞら｣
を９月と３月の２回発行し、全教職員
や市内公共施設にも配布しました。
・授業等に活用し、人権意識の啓発を
図りました。

74

人権文集「えがお」の作成と
積極的な活用
※再掲（連番１６２）

（継続的取組み）

指導課

・人権文集「えがお」を編集し、市内全
児童生徒に配布しました。
・各学校において人権文集「えがお」を
発達段階に応じて活用し、人権教育を
推進しました。

75

心のこもったあいさつの奨励

（継続的取組み）
指導課

・学校便りや学年便り、学級便り、保
護者会や面談等で基本的な生活習慣
を見直しました。
・学校・家庭・地域がそれぞれの役割
を再確認しました。

２　「人権感覚育
成プログラム」の
普及・活用

76

「人権感覚育成プログラム」
の有効的な活用
※再掲（連番１６１）

（継続的取組み）

指導課

・栗橋西中学校に人権教育を主とした
研究委嘱を行い、「人権感覚育成プロ
グラム」を活用した体験活動や参加体
験学習を取り入れた授業について研
究を深めました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・転入・新採用教職員全員が、差
別の現実を学び、同和問題につ
いての認識を深めることができま
した。

・転入・新採用教職員が様々な
人権問題についての正しい理解
を深め、人権感覚をより磨いてい
くため、今後も継続して実施する
必要があります。

３
・次年度も、夏季休業中に転入・
新採用教職員を対象に、現地研
修会を２回開催します。

・全教職員が参加することによ
り、教職員の人権教育の一層の
推進に役立てることができまし
た。

・全教職員が人権感覚をより高
めるため、今後も継続して実施
する必要があります。 ３

・次年度も、夏季休業中に全教
職員を対象に、教職員人権教育
研修会を４回開催します。

・市内全小・中学校長が参加す
ることにより、差別の実態を学
び、部落差別の解消を目指す学
校同和教育の一層の推進に役
立てることができました。

・校長が様々な人権問題につい
ての正しい理解を深め、人権感
覚をより高めるため、今後も継続
して実施する必要があります。

３
・次年度も、市内小・中学校長を
対象に、校長同和教育研修会を
開催します。

・全教職員への配布により、教職
員の人権意識を高めることがで
きました。
・市内公共施設に配布し、学校
における人権教育の実施状況に
ついて、理解を広めることができ
ました。

・全教職員が人権感覚をより高
めるため、今後も継続して作成
する必要があります。 ３

・次年度も、教職員人権教育啓
発資料｢あおぞら｣を９月と３月の
２回発行し、全教職員や市内公
共施設にも配布します。

・人権作文や人権標語を書くこと
を通じて、児童生徒一人ひとりの
心を耕すことができました。
・人権文集「えがお」を活用し、児
童生徒の人権意識を高めること
ができました。

・人権を守ることはわかっていて
も結果として、友達を心ない言葉
で傷つけてしまったというケース
がありました。

３
・学校行事や道徳、特別活動等
で人権作文の効果的な活用を進
めます。

学校・家庭・地域がそれぞれの
役割を再確認し、役割を果たす
ことで充実した連携が図れまし
た。

学校内でのあいさつだけでなく、
さらに家庭・地域への心のこもっ
たあいさつを広げていく必要があ
ります。

３
今後、学校・家庭・地域などのさ
まざまな生活の場において、自
主性や自立性をはぐくむ指導を
進めます。

・研究委嘱校だけでなく市内小・
中学校の人権担当者が、「人権
感覚育成プログラム」の活用に
ついての研修に参加し、普及・活
用することができました。

・「人権感覚育成プログラム」を
生かした授業等を積極的に実践
していくよう、今後も普及・活用し
ていくよう努める必要がありま
す。

３ ・さらに人権意識を高める授業を
研究する必要があります。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ４　学校における人権教育の充実

３　人権教育の指
導内容・指導方法
の工夫・改善

77

人権教育の指導内容、指導
方法等についての工夫・改
善

（継続的取組み）

指導課

・参加体験型学習を取り入れた、児童
生徒の主体的な学習活動を促す指導
内容・指導方法の工夫・改善を推進し
ました。

78

男女共同参画の視点に立っ
た指導内容、指導方法等の
研究

（継続的取組み）

指導課

・校内研修等を通して、全教職員の共
通理解を図り、学校教育全体を通じ
て、組織的、計画的、継続的な指導を
推進しました。

基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

１　夢と自信をも
ち、可能性に挑戦
するために必要な
力の育成

79

発達段階に応じた体験活動
の計画的な実施
※再掲（連番５５）

（継続的取組み）

指導課

・自然体験活動や集団宿泊的活動、
文化的活動やボランティア活動等の豊
かな体験活動において、道徳教育と
の関連を年間計画や具体的な実施計
画に位置付け、計画的に実施できるよ
うにしました。

80

自立を図るための主体的・
能動的な力を養う体験活動
の実施

（継続的取組み）

指導課
・「市内音楽会」や「小学校陸上大会」
など、市内小・中学生が一堂に会し、
可能性に挑戦する活動を行いました。

２　生き方教育とし
ての進路指導・
キャリア教育の充
実

81

発達の段階に応じたキャリ
ア教育の推進
※再掲（連番４４）

（継続的取組み）

指導課

・進路指導・キャリア教育全体計画に
基づき、各教科、特別活動、総合的な
学習の時間等の中で、職業について
の学習や、進路指導、体験学習を通
し、望ましい職業観の育成に努めまし
た。

82

主体的な進路選択の能力を
育成する社会体験チャレン
ジの実施
※再掲（連番４５）

（継続的取組み）

指導課

・社会の一員として勤労する体験を通
して、望ましい勤労観や社会観を身に
付けることを目指し、社会体験チャレ
ンジ事業を市内全１１中学校で実施し
ました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・「人権感覚育成プログラム」を
活用した授業を実践するなど、
指導内容・指導方法の工夫がで
きました。

・インターネット上でのトラブルな
ど、新たな人権課題に対して、学
校の知識が追いついていないこ
とがあります。

３
・今日的な人権問題に対応する
人権教育を推進するため、研修
等実施する必要があります。

・人権教育を基盤として、男女平
等の重要性、男女の相互理解と
協力等、男女平等の視点に立っ
た教育を積極的に進めることが
できました。

・指導する教員によって認識にず
れがあります。共通理解を図って
いく必要があります。 ３

･教員によって認識にずれがない
よう、共通理解を図るよう研修を
組み、今後も男女共同参画の視
点に立った指導ができるように
努めます。

成果 課題

・様々な体験活動を通して、児童
生徒は集団や社会の中で自分
の役割を果たすことや、友人との
人間関係などを実感として学ぶ
ことができました。

・学校に関わってくださる様々な
方々の確保や、物的な教育資源
の整理を行い、より効率的な教
育活動の展開を目指す必要があ
ります。

３
・学校に関わってくださる方々の
確保や、地域社会にある教育資
源の発掘や有効活用を行ってい
きます。

・「市内音楽会」や「小学校陸上
大会」などに向けて、自分の通う
学校だけでなく、他の学校も交え
た、より大きな目標に向けて挑戦
していく態度を育むことができま
した。

・主体的・能動的な力の育成の
ために、学校だけでなく社会の中
でも自分の役割を果たせる場の
設定が必要です。

３
・今までの取組を継承しながら、
さらに地域社会にある教育資源
の発掘や有効活用を行っていき
ます。

・職業に関する学習や、体験活
動、進路学習を行っていくこと
で、自分の生き方に通じる職業
への関心が高まりました。

・さらに教育効果を高めていくた
めに、教科横断的な視点や、地
域の方などの協力を得て、より
専門的な学習内容にしていくこと
が必要です。

３
・今後は、自己の能力を生かし
社会に貢献していくための資質
能力を育むための学びの充実を
図る必要があります。

・事業所への打ち合わせ、体験
活動の実施、授業所へのお礼な
ど一連の学習活動を通して、主
体的な態度や社会観が育成され
ました。
・職場での体験活動を通して、勤
労意欲や職業観の育成が図れ
ました。

・今年度より全校で３日間の実施
になるなど、定着化が図れてい
ますが、協力していただく事業所
の確保等の課題があります。

３
・事業所の確保等、学校の負担
が増加しています。教育効果が
損なわれないよう配慮しながら、
事業の形を少しずつ転換していく
必要があります。

今後の方向性
自己点検・評価

達成度

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

３　相談・指導体
制の充実

83

教育相談の充実

（継続的取組み）
指導課

・小学校に７名、中学校に１１名の教
育相談員を配置し、悩みのある児童
生徒やその保護者に対し、相談活動
を行いまいした。
（相談件数：小学生１，６５９件、小学生
保護者３４６件、中学生４，４２３件、中
学生保護者５１３件）
・悩みを抱える児童生徒の担任等との
連携を図りました。
・小中一貫教育を推進していることか
ら、小中学校相談員も連携を図りまし
た。

84

心理専門員・スクールソー
シャルワーカーによる相談
の実施
※再掲（連番９１・９４）

（継続的取組み）

指導課

・心理専門員４名、スクールソーシャル
ワーカー１名を配置し、学校と児童生
徒、その保護者との連携や相談活動
を行いました。
（相談件数：心理専門員４５９件、ス
クールソーシャルワーカー１６０件）
・発達や不登校、引きこもり等の悩み
を抱えている児童生徒、またその保護
者に対しての支援を行いました。ま
た、学校や家庭との連携強化も図りま
した。

85

教育相談研修会の実施

（継続的取組み）
○ 指導課

・教育相談員や適応指導教室指導員・
相談員等の資質、能力の向上や、相
談スキル向上を目指し、教育相談研
修会を実施しました。
「内容：不登校児童生徒支援につい
て」
（年２回実施、８月９日７２人参加、２月
１４日６６人参加）

86

生徒指導・教育相談中級研
修会の開催

（継続的取組み）

○ 指導課

・県の教育センターと共催で行ってい
る教員対象に教育相談のカウンセリン
グ技法を学ぶ研修会を行いました。
（７月３０、３１日、８月１日の３日間開
催）
（参加者数２１人）

４　いじめの防止
対策の推進

87

学校の教育活動全体を通じ
ての道徳教育の推進
※再掲（連番５４）

（継続的取組み）

指導課

・道徳教育研究委員会を３回開催し、
教科化に対応できるよう「授業編･評価
編」のリーフレットを作成し、小･中学校
に周知しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・相談者に対し、多角的・多面的
に指導、支援をすることができま
した。
・相談者の孤立感を軽減させる
ことができました。
・相談内容によっては、他の支援
者と連携し、問題解決につなげ
ることができました。
・小中学校相談員が連携を図る
ことで、中１ギャップの軽減に繋
がりました。

・相談内容が個人情報のため、
丁寧に扱う必要があり、本人の
確認を取りながら進めるので、
思ったようにすぐに問題解決に
は至らないことがあります。
・児童生徒や保護者の悩みの主
訴が解決されるよう、正確な情
報を支援者間で繋いでいくことが
課題です。

３
・教育相談員のスキルの向上を
目指し、講師を招いた研修会等
を実施し、相談員の資質、能力
の向上に努めます。
・正確な個人情報が連携していく
ことができるよう、支援シート等を
作成していきます。

・専門職を配置したことで、よりよ
い指導、支援を行うことができま
した。
・相談者や学校に対し、多角的、
多面的に指導、支援をすること
ができました。

・いじめや不登校、引きこもりの
児童生徒やその保護者への支
援の在り方を更に検討していくこ
とです。

３
・児童生徒やその保護者にとっ
て、よりよい支援につながる相談
体制は継続しつつ、各専門職に
適正な人数と、専門職間の支援
内容の連携を更に検討し、久喜
市の課題問題点を解決していき
ます。

・久喜市の課題である不登校児
童生徒について、理解を深め、
支援や指導の方策を検討するこ
とができました。
・中学校区ごとに情報共有をす
る時間を設け、支援者間で共通
の認識で支援する確認ができま
した。

・年２回の時間の無い中での研
修なので、一つ一つのケースに
対応しきれていないことがありま
す。できるだけ、様々なケースに
対応できるよう検討していきま
す。

３
・今後も継続しつつ、更に相談員
の相談スキルを向上させられる
よう、研修会の内容や回数等を
検討していきます。

・久喜市内小・中学校の３年次以
降教員の教育相談スキルを向上
させることができました。

・より多くの教職員が相談技術を
身に付けていくことができるよう
に呼びかけをしていくことです。 ３

・各学校の研修未参加の教員に
参加してもらい、久喜市内教職
員の教育相談スキルを向上させ
ていきます。

・教科化に伴って各学校の不安
材料であった評価について、ど
のように評価をしていけばよいの
か、また、そのためにどのような
授業を構築していけばよいのか
を示すことができました。

・評価については、信頼を得られ
るように今後もさらに見取り方等
についての研究が必要です。 ３

・評価の意義について考えさせ
るとともに、他の内容についても
道徳教育研究委員会で取り上
げ、研究した内容を各学校に示
していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

88

ネットいじめやネットトラブル
から子どもを守る啓発リーフ
レットの作成

（目標年度：令和４年度）

○ 指導課
・啓発リーフレットの内容、デザインに
ついて検討を行いました。

89

放射線等に関する発達段階
に応じた指導

（継続的取組み）

指導課

・中学校学習指導要領の理科第一分
野において放射線等に関する学習を
するだけでなく、発達段階に応じて放
射線等の基本的な性質について理解
を深めました。

90

いじめの早期発見・早期対
応・早期解決に向けた取組
の推進

（継続的取組み）

指導課

・久喜市いじめの防止等のための基
本方針をもとに、各学校において教育
相談週間等を設け、いじめの早期発
見、早期対応を行いました。
・アンケート調査を実施し、児童生徒
一人ひとりと面談し、直接話をする機
会を設け、重大事態にならないように
しました。
・いじめの認知件数と解消率は、小学
校では７０８件で７９．２％、中学校は１
０６件で６９．８％でした。

91

心理専門員・スクールソー
シャルワーカーによる相談
の実施
※再掲（連番８４・９４）

（継続的取組み）

指導課

・心理専門員４名、スクールソーシャル
ワーカー１名を配置し、学校と児童生
徒、その保護者との連携や相談活動
を行いました。
（相談件数：心理専門員４５９件、ス
クールソーシャルワーカー１６０件）
・発達や不登校、引きこもり等の悩み
を抱えている児童生徒、またその保護
者に対しての支援を行いました。ま
た、学校や家庭との連携強化も図りま
した。

５　不登校の防止
対策の推進

92

不登校の解消を図る指導・
支援体制の充実

（継続的取組み）

指導課

・スクールソーシャルワーカー、スクー
ルカウンセラー、心理専門員、適応指
導教室等と連携を図り、必要に応じて
子ども未来課等、福祉関係各課とも情
報を共有し連携しながら、指導や支援
を進めました。
（ＳＳＷ１名、ＳＣ６名、心理専門員４
名）
（適応指導教室４教室、室長１名、指
導員９名、相談員２名）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・啓発リーフレットの素案ができ
ました。

・記載する情報の整理と、デザイ
ン化が課題です。 Ｃ

・記載する情報の整理と、デザイ
ン化を進めます。
・市内の子ども達のネットトラブ
ルにおける課題や考えを収集
し、リーフレットに生かします。

・放射線等に関する副読本を活
用し、基本的な性質について理
解を深めることができました。

・指導する教員にも正しい知識
の習得が必要であると考えてい
ます。 ３

・指導に有効となる資料や情報
等を積極的に教員に提供してい
きます。

・いじめの未然防止をすることが
でき、重大事態にならないように
対応することができました。

・いじめの解消に向けて取組中
のものについても、継続して指
導、支援を行っていくことが必要
です。
・各学校いじめ防止基本方針を
もとに着実に取り組みを実行で
きるよう、継続して点検していくこ
とが必要です。

３
・いじめの未然防止や重大事態
とならないように、今までの良い
取組を継続して行っていくと同時
に、各学校いじめ防止基本方針
をもとに着実に取り組みを実行
できるよう、継続して点検してい
きます。

・専門職を配置したことで、よりよ
い指導、支援を行うことができま
した。
・相談者や学校に対し、多角的、
多面的に指導、支援をすること
ができました。

・いじめや不登校、引きこもりの
児童生徒やその保護者への支
援の在り方を更に検討していくこ
とです。

３
・児童生徒やその保護者にとっ
て、よりよい支援につながる相談
体制は継続しつつ、各専門職に
適正な人数と、専門職間の支援
内容の連携を更に検討し、久喜
市の課題問題点を解決していき
ます。

・様々な方面からの情報提供が
あり、各専門職が関わり情報を
共有し、ケース会議等を行い、学
校と各専門職や福祉関係等の支
援者と連携を図り、効果的な不
登校対策を推進できました。
（平成３０年度現状値：小学校２２
人（０．３０％）中学校１０７人（２．
９９％））

・個人情報の共有や交換となる
ため、情報の取り扱いには十分
注意し、正しい情報が提供できる
ようにしていくことです。

３
・不登校や引きこもりの児童生徒
やその保護者にとって、よりよい
支援につながる支援体制は継続
しつつ、各専門職に適正な人数
と、専門職間の支援内容の連携
を更に検討し、久喜市の課題問
題点を解決していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

93

適応指導教室訪問指導員・
相談員による家庭訪問指
導、相談の実施

（継続的取組み）

指導課

・適応指導教室に訪問指導員と訪問
相談員を配置し、家庭に引きこもって
いる児童生徒、またその保護者に対し
ての支援を、スクールソーシャルワー
カーとの連携をもって進めました。
・家庭訪問による相談、学習指導を進
めました。
（訪問指導員１名、訪問相談員１名）
（家庭訪問指導相談対応、６名に対し
て件数２８０件）

94

心理専門員・スクールソー
シャルワーカーによる相談
の実施
※再掲（連番８４・９１）

（継続的取組み）

指導課

・心理専門員４名、スクールソーシャル
ワーカー１名を配置し、学校と児童生
徒、その保護者との連携や相談活動
を行いました。
（相談件数：心理専門員４５９件、ス
クールソーシャルワーカー１６０件）
・発達や不登校、引きこもり等の悩み
を抱えている児童生徒、またその保護
者に対しての支援を行いました。ま
た、学校や家庭との連携強化も図りま
した。

６　非行・問題行
動の防止対策の
推進

95

学校・家庭・地域が一体と
なった積極的な生徒指導の
推進

（継続的取組み）

指導課

・生徒指導推進委員会を実施し、学
校・家庭・地域・関係機関との連携を
図りました。
（年２回実施）
・学校では、学校運営協議会等を中心
に学校・家庭・地域との連携を強化し、
非行・問題行動の予防・根絶を図りま
した。

96

非行・問題行動の防止策の
推進

（継続的取組み）

指導課

・久喜警察署、幸手警察署管内学校
警察連絡協議会を開催しました。
(各年３回実施）
・合同で街頭補導を行いました。
（年２回実施）

７　インクルーシブ
教育体制の整備・
充実

97

特別支援教育巡回指導、県
立特別支援学校との連携

（継続的取組み）

指導課

・久喜市心理専門員を派遣し、対象児
童・生徒の支援方法について校内研
修等、延べ３４回実施することができま
した。
・特別支援学校のセンター的機能を活
用し、巡回支援及び教育相談を実施し
ました。
（小学校６回、中学校６回）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・引きこもりの児童生徒、またそ
の保護者に対しての家庭訪問に
よる相談や支援、その後の学習
指導を行うことができました。ま
た、適応指導教室への通級へと
繋げることもできました。
・訪問指導員１名、訪問相談員１
名の配置に対し、家庭訪問をし
て指導相談対応できた対象児童
生徒が６名のみであった点が、
予定を下回る結果となりました。

・久喜市内には、家庭に引きこ
もっている児童生徒が他にもお
り、学校だけでは家庭には入り
込めないため、福祉関係との連
携を強化することが喫緊の課題
です。

２

・家庭に引きこもっている児童生
徒への支援を行うため、福祉関
係との連携を図ることができるス
クールソーシャルワーカーを増
員し、児童生徒の保護者への働
きかけを行います。また、児童生
徒の家庭への訪問指導は、適応
指導教室の指導員・相談員が行
います。

・専門職を配置したことで、よりよ
い指導、支援を行うことができま
した。
・相談者や学校に対し、多角的、
多面的に指導、支援をすること
ができました。

・いじめや不登校、引きこもりの
児童生徒やその保護者への支
援の在り方を更に検討していくこ
とです。

３
・児童生徒やその保護者にとっ
て、よりよい支援につながる相談
体制は継続しつつ、各専門職に
適正な人数と、専門職間の支援
内容の連携を更に検討し、久喜
市の課題問題点を解決していき
ます。

・校内での情報共有や関係機
関・地域との連携の中で、問題
行動の早期発見を図ることがで
きました。

・それぞれの立場でできることを
明確にし、組織が連携して取り
組んでいく必要があります。 ３ ・今後、組織的な連携の充実を

図ります。

・情報交換や交通事故、非行問
題行動の現状についての講義な
ど、久喜警察署、幸手警察署と
の連携が強化しました。

・いつどんなときに事案が起こっ
ても対応できるよう日頃から準備
しておく必要があります。 ３

・細やかな連携を図り、重大事案
が起こった時だけでなく、日頃か
ら児童生徒の健全な育成に努め
ていきます。

・臨床心理士による、より専門的
な立場からの児童・生徒の困り
感や障がいの状況、その子に
合った支援方法、教育的ニーズ
は何かについて、担任や学校に
指導・助言を得ることができまし
た。

・モデル授業を基に特別支援学
級の優れた実践を各校に広げる
など、授業の改善を図ることが必
要です。

３
・各小・中学校の特別支援教育
コーディネーターを対象とした授
業改善の研修会を実施します。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

98

適切な就学支援の推進
※再掲（連番１０４）

（継続的取組み）

指導課

・障がい児就学支援委員会を４回開催
し、委員会の意見を生かし、保護者と
合意形成を図りながら適切な学習形
態を選ぶよう支援しました。
・未就学児・在学児童・生徒について
学校や関係機関と連携し、就学支援を
進めました。
・久喜市教育相談室を隔週水曜日に
開設しました。
（就学相談件数：指導課７６件、面接相
談室６８件）

99

特別な教育的支援を必要と
する児童生徒に対する指導
方法の共通理解

（継続的取組み）

指導課

・個別の指導計画・支援計画の作成に
ついて「できること」を中心に記述する
よう指導助言しました。
・「発達障がい児の理解と支援のため
の指導法研修会【発展編】」（参加者９
５名）、「県の推進専門員を招いた研修
会」（参加者３０名）の計２回研修会を
実施しました。

100

通級指導教室の運営の充
実

（継続的取組み）

指導課

・年間活動計画を作成し各学校に啓発
しました。
・通級指導教室担当による在籍校訪
問を実施し、各校との連携を強めまし
た。
・通級指導教室研修会を１回実施し
（参加者３１名）、どのような指導を行う
か学級担任との共通理解を深めまし
た。

101

特別な教育的支援を必要と
する児童生徒の支援の充実

（継続的取組み）

指導課

・教育活動指導員４５人、教育活動支
援員１６人を適切に小・中学校に配置
し、児童・生徒への個別の支援を行い
ました。
・研修会を２回実施し、教育活動指導
員・教育活動支援員の児童生徒への
適切な関わり方についての資質向上
を図りました。
（参加者数：第１回５８人、第２回５２
人）

102

支援籍学習の充実

（継続的取組み）
指導課

・特別支援学校の児童生徒１６名が各
小・中学校での支援籍学習に円滑に
取り組めるよう、連絡調整を行いまし
た。
・特別支援学校の児童生徒の保護者
に案内する際に、支援籍交流につい
て説明し、良さを伝えました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・３５１人の未就学児、小・中学校
児童・生徒の就学について、障
がい児就学支援委員会で審議さ
れ、適切に就学先を決めること
ができました。

・児童・生徒数が減少している
中、支援を必要とする児童・生徒
が増加しているため、支援体制
の整備が必要です。

３
障がい児・就学支援委員会の開
催日数を増やし、丁寧に審議で
きるようにします。
・関係機関と連携し適切な就学
支援を行えるよう体制を整備しま
す。

・個別の支援計画のモデル・夏
の研修では教育活動指導員・支
援員が自主参加し、発達のピラ
ミッドや感覚統合について知り、
支援の仕方の具体的な手立てを
考える機会となりました。

・児童・生徒の見立てについて多
面的な理解ができるようにするこ
とや、その子の特性に合わせ、
得意なところを伸ばす指導の工
夫に視点を当て指導方法を工夫
改善することが必要です。

３
・市内全特別支援学級に特別支
援教育指導員を派遣し、授業改
善や環境づくり、児童・生徒の見
立てなどの指導・助言を行う体制
づくりをします。

・通級指導教室に係る事務処理
の手続きに年間活動計画が入っ
たことで１年間の見通しや共通
理解が保護者と在籍校で図れる
ようになりました。
・通級指導教室の指導の実際に
ついて研修を通して小・中学校
教員に理解してもらうことができ
ました。

・通級指導教室への相談人数が
増えている中、時間割の組み方
や教育相談対応の児童への適
切な支援について改善する必要
があります。

３
・時間割の工夫や通級指導教室
の増設の方向で検討するなど、
１学級１３人の定数で指導を進め
られるように体制を整えていきま
す。

・教育活動指導員・教育活動支
援員対象の研修では、児童・生
徒への適切な支援の仕方や担
任や授業者との連携の仕方など
を学ぶことができました。

・小・中学校では個別の支援が
必要な児童・生徒が増え、学校
や保護者からの要望もあるた
め、教育活動指導員・教育活動
支援員の増員をする必要があり
ます。

３
・児童・生徒が安心・安全で適切
な支援を受けられるよう教育活
動指導員を増やすための働きか
けを続けていきます。

・児童・生徒が支援籍学習に参
加することで、地元の小・中学校
との繋がりを自覚し、自立する力
をはぐくむことができました。

・中学校での支援籍学習の実施
が少ないことが課題です。 ３

・就学相談で支援籍学習を紹介
し、中学生の実施の効果を保護
者や学校に広めるなどインク
ルーシブ教育を推進します。

今後の方向性
自己点検・評価

達成度
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

103

「個別の支援計画・指導計
画」の作成と活用の推進

（継続的取組み）

○ 指導課

・「個別の支援計画・指導計画」の作成
の仕方について、特別支援教育指導
員を指導助言のために派遣しました。
・記入上の留意点や記入例を小・中学
校の特別支援教育コーディネーターに
配布し説明し、また、定例校長会・教
頭会でも管理職に内容を知らせまし
た。

８　就学支援・相
談の充実

104

適切な就学支援の推進
※再掲（連番９８）

（継続的取組み）

指導課

・障がい児就学支援委員会を４回開催
し、委員会の意見を生かし、保護者と
合意形成を図りながら適切な学習形
態を選ぶよう支援しました。
・未就学児・在学児童・生徒について
学校や関係機関と連携し、就学支援を
進めました。
・久喜市教育相談室を隔週水曜日に
開設しました。
（就学相談件数：指導課７６件、面接相
談室６８件）

105

心理専門員による相談・検
査の実施

（継続的取組み）

指導課

・心理専門員を配置し、発達に課題の
ある児童生徒、またその保護者に対し
ての相談、助言を行いました。また、そ
の際、必要がある児童生徒に対して
は、発達心理検査等を行い、児童生
徒のよりよい成長と、保護者と学校へ
の支援を行いました。
（心理専門員４名、相談・検査等対応
件数１５６件）

９　日本語指導の
推進

106

小・中学校に在籍する外国
籍児童生徒等の日本語指
導の推進

（継続的取組み）

○ 指導課

・小学校１５校、中学校４校に在籍する
日本語指導が必要な児童生徒５６名
を対象に６名の日本語指導員を配置
し、個々のレベルに応じて指導を行い
ました。

107

ユニバーサルデザインの授
業の推進

（継続的取組み）

○ 指導課

・平成３０、３１年度の研究としてインク
ルーシブ教育（ユニバーサルデザイン
化された授業）研究を青毛小学校に委
嘱し、研究実践の推進を図りました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－64－



点検・評価調書

成果 課題

・「できること」を中心に記入する
こと、保護者への公開、共通理
解が図れるように配慮することな
ど啓発することができました。

・通常学級に在籍する児童・生
徒にも、支援が必要とする場合
には作成することが必要です。 ３

・教育活動指導員・支援員が支
援する児童・生徒に対しては通
常学級の場合にも作成するよう
進めていきます。

・３５１人の未就学児、小・中学校
児童・生徒の就学について、障
がい児就学支援委員会で審議さ
れ、適切に就学先を決めること
ができました。

・児童・生徒数が減少している
中、支援を必要とする児童・生徒
が増加しているため、支援体制
の整備が必要です。

３
障がい児・就学支援委員会の開
催日数を増やし、丁寧に審議で
きるようにします。
・関係機関と連携し適切な就学
支援を行えるよう体制を整備しま
す。

・発達に課題のある児童生徒、
またその保護者に対して相談・
助言をし、就学に向けてのアドバ
イスを行うことができました。
・発達心理検査等を行うことで、
児童生徒、またその保護者、学
校への支援につなげることがで
きました。

・中学校に配置されている県費
のスクールカウンセラー（臨床心
理士）の活用をする前に、久喜
市心理専門員への依頼が来るこ
とが多くなってしまったので、臨
床心理士の活用に関するマニュ
アル等を整える必要があります。

３
・平成３１（令和元）年度から、小
学校にも県費のスクールカウン
セラーが配置されたため、「教育
相談のリーフレット」を作成し、相
談の流れ（臨床心理士の活用
順）について明記し、整えていき
ます。

・個別指導を基本とした丁寧な指
導を積み重ねることにより、「話
すこと」「読むこと」については、
多くの児童生徒に成果が見られ
ました。

・漢字や文章を書くことについて
は、さらなる指導の工夫や時間
の確保が必要です。
・中学校については、授業の内
容を理解するレベルまでの指導
は難しい状況です。

３
・外国籍児童生徒は、これからさ
らに増えていくことが予想される
ため、指導法の工夫はもとより、
指導員の増員も視野に入れる必
要があります。

・青毛小学校では、全学級でユ
ニバーサルデザイン化された授
業を公開し、市内外の教職員、
関係各機関に、実践内容と、支
援が必要な子だけでなくどの子
にも効果のある手立てであること
を広めることができました。

・一つの小学校での研究実践で
あったので、青毛小学校のユニ
バーサルデザイン化された授業
の取組みが、久喜市内の小・中
学校で広く実践されていくことが
課題です。

３
・青毛小学校のユニバーサルデ
ザイン化された授業の取組み等
が、久喜市内の小・中学校で広く
実践されていくように、指導課中
心に各小・中学校と共に授業研
究等を行っていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ５　自立する力をはぐくむ教育の充実

１０　教育センター
の整備

108

就学相談・発達相談の充実

（継続的取組み）
○ 指導課

・特別支援教育や生徒指導など、教育
相談に係る情報を共有できるようにし
ました。
・特別支援教育と生徒指導の担当指
導主事を同じチームとして業務を行う
組織にしました。

109

関係機関との連携

（継続的取組み）
○ 指導課

・幼稚園、保育所、認定子ども園、保
健センターや障がい者福祉課、子ども
未来課、県立特別支援学校、放課後
デイサービス、スクールソーシャル
ワーカー、スクールカウンセラー、心理
専門員、特別支援教育指導員、ことば
の教室指導員等、必要に応じて相談
ができるよう体制を整えました。

110

教職員研修の実施

（継続的取組み）
○ 指導課

・夏季休業中に教職員の資質能力の
向上を図るため、各種研修会を実施し
ました。
（参加者数：英語指導２６名、不登校支
援４２名、発達障害の理解７２名、通教
指導の理解３１名、情報モラル教育指
導３４名、ＩＣＴ活用１５０名、教育相談
カウンセリング２０名、施設体験研修２
７名）
・通年で各小・中学校の校内研修支援
を実施しました。

基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ６　安全教育の充実

１　児童生徒の危
機回避能力の育
成

111

実践的な災害対策訓練の実
施支援

（継続的取組み）

○ 指導課

・図上訓練ＤＩＧ（大きな地図をみんな
で囲み、経験したことのない災害をイ
メージして地域の課題を発見し、災害
対応や事前の対策などを検討するた
めの手法）の研修を開催しました。
(研修会１回、参加者数３４人）
・図上訓練ＤＩＧを実施しました。

112

「共助」の精神をはぐくむ安
全教育の推進

（継続的取組み）

○ 指導課

・安全教育年間指導計画に沿って、計
画的に安全教育を推進しました。
・図上訓練ＤＩＧ、避難訓練、引渡し訓
練等、保護者と地域とともに、訓練を
行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・教育相談や生徒指導関係、就
学相談関係の情報が共有化でき
るような体制が整備されました。
・就学相談や発達の相談に対
し、２人体制で相談を行うことが
でき、業務の効率化が図られま
した。

・教育センターに教育相談の部
屋と機能を設置し、市民にサー
ビスを早く提供することが急務で
す。

３
・教育センター設置に向けて人、
モノ、施設の整備を前進させま
す。

・フリースクールについての情報
や児童相談所などが家庭に訪問
する際の留意点など専門的な立
場から助言を得られました。

・教育センター機能を、教育セン
ターに集約することで情報共有と
関係機関との円滑な連携を図る
ことが必要です。

３
・教育センターの方向性が定まる
までに関係機関、関係職員が連
携を円滑にできる体制整備を進
めます。

・教職員の資質能力の向上を図
ることができました。

・働き改革の支援から、夏季休
業中の研修等について、精選が
必要です。 ３

・夏季休業中の研修について、
精選するとともに、多様な参加方
法がとれるよう検討します。

成果 課題

・市教研安全教育研修会にて、
図上訓練ＤＩＧを取り上げ、研修
を行うことで、学校に取組みを広
げることにつながりました。
・学校での取組みが家庭、地域
に広がり、地域一体で実践的な
災害対策訓練を実施することが
できました。

・児童と保護者だけでなく、地域
住民をもっと巻き込む取組みに
なることが望まれます。 ３

今後は、実践的な災害対策訓練
をさらに市内に拡大していけるよ
う努めます。

・児童生徒の防災意識の向上に
つながり、「共助」の精神の高ま
りが見られました。
・保護者、地域とともに図上訓練
ＤＩＧを行ったことで、近隣の方の
間にも「共助」の精神の高まりが
見られました。

・実践行動につながるよう、学
校、家庭、地域の連携の強化が
必要です。 ３

今後はさらに学校が核となり、地
域社会への「共助」の精神を育
んでいけるよう取り組みへの連
携強化に努めていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ２　「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
施　　策 ６　安全教育の充実

２　交通安全教育
の充実

113

児童生徒の交通安全意識
の向上

（継続的取組み）

指導課

・交通安全教室を開催しました。
（各校年１回）
・学校便り、学年便り、朝会等での啓
発を行いました。
・長期休業日前には、交通事故等安
全に気をつけるよう確認をしました。

３　学校の危機管
理体制の整備・充
実

114

危機管理マニュアルの整
備・改善

（継続的取組み）

指導課

・文科省で作られた「生きる力をはぐぐ
む安全教育」の資料を学校に周知し、
従来の危機管理マニュアルを見直しま
した。
・組織として機動的に対応できる救急
及び緊急連絡体制を整え、危機管理
体制を整備しました。

４　防災に係る教
職員の研修の実
施

115

学校における危機管理能力
の向上

（継続的取組み）

指導課

・実態に合わせた防災計画の見直しを
行いました。
・心配蘇生法（ＡＥＤ）研修や、地域の
危険箇所等を情報交換し、危機管理
能力を高めるための研修を行いまし
た。
（市内各学校１回実施、参加者数６６５
人）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・交通安全教室を開催し、横断
の仕方や自転車の乗り方の指導
を行ったことにより、登下校を含
む学校生活での安全意識が向
上しました。

・管理外での自転車事故があっ
たので、自転車事故防止への取
組みが今後さらに必要です。 ３

・交通安全教室、便り、朝会等で
の啓発だけでなく、授業等教育
活動の中でも啓発を進めていき
ます。

・危機管理マニュアルの見直しを
働きかけたことで、より実践的な
マニュアル整備につながりまし
た。

・より実践的なマニュアルとなる
よう、引き続き見直し、整備が必
要です。 ３

・今後も、マニュアルの見直しを
定期的に行い、危機管理に努め
ます。

・実態に合わせた防災計画の見
直しを行ったことで想定外をなく
し、常に新しい視点で計画立案し
ました。
・研修を通して、危機管理能力の
向上につながりました。

・地震、火災、不審者等危機管
理能力を高めるだけでなく、洪水
等その他の防災についても危機
管理能力を高めていく必要があ
ります。

３
・今後も避難訓練の反省を生か
し、想定外をなくす計画の立案、
実践の推進を図ります。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価
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基本目標の概要 
教職員の指導力の向上、家庭・地域との連携の強化、教育環境の整備を推進

し、家庭や地域から信頼される学校づくりに努めます。 
 

施策 

１ 教職員の資質・能力の向上 
２ 学校・家庭・地域が一体となった教育の推進  ３ 安全の確保 
４ 学校の適正規模・適正配置の推進 
５ 学校施設・設備の整備・充実  ６ 学校給食の充実 
 

６つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 ２２  ○数値目標 ２  ○取組み ４４ 

 

担当課 

○教育総務課  ○学務課  ○学校給食課  ○指導課 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全２件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 １ 50.0％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 ０ 0.0％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 ０ 0.0％ 

Ｄ 達成率 80％未満 １ 50.0％ 

 

継続的 

取組み 

（全３６件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た １ 2.8％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた ３５ 97.2％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった ０ 0.0％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった ０ 0.0％ 

 

 

基本目標３ 
信頼される学校づくりの推進 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全８件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている １ 12.5％ 

Ｂ 概ね計画どおりである ７ 87.5％ 

Ｃ 計画より遅れている ０ 0.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった ０ 0.0％ 

 

学識経験者の意見 

信頼される学校には、最低の条件として教職員の人間性があると思います。

今年度も埼玉県の教員の不祥事が多数報道されています。不祥事を起こした教

員の学校は、今までの信頼を失墜し、学校運営に長期にわたり支障を来します。

人格の完成を目指す教育に携わる教員が人間性に欠落していたのでは、保護者

や地域の方が子どもたちの教育を任せることができないのは当然だと思います。

教育に携わる教職員は、崇高な使命を持ち続けなければなりません。久喜市で

は、服務に関する研修や不祥事防止の研修などを継続的に計画的に行い、それ

らの取組みの結果、教育公務員のあるべき姿を再確認し、成果が挙がっている

と思います。継続して取り組んでいただきたいと思います。 

学校が保護者や地域の方から信頼されるためには、教員の指導力が必要です。

児童生徒にとっては、授業力が高く、生徒指導の力がある先生が望まれている

と思います。さらに、学校が家庭・地域の連携を強化することによって信頼が

得られます。様々な取組みを情報の発信の機会や内容等を工夫しながら、引き

続き、情報発信に努めていただければと思います。 

「食育の推進」は、基本的生活習慣の問題でもあります。久喜市では『食育

まつり』実施しています。毎年、学校がまつりに参加し、学校での教育そのも

のを『食育まつり』につなげていけるような教育活動をして、『食育まつり』と

学校が親密な関係になっていくと、子どもたちの生涯にわたっての食育や健康

教育につながっていくと思います。また、小・中連携の中で、子どもの健康問

題を９年間でどうやって実行していくのか、その９年間で『食育まつり』にど

うつながっていくのかという発想で進めていくことがすごく大事だと思います。 

「校舎及び屋内運動場等の非構造部材の落下防止対策をした施設数」の達成

度は「Ｄ」と低いですが、高額な予算を伴うものですので、年次計画に沿って

落下防止対策をしていただければと思います。また、信頼される学校に欠かせ

ない学校施設・設備の整備については、子どもが安全に生活できる支えとなっ

ていると思います。校内にある古くなった机・椅子、パイプ椅子、腰掛けなど

の固定の不具合や、古くなった木製品のささくれなどで児童生徒が怪我をする

場合もありますので、学校の日常の安全点検も、使用する児童生徒の視線で行

っていただければと思います。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進

施　　策 ５　学校施設・設備の整備・充実

具体的施策 １　学校施設の非構造部材の耐震化の推進

数値目標名 担当課 教育総務課

単位 達成率 24.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

校舎及び屋内運動場等
の非構造部材の落下防
止対策をした施設数

施設

3

9

37

3 

9 

37 
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40

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進

施　　策 ６　学校給食の充実

具体的施策 ３　食育の推進

数値目標名 担当課 学校給食課

単位 達成率 100.6%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

地元農産物を取り入れた
学校給食食材の割合

％

15.2

17.1

17.0

15.2 

17.1 
17.0 

14.0

14.5

15.0

15.5

16.0

16.5

17.0

17.5

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 １　教職員の資質・能力の向上

１　教職員研修の
充実

116

服務出前研修の実施

（継続的取組み）
指導課

・夏季休業中に指導主事が市内小・中
学校に出向き、各学校の教職員を対
象に服務規律の徹底や不祥事防止に
関する内容の研修を実施しました。
（１９校で実施、参加人数４１２人）

117

ミドルリーダー研修会の実
施

（継続的取組み）

指導課

・教職員の資質や能力の向上を目指
し、市内校長３４名が講師となる研修
会を６回（全体研修２回、テーマ別研
修４回の４テーマ）実施しました。
（参加者数４１人）

118

臨時的任用教職員服務研
修の実施

（継続的取組み）

指導課

・教職員としてのあるべき姿や服務規
律の徹底などに関する内容の研修を
２回実施しました。
（参加者数①４月：９５人、②１２月：１０
３人）

119

校内倫理確立委員会の充
実のための市内小・中学校
への指導の実施

（継続的取組み）

指導課

・校内で計画的に教職員事故の事例
や教職員としての勤務のあり方につい
て話し合い、教職員としての倫理観を
高めるよう、校長会や教頭会、管理訪
問等において指導しました。

２　校内研修の活
性化の指導・支援

120

教育委員会・東部教育事務
所教育支援担当・学力向上
推進担当学校訪問の実施

（継続的取組み）

指導課
・市教育委員会・東部教育事務所教育
支援担当・学力向上推進担当学校訪
問を全３４校で実施しました。

121

教育委員会指導課学校訪
問の実施

（継続的取組み）

指導課
・市教育委員会研究委嘱の指導・助言
のための指導課訪問を研究委嘱校の
１８校で実施しました。

４　教職員の健康
管理・メンタルヘ
ルスの推進

122

教職員の健康管理のための
健康診断の実施、健康相談
の充実及び安全衛生管理
体制の推進

（継続的取組み）

指導課

・夏季休業中に教職員定期健康診断
を４会場で実施しました。
（受診者３４６人）
・全小・中学校で健康管理医による教
職員の健康相談・健康指導を実施しま
した。
・養護教諭に対して、B型肝炎の検査
を実施しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・教職員が職責や服務遵守の重
要さについて改めて実感するこ
とができました。

・不祥事根絶が喫緊の課題であ
ることから、研修を継続して行う
必要があります。 ３ ・市内すべての小・中学校で服

務出前研修を行います。

・全体研修の他、学力向上、生
徒指導、外国語教育、危機管理
など、テーマごとに研修を行い、
理解が深まりました。
・ディスカッションを通して、ミドル
リーダーとしての自覚が高まりま
した。

・ミドルリーダーのさらなる活躍
が期待されるため、研修生の実
態に合わせ、研修会の内容をよ
り一層充実する必要がありま
す。

３
・講師となる市内校長３４名と協
議し、研修内容をより一層充実し
ます。

・公務員として服務規律を遵守す
ることの重要さや職責の重さ、臨
時的任用教職員の任用条件等
についての理解が深まりました。

・経験年数の浅い臨時的任用教
職員も多数いるため、研修を継
続して行う必要があります。 ３

・具体的な事例を取り上げた演
習を行う等、内容を充実し、年２
回の服務研修会を継続して行い
ます。

・教職員が公務員としての倫理
観を高めるとともに、責任と使命
を強く自覚することができまし
た。
・資料の整理と指導内容を記録
し、指導の徹底を図ることができ
ました。

・各学校の教職員の実態に合わ
せ、校内倫理確立委員会の内容
をより一層充実する必要があり
ます。

３
・校長会や教頭会と連携し、教職
員の実態に合わせた事例を取り
上げる等、校内倫理確立委員会
の内容をより一層充実できるよう
にします。

・支援担当訪問時における全教
員による公開授業又は研究授業
において、授業の工夫改善が進
められ、教職員の指導力向上を
図ることができました。

・より質の高い教育を提供するた
めには、教職員の授業力向上は
必須であり、より一層充実する必
要があります。

３
・全小中学校で市教育委員会・
東部教育事務所教育支援担当・
学力向上推進担当学校訪問を
実施します。
・指導を担当する指導主事の指
導力向上を図ります。

・各校の取り組みについて情報
交換・共通理解を図ることで、今
後の学校教育のあり方について
研究を推進することができまし
た。

・研究内容をより広く共有する体
制づくりが課題です。 ３

・研究発表会の内容について
データ配信するなど、共有の方
策を研究します。

・人間ドック受診者等を除く全職
員が健康診断を受診することが
でき、また健康管理医による保
健指導や健康相談及び養護教
諭のB型肝炎検査を実施し、疾
病予防及び健康管理医による相
談事業の充実が図られました。

・今後は教職員の心の健康の保
持増進・予防のため、心理的な
負担の程度を把握するための
「ストレスチェック」の実施が必要
です。

３
・教職員の心の健康管理支援の
ため、ストレスチェック制度の整
備を進めていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ２　学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

１　学校運営協議
会の活動の充実

123

各学校における学校運営協
議会への指導・支援の実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・各指導主事が、担当校の学校運営
協議会へ参加し、会議に参加しまし
た。
（３１回参加）

124

学校運営協議会委員の研
修会の実施

（継続的取組み）

○ 指導課

・年間２回の研修会を実施し、ＣＳマイ
スターの講演や各校の実践発表を実
施しました。
（参加者数３１４人【市内３４校＋２
園】）

２　学校応援団の
充実

125

学校応援団活動の充実へ
向けての支援

（継続的取組み）

指導課

・学校応援団の活動と組織の充実を
図るために、講師を招聘し、コーディ
ネーター研修会を２月に開催しまし
た。（参加者数：市内３４校から６７人）

３　学校・家庭・地
域の連携強化に
よる学校マネジメ
ントの推進

126

家庭・地域への学校の取組
の積極的な公開の実施

（継続的取組み）

指導課

・学校のホームページや学校だより等
を活用して、情報発信を実践しました。
学校行事や土曜参観等において、学
校を公開を行いました。

127

地域学習の計画的・継続的
な実施

（継続的取組み）

指導課

・道徳や総合的な学習の時間等にお
いて、ゲストティーチャーとして、学校
応援団の方が、専門的な指導を行い
ました。
（指導回数：各校平均で５～６回）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・指導主事が、担当校の学校運
営協議会へ参加し、各校での取
組や様子を把握するとともに、協
議の指導や講義を実践すること
で、他校の実践等を紹介し、活
動の幅を広げることができまし
た。

・指導主事の担当学校間の情報
交換だけのため、市全体として
お互いの活動の状況が共有でき
ていません。

３
・各学校の活動の状況を共有で
きるような場（ネット上）を設け、
いつでも、他校の取組みを見ら
れるようにします。

・年２回実施し、情報交換やＣＳ
マイスターの講演等を実施する
ことができました。
・各地区ごとの研修会からの依
頼で、ＣＳマイスターの講演等調
整を図り、研修内容を充実させる
ことができました。

・他校の取組みを見聞きし、参考
にする機会が少ないです。 ３

・自校主催の研修会に、他校の
学校運営協議会委員が、参加で
きるような機会を設けます。

・学校応援団の活動と組織の充
実を図るために、講師を招聘し、
コーディネーター研修会を２月に
開催し、意欲の向上が図れまし
た。
・代表校の発表を通して、具体的
な取り組み内容を知るとともに、
自校の取組みや組織づくりの参
考とすることができました。

・小中一貫教育を生かした中学
校区での、共通活動または交流
活動の実施が少ないです。 ３ ・中学校区での小･中学校合同

活動を計画・実践します。

・学校の教育活動を学校だより、
ホームページ等を通じて積極的
に情報発信することができまし
た。
・オープン参観や学校行事には、
家庭や地域の方々に案内を出
し、来校したくなるよう行事の工
夫が実践できました。

・学校間でホームページの更新
回数などに頻度の差がありま
す。
・ホームページの更新作業がで
きる教職員が少ないです。
・ホームページ作成ソフトの入っ
ているPCが少ないです。

３
・学校に興味を持ってもらい、地
域の教育力をさらに取り込むた
めの仕掛けを工夫します。
・ホームページ更新研修会等を
企画し作業のできる教職員を増
やし、作業の軽減化を図ります。

・地域を学ぶ学習において地域
の方に講師をお願いし、より切実
感のあるお話を聞かせてもらうこ
とができました。
・自分の地域に興味関心を持た
せることができました。

・地域の方々や学校の双方に負
担感を感じることがあります。 ３

・地域間の格差があり、地域の
教育力を活用しにくいところもあ
るため、学校の枠にとらわれな
い人材確保を進めます。
・地域の教育力をさらに取り込
み、授業のバリエーションや体験
活動の充実や工夫します。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ３　安全の確保

１　防犯対策の充
実

128

小学校安全監視員の配置
や防犯カメラの設置

（継続的取組み）

学務課

・市内全小学校に安全監視員を配置
し、立哨や校内巡回を実施すること
で、学校内における児童の安全確保
に努めました。
（市内小学校２３校各１名配置　全２３
名配置）
・不具合が生じた防犯カメラを適正に
作動させるため、修繕を行いました。
（修繕箇所３箇所）

129

市職員による通学路巡回パ
トロールの実施

（継続的取組み）

学務課

・児童生徒の下校時間帯（午後３時か
ら午後４時）に市職員による巡回パト
ロールを実施し、下校時における児童
生徒の安全確保に努めました。

130

防災行政無線による帰宅を
促す放送の実施

（継続的取組み）

学務課

・夕方に防災行政無線による児童生
徒の帰宅を促す放送を実施し、児童
生徒が安全に帰宅できるように努めま
した。

131

不審者等に関する情報を関
係機関に提供

（継続的取組み）

学務課

不審者等に関する情報を学校・保護
者・関係機関に提供し、注意を促すこ
とで、児童生徒の安全確保に努めまし
た。
（情報提供件数４８件）

２　交通安全対策
の充実

132

通学路の安全点検の実施、
通学路の整備の推進

（継続的取組み）

学務課

・通学路の危険箇所の把握を行うよう
各学校に指示しました。
・関係各課に通学路の危険箇所関す
る情報提供を行い、通学路の安全確
保を図りました。

３　施設・設備の
安全対策の実施

133

施設・設備の安全対策の実
施

（継続的取組み）

学務課
・児童生徒が安全に遊具を使用できる
よう、遊具の更新、撤去を行いました。
（更新件数１件、撤去件数５件）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・小学校安全監視員が立哨や校
内巡回を実施することで、児童
の安全確保に寄与することがで
きました。
・不具合が生じた防犯カメラの修
繕を行い、適正な見守り体制を
図ることで、児童の安全確保に
寄与することができました。

・安全監視員の高齢化が進んで
いるため、新たな人材を確保す
る必要があります。 ３

・今後も引き続き、市内小学校に
安全監視員を配置し、校内での
教育活動中の児童の安全確保
を図っていきます。
・防犯カメラの適正な維持管理に
努めていきます

・巡回パトロールを実施すること
で、犯罪抑止効果を高め、児童
生徒の安全確保に寄与すること
ができました。
・不審者情報があった場合は当
該箇所を重点的に巡回するな
ど、児童生徒の安全な下校環境
の確保に寄与することができまし
た。

・限られた時間で、より多くの通
学路を巡回する必要があるた
め、巡回パトロールの実施方法
を検討する必要があります。

３
・今後も引き続き、通学路の巡回
パトロールを実施し、児童生徒の
安全な下校環境の確保を図って
いきます。

・児童生徒の帰宅を促す放送を
実施することで、帰宅時における
児童生徒の安全確保に寄与する
ことができました。

・文章の区切り方や間のあけ方
を工夫し、放送が反響しないよう
にする必要があります。 ３

・今後も引き続き、防災行政無線
による帰宅を促す放送を実施し、
帰宅時における児童生徒の安全
確保を図っていきます。

・不審者情報を学校等に提供し、
学校内での注意喚起、市職員に
よる巡回パトロールでの注意喚
起に役立て、児童生徒の安全確
保を図ることができました。

・不審者等に関する情報があっ
た箇所については、重点的に巡
回パトロールを実施する必要が
ありますが、全部を巡回できない
ため、不審者に関する情報を精
査し、特に巡回が必要な箇所を
設定する必要があります。

３
・今後も引き続き、不審者等に関
する情報を関係機関に提供し、
注意喚起をすることで、児童生
徒の安全確保を図っていきま
す。

・通学路の危険箇所について、
関係課と連携、情報共有を行
い、通学路の安全確保を図るこ
とができました。

・道路管理者が異なっている場
合、迅速な対応が難しいため、
関係機関との連携を図っていく
必要があります。

３
・児童生徒の通学時の安全を確
保するため、今後も引き続き関
係課と連携を図り、通学路の安
全対策の充実に努めます。

・平成２９年度に実施した点検結
果に基づいた更新、修繕を行う
ことで、児童生徒が安全に遊具
を使用できる環境を整えることが
できました。

・経年劣化が進んでいる遊具が
増加し、更新、修繕が追いつか
ず、使用禁止のままになってい
る遊具が増加しており、今後は
遊具の状況により、順次、更新、
修繕を行っていく必要がありま
す。

３
・今後も児童生徒が安全に遊具
を使用できるよう、引き続き更
新、修繕を行っていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ３　安全の確保

４　小・中学校等
放射線量測定の
実施

134

小・中学校等の空中放射線
量等の測定

（継続的取組み）

学務課

・「久喜市放射性物質の除染等の対応
方針」に基づき、小・中学校及び公立
幼稚園において空間放射線量の定点
測定（３６箇所）と局所的に放射線量
が高いと予想される箇所（３４９箇所）
の放射線量の測定を実施しました。

135

プール水及びプールに堆積
した汚泥の放射線量の測定

（継続的取組み）

学務課
・市内小・中学校のプール水の放射性
物質検査及びプールに蓄積した汚泥
の放射線量の測定を実施しました。

基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ４　学校の適正規模・適正配置の推進

１　学校の適正規
模・適正配置の推
進

136

学校統廃合等の検討に関す
る説明会の開催

（目標年度：令和４年度）

○ 学務課

・江面第二小学校の統廃合等の検討
に関する説明会等を実施しました。
（１２回開催、参加者数延べ１０５人）
・菖蒲南中学校の統廃合等の検討に
関する説明会等を実施しました。
（２７回開催、参加者数延べ５５９人）

137

市立小・中学校学区等審議
会の開催

（目標年度：令和４年度）

学務課

・審議会を年６回開催し、「久喜市立
小・中学校の適正規模・適正配置に関
する基本方針」に基づき、平成２９年５
月２４日に諮問を行った対象校４校に
ついて、学校統廃合等の検討に関す
る審議を行いました。
・学校統廃合等の検討対象校の視察
を１回実施しました。

基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ５　学校施設・設備の整備・充実

１　学校施設の非
構造部材の耐震
化の推進

138

非構造部材の耐震化の実
施
防災機能の強化
※再掲（連番１４０）

（目標年度：令和３年度）

教育総務課

・屋内運動場等の天井や照明器具等
の非構造部材改修工事の修正設計及
び工事を行いました。
【対象施設】清久小学校、菖蒲小学
校、栗橋小学校、鷲宮小学校、久喜南
中学校、久喜東中学校、鷲宮東中学
校、鷲宮中学校、栗橋東中学校

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・全ての箇所における測定結果
は、毎時１マイクロシーベルト未
満であり、子どもたちが安心して
生活できる環境であることを確認
することができました。

・測定結果が安定しているため、
事業の実施方法等について検討
する必要があります。 ３

・事業の実施方法を検討のうえ、
引き続き、放射線量の測定を実
施し、放射性物質に対する不安
の解消に向けた取り組みを行っ
ていきます。

・測定の結果、プール水の放射
性物質は不検出であり、また、汚
泥の放射線量は、毎時１マイクロ
シーベルト未満であり、子どもた
ちが安心してプールに入れること
を確認することができました。

・測定結果が安定しているため、
事業の実施方法等について検討
する必要があります。 ３

・事業の実施方法を検討のうえ、
引き続き、放射線量の測定を実
施し、放射性物質に対する不安
の解消に向けた取り組みを行っ
ていきます。

成果 課題

・江面第二小学校に関しては、
保護者や地域住民に丁寧な説
明を行い、学校の現状を十分理
解していただいたことから、学校
統廃合に対して一定の理解を得
ることができました。
・菖蒲南中学校に関しては、関
係学校などでこまめに説明会等
を実施しており、徐々に学校統
廃合に対して認識を深めていた
だきました。

・菖蒲南中学校に関しては、保
護者から統合後の具体的な対応
等について様々な意見が出てお
り、そうした点について明確な説
明をすることで、理解を深めてい
ただく必要があります。

Ｂ

・菖蒲南中学校に関しては、関
係学校の保護者と意見交換の機
会を増やしていく考えです。
・上内小学校の統廃合等の検討
についても、令和２年度から複式
学級の編制が見込まれるなど、
早急な対応を要していることか
ら、今後、説明会等を適宜開催し
ていきます。

・関係学校で実施した説明会等
の状況を参考に、江面第二小学
校の統廃合等の検討に関して審
議し、統廃合することが適当であ
るとの答申を頂くことができまし
た。

・江面第二小学校以外の３校に
関する統廃合等の検討について
は、保護者等の共通理解を図っ
ている段階で、継続審議中で
す。

Ｂ
・現在諮問している学校統廃合
等の検討対象校３校（小林小、
上内小、菖蒲南中）について、今
後、審議を進めていく予定です。

成果 課題

・清久小学校、菖蒲小学校、栗
橋小学校、鷲宮小学校、久喜東
中学校、鷲宮東中学校、鷲宮中
学校、栗橋東中学校の屋内運動
場及び久喜南中学校多目的室
の非構造部材の耐震化工事が
完了し、学習環境の整備及び安
全を図ることができました。

・改修工事にあたっては、小・中
学校の授業や行事等を考慮し
て、余裕のある工期の設定に努
めることが必要です。

Ｂ
・改修工事未実施の小学校１４
校及び中学校７校について、実
施に向けて関係部局と協議し
て、設計業務及び工事を行って
いきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ５　学校施設・設備の整備・充実

２　学校施設の計
画的な改修

139

プール改修工事等の実施

（目標年度：令和３年度）
教育総務課

・老朽化したプールの改修工事の設計
を行いました。
【対象施設】清久小学校
・老朽化したプールの改修工事の修正
設計及び工事を行いました。
【対象施設】江面第一小学校
・老朽化したプール底板全面の改修工
事の設計及び工事を行いました。
【対象施設】久喜東中学校

140

非構造部材の耐震化の実
施
防災機能の強化
※再掲（連番１３８）

（目標年度：令和３年度）

教育総務課

・屋内運動場等の天井や照明器具等
の非構造部材改修工事の修正設計及
び工事を行いました。
【対象施設】清久小学校、菖蒲小学
校、栗橋小学校、鷲宮小学校、久喜南
中学校、久喜東中学校、鷲宮東中学
校、鷲宮中学校、栗橋東中学校

141

校庭の整備

（目標年度：令和３年度）
教育総務課

・緑豊かな教育環境の向上を図るた
め、校庭及び中庭の一部を芝生化し
ました。
【対象施設】江面第二小学校（１，１６９
㎡）、太田小学校（１６３．３０㎡）

142

バリアフリー化の推進

（継続的取組み）
教育総務課

・バリアフリー化未整備校の状況調査
を行いました。
（未整備校：小学校１２校、中学校７
校）

143

トイレの計画的な改修

（目標年度：令和１１年度）
○ 教育総務課

・老朽化しているトイレを改修するた
め、状況調査を行いました。
（小学校１４校、中学校１０校）

144

空調設備の整備

（継続的取組み）
○ 教育総務課

・学級増となった教室に空調設備設置
工事を行いました。
【対象施設】桜田小学校

３　学校ＩＣＴ、教育
情報ネットワーク
の活用

145

校務用パソコンの活用

（継続的取組み）

指導課
学務課

・一人一台の情報端末を有効に活用
し、校務の効率化に取り組みました。
・日々の教育活動に有効に活用しまし
た。
・校務用パソコン３００台を入れ替えま
した。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－82－



点検・評価調書

成果 課題

・江面第一小学校プール改修工
事が完了し、学習環境の整備及
び安全を図ることができました。
・清久小学校プール改修工事設
計業務が完了し、翌年度に実施
する工事の準備ができました。

・改修工事にあたっては、学校の
授業や行事等を考慮して、余裕
のある工期の設定に努めること
が必要です。

Ｂ
・改修工事未実施の小学校４校
について、実施に向けて関係部
局と協議して、設計業務及び工
事を行っていきます。

・清久小学校、菖蒲小学校、栗
橋小学校、鷲宮小学校、久喜東
中学校、鷲宮東中学校、鷲宮中
学校、栗橋東中学校の屋内運動
場及び久喜南中学校多目的室
の非構造部材の耐震化工事が
完了し、学習環境の整備及び安
全を図ることができました。

・改修工事にあたっては、小・中
学校の授業や行事等を考慮し
て、余裕のある工期の設定に努
めることが必要です。

Ｂ
・改修工事未実施の小学校１４
校及び中学校７校について、実
施に向けて関係部局と協議し
て、設計業務及び工事を行って
いきます。

・校庭が緑豊かになり、教育環境
の向上を図ることができました。

・芝生化施工後の維持管理を要
するため、希望する学校が少な
い状況です。 Ａ

・財政面で維持管理費用を支援
できるようにし、毎年校庭芝生化
を実施できるよう計画していきま
す。

・翌年度施工予定の清久小学校
プール改修工事にスロープを設
置する工事を計画することがで
きました。

・バリアフリー化の整備が必要な
学校はあるが、財政面から多数
の学校の整備は施工できない状
況です。

３ ・関係部局と協議し、順次整備が
できるよう計画していきます。

・関係部局と協議し、洋式化率が
低い学校やトイレの利用に問題
がある三箇小学校及び太東中学
校の改修工事を計画することが
できました。

・多額の工事費を要することか
ら、計画的な改修が必要です。 Ｂ ・関係部局と協議し、整備計画を

策定していきます。

・桜田小学校の教室に空調設備
を設置し、学習環境の整備及び
猛暑対策を図ることができまし
た。

・設置工事にあたっては、小・中
学校の授業や行事等を考慮し、
暑くなる前に設置できるよう工期
の設定に努める必要がありま
す。

３
・翌年度の増加学級の照会を行
い、設置が必要な教室数を把握
し、設計業務及び工事を行って
いきます。

・校務用パソコンを活用すること
で、日々の学習活動の週案や保
護者配布文書の作成といった作
業の効率化が図られました。
・老朽化した情報端末の入替え
等により活用度が高まりました。

・パソコン及びソフトウェアに関す
る教職員の習熟度向上を図る必
要があります。
・安定稼動を実現するため、ネッ
トワーク通信機器を含め、情報
教育機器の定期的な更新を行う
必要があります。

３
・今後も学校からの要望を校務
用パソコンに取り入れていきま
す。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ５　学校施設・設備の整備・充実

146

学習用パソコンの配置

（継続的取組み）

学務課
指導課

・各教科や総合的な学習の時間など
に、学習の理解の補助や調べ学習に
おいて有効的に活用しました。
・１０校の学習用パソコン４００台をタブ
レット型としました。

147

情報セキュリティに関する学
習

（継続的取組み）

指導課

・授業や集会等、様々な教育活動の
中で機会を捉えて学習し、教員対象の
研修会を実施し指導力の向上を図り
ました。
（参加人数３４人【市内３４校から各１
名】）

４　学校教材・備
品の計画的な整
備

148

学校教材・備品の計画的な
整備

（継続的取組み）

学務課

・市内小・中学校で使用する教材備品
を計画的に購入し、老朽化等により破
損した教材備品は修繕しました。
・不要となった理科薬剤を処分し、使
用できなくなったものは入れ替えをし
て廃棄しました。

５　学校図書館の
充実

149

図書館担当教員を対象とし
た研修会等の実施

（継続的取組み）

学務課

・市内小・中学校に設置した図書管理
システムの機能充実を図るため、サ
ポートサービスを利用し、活用及び操
作方法の説明を行いました。

150

学校図書館図書の適正な蔵
書管理

（継続的取組み）

学務課
・市内小・中学校に設置した図書管理
システムを活用し、適正な蔵書管理を
行いました。

基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ６　学校給食の充実

１　新たな学校給
食センターの整備

151

安全・安心な学校給食を将
来にわたって安定的に提供
する新たな学校給食セン
ターの整備

（目標年度：令和３年度）

○ 学校給食課

・新たな学校給食センターの建設用地
を適切に管理するため、樹木剪定を実
施しました。
（剪定本数１６本)

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・ノート型からタブレット型に変更
することにより、パソコンの活用
の幅が広がりました。

・パソコン及びソフトウェアに関す
る教職員の習熟度向上を図る必
要があります。
・安定稼動を実現するため、ネッ
トワーク通信機器を含め、情報
教育機器の定期的な更新を行う
必要があります。

３
・今後、研修等によりさらにタブ
レット型学習用パソコンを活用で
きるよう取り組みます。

・各学校において、情報セキュリ
ティや情報モラルに対して意識
が向上し、授業や集会等で確実
に取り上げられるようになりまし
た。

・各学校においてさまざまな機会
を捉え、主体的に情報と関わろう
とする態度や倫理観を養ってい
るが、家庭との連携を図り協力
体制を構築する必要がありま
す。

３
・今後も研修会を実施しするとと
もに、内容の充実が図られるよう
企業等との協力体制を構築して
いきます。

・学校教材・備品の整備により、
学習効果が高まりました。

・教材備品について適切に管理・
整備していく必要があります。 ３

・今後も計画的に教材備品の購
入・更新・廃棄を実施し、教育環
境の整備を図ります。

・システム操作の習熟を図ること
で、学校図書館を円滑に運営す
ることができました。

・司書教諭の異動等に伴い、適
時、システムの操作方法の研修
や説明が必要となります。 ３

・システム操作研修会を実施し、
学校図書館の円滑な運用を図り
ます。

・システムの活用により、図書を
適正に管理し、効率的な学校図
書館を運営することができまし
た。
（学校図書館充足率：目標１０
０％以上、実績１３３．８％）

・システムの老朽化により、機器
の更新を行う必要があります。 ３

・システム機器の更新を行い、今
後もシステムを活用した適切な
蔵書管理を行います。

成果 課題

・樹木剪定を実施したことによ
り、建設用地を適切に管理する
ことができました。

・調理終了後２時間以内の喫
食、食物アレルギーへの対応、
地産地消の積極的な推進、豊富
な献立による給食の提供など、
学校給食センターの運用面につ
いて検討を進めます。

Ｂ
・安全で安心な学校給食を将来
にわたり安定的に提供するた
め、新たな学校給食センターの
整備を進めます。工事は、令和
元年度から令和３年度までの間
で実施する予定です。

今後の方向性
自己点検・評価

達成度

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ６　学校給食の充実

２　安全・安心な学
校給食の提供

152

安全でおいしい給食の提
供、栄養管理、食材の安全
確保等による学校給食の充
実、並びに食物アレルギー
への対応

（継続的取組み）

学校給食課

・文部科学省が定める学校給食衛生
管理基準に基づき衛生管理を実施し
ました。
・食材の安全確保のために、農薬及び
食品添加物等の検査を実施しました。
（食品添加物等検査数：２００検体）
・残量調査や給食日誌等により、喫食
状況の把握を行いました。
・食物アレルギーのある児童生徒に
は、国の指針や県、市の対応マニュア
ルに基づき対応を行いました。
（食物アレルギー申請児童生徒数２５
９人）

153

季節の食材や行事食、郷土
料理、伝統料理等を採り入
れた給食の提供

（継続的取組み）

学校給食課

・年間指導計画を作成し、季節の食材
を計画的に取り入れました。
・行事食、郷土料理、教科と関連した
献立を市内統一献立として提供しまし
た。
（行事食・郷土料理等の提供回数３３
回（３回/月×１１ヶ月））

３　食育の推進 154

予定献立表や給食だよりの
配布及び予定献立表や給
食写真のホームページへの
掲載

（継続的取組み）

学校給食課

・児童生徒の家庭に予定献立表及び
給食だよりを月１回（合計１１回）配布
しました。
・予定献立表及び給食写真をホーム
ページに掲載しました。

155

学校給食を生きた教材とし
て活用

（継続的取組み）

学校給食課

・教科や行事との連携、郷土料理の提
供、地場産農産物の活用、家庭の食
事の見本となるような献立作成等、生
きた教材としての学校給食を提供しま
した。
・献立のねらい等を学校や家庭に周知
し、情報の発信を行いました。

156

地産地消の推進

（継続的取組み）
学校給食課

・地場産農産物を使用するとともに、
情報の発信を行い、地産地消を推進
しました。
（年間使用量４２．４トン、使用割合１
７．１％）
・地産地消推進会議を開催しました。
（年３回）
・生産者と児童の交流給食を実施しま
した。
（年２回）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・学校給食衛生管理基準に基づ
く衛生管理や食材検査（農薬、食
材検査等）の実施により、安全・
安心な給食を提供することがで
きました。
・食物アレルギーのある児童生
徒には、国の指針や県、市の対
応マニュアルに基づいた適切な
対応ができました。

・安全・安心な学校給食を提供す
るため、衛生講習会の開催や各
種研修の参加により、学校給食
従事者の知識向上、意識高揚を
図り、衛生管理や栄養管理、食
物アレルギーへの対応を進める
必要があります。

３
・安全・安心な学校給食を提供す
るため、衛生講習会の開催や各
種研修の参加により、学校給食
従事者の知識の向上や意識の
高揚を図り、より充実した学校給
食の運営を行っていきます。

・季節が感じられる献立や行事
等と関連した献立を提供すること
で、学校給食の充実を図ること
ができました。
・郷土料理の提供により、各地域
の食文化への理解を深めること
ができました。

・季節が感じられる献立や行事
等と関連した献立を提供すること
により、児童生徒の学校給食へ
の関心を高める必要がありま
す。

３
・季節が感じられる献立や行事
食、郷土料理、教科と関連した
献立を継続的に市内統一献立と
して実施します。

・予定献立表及び給食だよりの
配布、ホームページへの掲載を
通じて、望ましい食生活の知識
の普及・啓発を図ることができま
した。

・児童生徒や保護者に対して、
食生活の知識の普及・啓発を図
るため、予定献立表及び給食だ
よりの内容を工夫しながら作成
する必要があります。

３
・予定献立表及び給食だよりを
配布するとともに予定献立表及
び給食写真をホームページに掲
載し、望ましい食生活の知識の
普及・啓発を図っていきます。

・毎日の学校給食を通じて、望ま
しい食習慣の形成を図ることが
できました。
・食経験と併せて食に関する情
報を発信することで、食への興
味、関心をより深めることができ
ました。

・学校給食を通じた望ましい食習
慣を形成するため、食に関する
情報発信を進める必要がありま
す。

３
・生きた教材として、家庭の食事
の見本となるような学校給食の
提供をするとともに、給食だより
により食に関する情報発信を
行っていきます。

・地場産農産物を使用した学校
給食を提供することで、地産地
消の推進を図ることができまし
た。
（Ｈ３０目標値１５．８％、実績値１
７．１％）
・地産地消推進会議を開催し、
学校給食従事者の情報の共有
や意識の高揚が図れました。
・交流給食を実施することで、生
産者の栽培への意欲向上に繋
がりました。

・地場産農産物の使用量を増や
すため、生産者等と連携し、学校
給食における地場産農産物の需
給体制を構築するとともに、需給
バランスを調える必要がありま
す。

４

・地産地消推進会議等を開催
し、関係機関と情報交換や連携
等を行うことで、学校給食従事者
の情報共有や意識の高揚を図っ
ていきます。
・学校給食における地場産農産
物の需給体制を構築するととも
に、需給バランスを調え、地場産
農産物の使用量を増やします。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ３　信頼される学校づくりの推進
施　　策 ６　学校給食の充実

４　学校給食の衛
生管理の徹底

157

学校給食調理従事者等へ
の衛生管理指導の実施

（継続的取組み）

学校給食課

・学校給食従事者を対象に健康診断
（年１回）及び保菌検査（赤痢菌・サル
モネラ属菌・腸管出血性大腸菌血清
型Ｏ-１５７（月２回）、ノロウイルス（年
３回）を実施しました。
・調理業務委託事業者に対しても、健
康診断や保菌検査を実施させました。
また、その結果を報告させ、内容の確
認を行いました。
・衛生管理への理解を深めるため衛
生講習会を開催しました。
（１回開催、参加者数８２人）

158

給食施設の整備・点検及び
食品の衛生検査

（継続的取組み）

学校給食課

・委託業者による月１回の点検作業、
年２回の調理場等の害虫駆除、作業
動線表の作成等を行いました。
・食品搬入時において、検収責任者が
立ち合い、検収簿に基づき品名、数
量、納品者、製造者及び所在地、生産
地等に関して確認・点検を行いまし
た。

５　学校給食食材
の放射性物質検
査の実施

159

学校給食に使用する食材等
の放射性物質検査の実施

（継続的取組み）

学校給食課

・鷲宮総合支所で週３回、１日あたり１
給食施設の食材３品目及び給食まる
ごと１食分の検査を行いました。
（年１１８回、年１１８食）
・検査結果について、ホームページに
掲載しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・学校給食従事者の健康保持・
管理を行うことで、児童生徒に
とって安全・安心でおいしい学校
給食を円滑に提供することがで
きました。

・健康診断や保菌検査の実施、
衛生講習会の開催により、学校
給食従事者の健康管理や知識
の向上を図り、学校給食衛生管
理基準に基づく、徹底した衛生
管理を実施する必要がありま
す。

３
・継続的に健康診断や保菌検査
を実施し、学校給食従事者の健
康保持・管理を行っていきます。
・衛生講習会を開催し、給食従
事者の知識の向上や意識の高
揚を図ります。

・学校給食衛生管理基準に基づ
き、施設の整備・点検、食品の衛
生検査等を行い、児童生徒に安
全・安心な学校給食を提供する
ことができました。

・安全・安心な学校給食を提供す
るため、学校給食衛生管理基準
に基づく、施設の維持管理や食
品衛生検査を実施する必要があ
ります。

３
・安全・安心な学校給食を提供す
るため、今後も給食施設の点検
及び食品の衛生検査を行ってい
きます。

・食材の放射性物質検査を行う
ことにより、児童生徒に安全・安
心な学校給食を提供することが
できました。

・引き続き、事業を実施するにあ
たり、測定結果の推移等を注視
しながら、実施内容や実施方法
について、見直しをする必要が
あります。

３

・当該事業は、平成２４年度から
継続して実施しており、平成３０
年度中において、基準値を超え
る測定結果は出ていないため、
測定回数、測定方法、業務委託
先の変更等事業の見直しを図り
ながら、継続して実施していきま
す。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

－89－



- 90 -  

 

 

  
 

 

基本目標の概要 
市民一人ひとりが、人権が尊重される社会を確立する担い手であることを認

識し、様々な人権問題に対する正しい理解と認識を深め、人権問題の解決に主

体的に取り組めるように人権教育を推進します。 
 

施策 

１ ＰＴＡ・児童生徒・教職員に対する人権教育の推進 
２ 家庭・地域における人権教育の推進 
３ 企業・事業者に対する人権教育の推進 
 

３つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 ８  ○数値目標 ４  ○取組み １２ 

 

担当課 

○指導課  ○生涯学習課 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全４件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 １ 25.0％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 １ 25.0％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 １ 25.0％ 

Ｄ 達成率 80％未満 １ 25.0％ 

 

継続的 

取組み 

（全１１件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た ０ 0.0％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた １１ 100.0％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった ０ 0.0％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった ０ 0.0％ 

 

 

基本目標４ 
人権を尊重した教育の推進 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全１件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている ０ 0.0％ 

Ｂ 概ね計画どおりである １ 100.0％ 

Ｃ 計画より遅れている ０ 0.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった ０ 0.0％ 

 

学識経験者の意見 

人権教育の取組みは、学校、保護者、地域、企業に至るまで幅広く行われて

いますので、広く人権意識の浸透を図りたいという施策の意図が伝わってきま

す。学校における児童生徒への人権意識を持たせる取組みは、計画的に継続的

に実施され、成果が挙がっていると思います。 

保護者、地域、企業に対しても計画的に行われていますが、対象者数が多数

に対して実際に研修会等に参加する人数は、限られるのではないかと思います。

いわゆる大人に人権意識を根付かせるためには、多方面からアプローチしてい

ただきたいと思います。また、市民一人ひとりが高い人権意識を持ち続けるた

めには、地道な継続的な取組みが必要だと思います。 

児童生徒が作文を書いたり、標語を考えたりする中で、子どもの身の回りの

人権に関することへの気付きを導き、自分はどうあるべきかをじっくり考える

機会となります。作文や標語の活用は、新たな工夫を加えて、子どもの人権に

関する考えや思いが広く伝わるよう願います。 

「ＰＴＡ人権教育研修会の開催数」の実績値は目標値に達しており、「集会所

事業参加者数」と「社会人権教育養成講座の参加者数」の実績値は増減が見ら

れますが、参加者数増加に向けて様々な取組みをされていると思います。引き

続き、事業実施目的達成のために取り組んでいただければと思います。 

集会所の事業実績には問題がなくて、参加者が少なくなった問題だけだと思

うのですけれども、色々なところで一生懸命にやっていると思いますし、もう

少し人数だけの評価でなくて、何をしてという参加者の満足感とか、参加者が

どれだけ人権に関われるかということを評価してあげると良いと思います。 

教職員に対する研修プログラムが様々に用意され、継続して実施され、教職

員の人権問題の正しい理解と人権意識の高揚の機会となっていると思います。

また、子どもの人権を守り、正しい人権意識を醸成する教職員は、指導する立

場にある者として高い人権意識が求められます。引き続き、計画的に様々なジ

ャンルの人権問題に対する研修が実施され、身近な問題として教職員自身が受

け止め、子どもへの指導と自らの行動に反映させるようにすることが重要だと

思います。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ４　人権を尊重した教育の推進

施　　策 １　ＰＴＡ・児童生徒・教職員に対する人権教育の推進

具体的施策 １　ＰＴＡ等への人権教育研修の開催

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 100.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

ＰＴＡ人権教育研修会
の開催数

回

4

4

4

4 4 4 

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ４　人権を尊重した教育の推進

施　　策 ２　家庭・地域における人権教育の推進

具体的施策 ３　教育集会所事業の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 92.9%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ３　教育集会所事業の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 69.4%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

内下集会所事業参加
者数

人

382

340

490

野久喜集会所事業参
加者数

人

1,284

1,468

1,580

1,284 

1,468 
1,580 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

382 
340 

490 

0

100

200

300

400

500

600

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ４　人権を尊重した教育の推進

施　　策 ３　企業・事業者に対する人権教育の推進

具体的施策 ２　人権教育指導者の養成

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 87.1%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

社会人権教育指導者
養成講座の参加者数

人

312

283

325

312 

283 

325 

260

270

280

290

300

310

320

330

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ４　人権を尊重した教育の推進
施　　策 １　ＰＴＡ・児童生徒・教職員に対する人権教育の推進

１　ＰＴＡ等への人
権教育研修の開
催

160

ＰＴＡ等に対して人権教育研
修を開催

（継続的取組み）

生涯学習課

・ＰＴＡの人権感覚・人権意識の高揚を
図るため、ＰＴＡ人権教育研修会を開
催しました。
（４回開催、参加者数５７７人）

２　児童生徒への
人権教育の充実

161

「人権感覚育成プログラム」
の有効的な活用
※再掲（連番７６）

（継続的取組み）

指導課

・栗橋西中学校に人権教育を主とした
研究委嘱を行い、「人権感覚育成プロ
グラム」を活用した体験活動や参加体
験学習を取り入れた授業について研
究を深めました。

162

人権文集「えがお」の作成と
積極的な活用
※再掲（連番７４）

（継続的取組み）

指導課

・人権文集「えがお」を編集し、市内全
児童生徒に配布しました。
・各学校において人権文集「えがお」を
発達段階に応じて活用し、人権教育を
推進しました。

３　教職員への人
権教育研修の開
催

163

転入・新採用教職員学校同
和教育現地研修会の実施
※再掲（連番７０）

（継続的取組み）

指導課

・夏季休業中に転入・新採用教職員を
対象に、現地研修会を２回開催しまし
た。
(参加者数１１１名）

164

教職員人権教育研修会の
実施
※再掲（連番７１）

（継続的取組み）

指導課

・夏季休業中に全教職員を対象に、｢
これからの人権教育について｣を演題
として、教職員人権教育研修会を４回
開催しました。
(参加者数７３５名）

165

校長同和教育研修会の実
施
※再掲（連番７２）

（継続的取組み）

指導課
・市内小・中学校長を対象に、校長同
和教育研修会を開催しました。

166

人権教育教職員啓発資料
「あおぞら」の作成
※再掲（連番７３）

（継続的取組み）

指導課

・教職員人権教育啓発資料｢あおぞら｣
を９月と３月の２回発行し、全教職員
や市内公共施設にも配布しました。
・授業等に活用し、人権意識の啓発を
図りました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・参加者をPTAだけに限定しない
で、市内在住･在勤・在学者の方
も対象に加えたことにより、多く
の方々に参加していただくことが
できました。
・様々なジャンル（ネット被害、聴
覚障がい、ＬＧＢＴ、児童虐待）の
講演を設定したことにより、人権
問題の幅広い理解と人権意識の
高揚を図ることができました。

・様々な人権問題が発生してい
る中、特に子どもたちを対象にし
た課題、子どもたちにも参加して
ほしい課題を検討していく必要が
あります。

３
・子どもたちを対象にした人権問
題を学校と連携して把握していく
とともに、研修会の参加者アン
ケートなどを通じて多くの保護者
等が聴きたいと感じるテーマを掘
り起こしていきます。

・研究委嘱校だけでなく市内小・
中学校の人権担当者が、「人権
感覚育成プログラム」の活用に
ついての研修に参加し、普及・活
用することができました。

・「人権感覚育成プログラム」を
生かした授業等を積極的に実践
していくよう、今後も普及・活用し
ていくよう努める必要がありま
す。

３ ・さらに人権意識を高める授業を
研究する必要があります。

・人権作文や人権標語を書くこと
を通じて、児童生徒一人ひとりの
心を耕すことができました。
・人権文集「えがお」を活用し、児
童生徒の人権意識を高めること
ができました。

・人権を守ることはわかっていて
も結果として、友達を心ない言葉
で傷つけてしまったというケース
がありました。

３
・学校行事や道徳、特別活動等
で人権作文の効果的な活用を進
めます。

・転入・新採用教職員全員が、差
別の現実を学び、同和問題につ
いての認識を深めることができま
した。

・転入・新採用教職員が様々な
人権問題についての正しい理解
を深め、人権感覚をより磨いてい
くため、今後も継続して実施する
必要があります。

３
・次年度も、夏季休業中に転入・
新採用教職員を対象に、現地研
修会を２回開催します。

・全教職員が参加することによ
り、教職員の人権教育の一層の
推進に役立てることができまし
た。

・全教職員が人権感覚をより高
めるため、今後も継続して実施
する必要があります。 ３

・次年度も、夏季休業中に全教
職員を対象に、教職員人権教育
研修会を４回開催します。

・市内全小・中学校長が参加す
ることにより、差別の実態を学
び、部落差別の解消を目指す学
校同和教育の一層の推進に役
立てることができました。

・校長が様々な人権問題につい
ての正しい理解を深め、人権感
覚をより高めるため、今後も継続
して実施する必要があります。

３
・次年度も、市内小・中学校長を
対象に、校長同和教育研修会を
開催します。

・全教職員への配布により、教職
員の人権意識を高めることがで
きました。
・市内公共施設に配布し、学校
における人権教育の実施状況に
ついて、理解を広めることができ
ました。

・全教職員が人権感覚をより高
めるため、今後も継続して作成
する必要があります。 ３

・次年度も、教職員人権教育啓
発資料｢あおぞら｣を９月と３月の
２回発行し、全教職員や市内公
共施設にも配布します。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ４　人権を尊重した教育の推進
施　　策 ２　家庭・地域における人権教育の推進

１　人権教育事業
の推進

167

人権啓発冊子「久喜市の社
会人権教育」の発行

（継続的取組み）

生涯学習課

・人権啓発冊子「久喜市の社会人権教
育」を発行し、人権教育の取組結果を
広く市民に周知し、人権教育・啓発を
図りました。
（２，０００部発行）

２　教育集会所の
整備充実

168

教育集会所の改修の実施

（目標年度：令和１０年度）
○ 生涯学習課

・老朽化している野久喜集会所と内下
集会所の改修を必要とする部分につ
いて、状況調査を行いました。

３　教育集会所事
業の充実

169

各種教室・講座、交流事業
の実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・各教育集会所において、各種教室・
講座、交流事業を実施しました。
（参加者数：野久喜集会所１，４６８人、
内下集会所３４０人)

基本目標 ４　人権を尊重した教育の推進
施　　策 ３　企業・事業者に対する人権教育の推進

１　人権教育講座
の開催

170

企業・事業者を主な対象と
し、人権教育指導者の養成
を図るため、人権教育講座
の開催

（継続的取組み）

生涯学習課

・人権教育指導者の養成を図るため、
企業・事業者を主な対象として社会人
権教育指導者養成講座を開催しまし
た。
（参加者数２８３人）

２　人権教育指導
者の養成

171

人権啓発冊子、人権啓発品
の活用

（継続的取組み）

生涯学習課
・人権啓発冊子、人権啓発品を社会人
権教育指導者養成講座等において活
用しました。

取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課
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点検・評価調書

成果 課題

・市内小・中学校、幼稚園、教育
集会所運営委員等に配布し、生
涯学習における人権教育の実施
状況について、理解を深めること
ができました。

・人権啓発冊子「久喜市の社会
人権教育」は、発行・配布するだ
けにとどまらず、人権教育の中
で活用してもらう必要がありま
す。

３
・人権啓発冊子「久喜市の社会
人権教育」を、各学校や幼稚園
の授業の中で活用してもらえる
ように、校長会等を通じて働きか
けていきます。

・野久喜集会所について、天井
の雨漏り対策としての屋根の改
修が必要なことがわかりました。

・野久喜集会所、内下集会所の
施設本来の機能を維持していく
ために、今後も必要に応じて設
備等の改修を行っていく必要が
あります。

Ｂ
・野久喜集会所、内下集会所共
に、老朽化が進んでおり、今後
は、計画的な改修を進めていき
ます。

・各種教室･講座や市内の教育
集会所交流事業等を通じ、地域
住民の人権意識の高揚、地域住
民相互の交流を図ることができ
ました。

・隣接している野久喜地域と内下
地域の相互の交流をさらに深め
ていくことで、費用対効果の高い
事業運営につなげていく必要が
あります。

３
・野久喜地域や内下地域の住民
の意見を丁寧に確認しながら、
各種事業を企画し、参加者数の
増加に繋げていきます。

成果 課題

・企業･事業者から多くの参加を
頂いたことで、人権問題に対する
正しい理解と認識を深め、差別
意識の解消に努めることができ
ました。

・企業･事業者が自らの事業所内
で人権教育に取り組んでいける
ようにしていく必要があります。 ３

・企業・事業者自らで人権教育に
取り組んでいただくため、どのよ
うな講座のテーマが適当かアン
ケートを実施していきます。

・社会人権教育指導者養成講座
等の参加者に人権啓発冊子や
人権啓発品を配布することで、
企業や事業者への啓発をすると
ともに、人権教育指導者の養成
に繋げることができました。

・人権啓発冊子や人権啓発品
を、今までは民間企業や民間事
業者だけをターゲットにしてきま
したが、今後どの範囲まで拡大
していくかを検討する必要があり
ます。

３
・研修会や講座などを通して、人
権啓発冊子や人権啓発品の効
果的な活用を進めていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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基本目標の概要 
自己啓発や生活の充実のための学びの環境を整え、市民のニーズに応える質

の高い学習機会を提供するとともに、その成果を生かすことができる、生涯学

習社会づくりに努めます。 
 

施策 

１ 多彩な生涯学習機会の提供  ２ 保護者の交流機会の提供・支援 
３ 生涯学習環境の整備・充実  ４ 公民館活動の充実 
５ 図書館サービスの充実  ６ 市民大学・高齢者大学の充実 
７ 放課後子ども教室の推進 
 

７つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 ２１  ○数値目標 ２１  ○取組み ４２ 

 

担当課 

○生涯学習課  ○中央公民館 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全２１件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 ９ 42.9％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 ３ 14.3％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 １ 4.7％ 

Ｄ 達成率 80％未満 ８ 38.1％ 

 

継続的 

取組み 

（全３５件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た ２ 5.7％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた ３３ 94.3％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった ０ 0.0％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった ０ 0.0％ 

 

基本目標５ 
豊かな生き方を築く生涯学習の推進 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全７件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている ０ 0.0％ 

Ｂ 概ね計画どおりである ５ 71.4％ 

Ｃ 計画より遅れている ０ 0.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった ２ 28.6％ 

 

学識経験者の意見 

「多彩な生涯学習機会の提供」として、市民の活動の発表の場が充実してい

ると思います。「まなびすとフォーラム」や「まなびすと久喜」では大勢の市民

の参加があり、日ごろの活動や学びの成果を広く知らせることができたと思い

ます。 

公民館主催事業では、特色ある事業を実施し、大変大勢の方の参加があり、

大きな成果を挙げられたと思います。地域のニーズに応じた特色ある事業を、

市民の声を聴きながら、質の高い魅力的な事業が推進され、公民館の主催事業

のより一層の充実を図っていただければと思います。 

図書館サービスについてですが、いわゆる本離れが進んでいます。各図書館

において、様々な利用者に対応するサービスや子どもの読書環境の充実、ブッ

クスタート事業、子ども読書活動への理解や関心を深める啓発事業など様々な

取組みをして、その成果が挙がっています。読書離れの傾向にある現状では、

小さな子どもへの読書の関心を高める事業を一層取り組んでいただき、本好き

な子どもとなり、そして大人になっても読書に親しみを持ち続けるよう取り組

んでいただきたいと思います。また、本を借りる大人の方の拡大を図り、読書

に親しむ市民を増やすことができるよう、取り組んでいただければと思います。 

久喜市の放課後子ども教室は、他市町と比べて先進的な取組みをして、大き

な成果を挙げています。実施委員の方、サポーターの方のご努力で、子どもた

ちが元気よく楽しく活動していると聞いています。学校関係者、実施委員、サ

ポーターの方が、研修会や情報交換会を通じて、積極的に情報を交換し、より

良い運営ができるように努めて、想定を超える成果が出ている達成度となって

いますので、引き続きの放課後子ども教室の推進を図っていただきたいと思い

ます。 

数値目標の状況を見ますと、「達成率１００％以上」が９件、「達成率９０％

以上１００％未満」が３件と、数値目標全２１件のうち、５７％が高い達成度

というすばらしい結果ですが、現状値と目標値を見比べたときに、様々な事情

で現状値と目標値が同一であったり、あるいは目標値が低くなっていたりする

ものがあります。それぞれの事業を充実させることによって、事業のねらいを

達成できるように取り組んでいただきたいと思います。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 １　多彩な生涯学習機会の提供

具体的施策 １　生涯学習の機会の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 104.2%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ３　生涯学習情報の収集と提供

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 91.1%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

生涯学習人材バンクの
登録者数

人

221

205

225

生涯学習関連の講座・
教室の参加者数

人

14,452

15,208

14,600

14,452 

15,208 

14,600 

14,000

14,200

14,400

14,600

14,800

15,000

15,200

15,400

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

221 

205 

225 

195

200

205

210

215

220

225

230

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－102－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 １　多彩な生涯学習機会の提供

具体的施策 ４　生涯学習研修大会や生涯学習推進大会への支援

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 119.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ４　生涯学習研修大会や生涯学習推進大会への支援

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 62.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

生涯学習推進大会（ま
なびすと久喜）の参加
者数

人

2,800

3,100

5,000

生涯学習研修大会（ま
なびすとフォーラム）の
参加者数

人

201

250

210

201 

250 

210 

0

50

100

150

200

250

300

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

2,800 
3,100 

5,000 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－103－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ２　保護者の交流機会の提供・支援

具体的施策 １　子育てについての意見交換の場の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 77.5%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ２　各種講演会等の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 100.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

子育て講座「親の学
習」の実施校（小学校）

校

23

23

23

家庭教育学級の参加
数

学級

30

31

40

30 31 

40 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

23 23 23 

0

5

10

15

20

25

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－104－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ２　保護者の交流機会の提供・支援

具体的施策 ２　各種講演会等の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 43.6%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

家庭教育フォーラムの
参加者数

人

41

61

140

41 

61 

140 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－105－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ３　生涯学習環境の整備・充実

具体的施策 ３　生涯学習センターの整備・充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 0.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

生涯学習センター利用
者数

人

0

0

102,000

0 0 

102,000 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－106－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ４　公民館活動の充実

具体的施策 １　公民館事業の充実

数値目標名 担当課 中央公民館

単位 達成率 100.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　公民館事業の充実

数値目標名 担当課 中央公民館

単位 達成率 50.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

市民企画事業数

事業

5

4

8

公民館事業数

事業

88

90

90

88 

90 90 

87

88

88

89

89

90

90

91

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

5 

4 

8 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－107－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ４　公民館活動の充実

具体的施策 １　公民館事業の充実

数値目標名 担当課 中央公民館

単位 達成率 100.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　公民館事業の充実

数値目標名 担当課 中央公民館

単位 達成率 98.4%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ
※公民館利用者数の目標値については、高齢者大学及び市民大学の活
動拠点が中央公民館から新設予定の生涯学習センターに移行されること
を考慮し、減じた数値となっています。

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

公民館利用者数

人

387,090

374,850

381,000

公民館連絡協議会事
業数

事業

2

3

3

2 

3 3 

0

1

1

2

2

3

3

4

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

387,090 

374,850 

381,000 

368,000

370,000

372,000

374,000

376,000

378,000

380,000

382,000

384,000

386,000

388,000

390,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－108－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ５　図書館サービスの充実

具体的施策 １　「久喜市図書館サービス基本計画」の推進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 86.5%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

※レファレンスに対する利用満足度については、毎年行うものではなく、計
画作成時に併せてアンケートの実施により数値化しています。そのようなこ
とから、平成３０年度は実施していないため、平成２８年度の現状値をその
まま入力しています。

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　「久喜市図書館サービス基本計画」の推進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 120.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

学校への団体貸出冊
数

冊

1,064

1,804

1,500

レファレンスに対する利
用満足度

％

51.9

51.9

60.0

51.9 51.9 

60.0 

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

1,064 

1,804 

1,500 
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令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ５　図書館サービスの充実

具体的施策 １　「久喜市図書館サービス基本計画」の推進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 78.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　「久喜市図書館サービス基本計画」の推進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 91.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

人口一人あたりの貸出
冊数

冊

4.94

4.94

5.43

学校訪問事業実施学
校数

校

13
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13 
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23 
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平成28年度
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（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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令和３年度

実績値
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実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ６　市民大学・高齢者大学の充実

具体的施策 １　市民大学の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 30.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　市民大学の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 100.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

公開講座数

回

11

11
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実績値

令和２年度

実績値

令和３年度
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令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ６　市民大学・高齢者大学の充実

具体的施策 ２　高齢者大学の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 56.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）
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平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進

施　　策 ７　放課後子ども教室の推進

具体的施策 １　放課後子ども教室の推進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 107.3%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　放課後子ども教室の推進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 100.6%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

サポーターの数

人
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（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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実績値
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実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 １　多彩な生涯学習機会の提供

１　生涯学習の機
会の充実

172

子ども大学くきの実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・久喜青年会議所や平成国際大学、
教育委員会が連携して、企画・運営を
図り、子どもの知的好奇心を刺激する
学びの機会を提供するため、「子ども
大学くき」を実施しました。
開催期間：９月２日（日）、９日（日）、３
０日（日）
対象者：小学４年生～６年生
参加者数：５３人

173

生涯学習出前講座の実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・団体が主催する学習の場に講師が
出向き、市政の説明、専門的な知識を
いかした説明や実技指導等を実施し
ました。
講座メニュー数：６７講座
実施件数：２６件

２　市民大学・高
齢者大学の充実

174

市民大学講座の充実
※再掲（連番２０６）

（継続的取組み）

生涯学習課

・特別講座として学長、副学長の講話
の実施や生涯学習のリーダー育成の
ためのボランティア体験、学生自ら企
画する企画講座等を実施しました。
（１年生：３０講座１２人、２年生：２０講
座１２人）

175

市民大学公開講座の充実
※再掲（連番２０７）

（継続的取組み）

生涯学習課

・公開講座を久喜地区５回、菖蒲地区
２回、栗橋地区２回、鷲宮地区２回の
計１１回開催しました。主な講座とし
て、「鷲宮神社と催馬楽神楽」や近代
の久喜「鉄道の発達と地域の変遷」、
「本多静六博士」、「鷲宮の自然と動植
物」や「高齢者介護の現状について」
等、久喜の歴史や文化、自然環境や
健康福祉等をテーマに実施しました。
（一般参加者数８９人）

176

高齢者大学講座の充実
※再掲（連番２０８）

（継続的取組み）

生涯学習課

・食生活や体力づくり、環境問題、介
護問題など実生活に即した講座等を
実施しました。
（各学年講座等２０日）
（１年生５６人、２年生４４人、３年生５０
人、４年生７１人）

177

学校行事（体育祭、作品展
示会、音楽芸能祭等）の充
実
※再掲（連番２０９）

（継続的取組み）

生涯学習課
・学校行事の充実のため、グラウンド
ゴルフ大会や体育祭、作品展示会、音
楽芸能祭等を実施しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－114－



点検・評価調書

成果 課題

・異なる学年の子どもたちが、大
学の教授や専門家の先生から
普段学校では体験できない講義
や実習を受けることを通じて、子
どもたちの学ぶ力や生きる力を
育み、知的好奇心の高揚が図ら
れました。

・１００名の定員で募集しました
が、５３名という参加者でしたの
で、魅力ある講座、講師で内容
を充実させることが課題です。

３
・参加児童が増えるよう、講師の
選定、講座内容の工夫等につい
て、検討していきます。

・ホームページ等で広く市民に周
知し、職員等が講師として、市民
等に学習の機会を提供したこと
により、市政への理解が図られ、
また生涯学習活動を支援するこ
とができました。

・平成２９年度と比べ、実施件数
が減少しているので、市民、学校
等への周知の仕方を工夫してい
くことが課題です。

３
・平成２９年度と比べ、実施件数
が減少しているため、引き続き、
市民への周知を「生涯学習出前
講座」のチラシを活用したり、校
長会等で呼びかけたりししなが
ら、参加啓発を図ります。

・生涯学習活動やボランティア活
動等を通じて、地域コミュニティ
づくりの担い手及びリーダーとし
ての資質を高めることができまし
た。

・市民大学生の新入生を獲得す
ること、また、市民のニーズを把
握して、魅力ある講座内容にして
いくことが課題です。

３
・市民の生涯学習やボランティア
活動への理解を深め、まちづくり
のリーダーとなる人材を育成す
る市民大学・大学院を充実して
いきます。

・公開講座を実施することによ
り、市民大学生以外の市民の方
にも聴講していただき、市民大学
の講義の状況、活動の様子等を
知ってもらう機会を提供すること
ができました。

・平成２９年度と比べ、参加者が
減少しているので、魅力ある講
座にしていくこと、また、市民に
広く周知することが課題です。

３
・今後も４地区で開催し、アン
ケートを実施して、参加者のニー
ズに合わせた内容となるように
充実を図ります。

・講座の平均出席率が高く推移
し、アンケートの集計結果からも
講座満足度が概ね好評との結果
を得ることができました。

・学生数の減少と講座内容の更
なる充実が課題です。 ３

・実生活に即した教養の向上を
図り、趣味活動や社会参加によ
る生きがいを高める高齢者大学
を充実します。

・学校行事を行うことにより、在
校生のクラス内の交流や異学年
との交流を通して、連帯感を高
めるとともに、学校生活の充実
が図られました。

・学校行事の多忙感の増大が課
題です。 ３

・学生ニーズにあった魅力ある内
容に充実していきます。
・適切な役割分担を行うことで、
多忙感が増大することのないよ
うに働きかけていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 １　多彩な生涯学習機会の提供

178

自主活動（クラブ活動、ボラ
ンティア活動）の充実
※再掲（連番２１０）

（継続的取組み）

生涯学習課

・クラブ活動を通し、趣味活動を積極
的に支援しました。
・ボランティア推進委員会による公共
施設等の草取りやイベントへの参加協
力など自主活動を実施しました。

３　生涯学習情報
の収集と提供

179

生涯学習人材バンクの活用
の促進

（継続的取組み）

生涯学習課

・市民の学習要求に応えるため、豊富
な知識や優れた技術を持った方を生
涯学習の指導者として登録し、申請・
要望に応じて指導者を紹介しました。
（相談件数：１０件、登録者数：２０５
人）

180

生涯学習情報紙（まなびす
と久喜）の発行
※再掲（連番１８８）

（継続的取組み）

生涯学習課

・生涯学習情報紙「まなびすと久喜」を
年２回発行し、全戸配布しました。
まなびすと久喜　１６号（８/１発行）
まなびすと久喜　１７号（１/１発行）
発行部数：各６０，５００部

４　生涯学習研修
大会や生涯学習
推進大会への支
援

181

生涯学習研修大会まなびす
とフォーラムの実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・久喜北陽高等学校を会場に、「支え
あう（学校・家庭・地域）－「共助」の実
践ー」をテーマに、生涯学習研修大会
「まなびすとフォーラム」を開催しまし
た。
開催日：平成３０年６月９日（土）
参加者：２３０人

182

生涯学習推進大会まなびす
と久喜の実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・久喜市中央公民館を会場にして、
「新たな学びの発見！広がる学びの
輪」をテーマに生涯学習推進大会「ま
なびすと久喜」を開催しました。
開催日：平成３１年２月２日（土）・２月
３日（日）
参加者：約３，１００人

５　生涯学習活動
団体の活性化の
促進

183

社会教育関係団体の補助
金交付

（継続的取組み）

○ 生涯学習課

・青少年や成人に対して社会教育活
動を行う団体を支援しました。
ボーイスカウト補助金　２１０，０００円
子ども会育成連合会補助金
　　　　　　　　　　　　　　　５００，０００円
ＰＴＡ連合会補助金　３００，０００円
婦人会連合会補助金　５２０，０００円
ガールスカウト補助金　 ７０，０００円

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・クラブ活動では、美術や音楽、
スポーツ等の同好者が集い、活
動することにより健康で豊かな活
動をするとともに、友情の輪を広
げることができました。
・ボランティア活動では、ボラン
ティア推進委員会により、ボラン
ティア活動計画を編成し、学生に
よる自主的な活動の充実が図ら
れました。

・ボランティア活動の負担感の増
大と新たな活動推進が課題で
す。 ３

・新たな活動を展開するにあたっ
ては、学生の意見を尊重しつつ、
負担感に留意し、クラブ活動とボ
ランティア活動を促進していきま
す。

・生涯学習等の相談者に対し、
講座等を希望する指導者の紹介
及び仲介することができました。

・相談件数が少ないため、人材
バンクの活用を積極的にしてもら
うような工夫が必要です。 ３

・ホームページや各種事業にお
いて人材バンク登録制度を周知
し、登録者の増加を目指します。

・全戸配布することにより、市民
に広く生涯学習の取り組みや生
涯学習施設、地域で活動する
サークルの紹介等を情報提供す
ることができました。

・編集委員が高齢化・固定化して
いるため、新たな人員の確保が
課題です。 ３

・「自分づくり・仲間づくり・まちづ
くり」の学習情報を市民に提供で
きるよう、今後も、年２回の発行
を予定しています。
・編集委員については、担当者
が固定しないように工夫していき
ます。

・学校や子供たちを核にする地
域コミュニティづくりについて、高
校生やPTA、学校関係者、区長
会等それぞれの立場から、ワー
クショップ形式による意見交換と
協議を行い、生涯学習に対する
意欲を喚起することができまし
た。

・学校に何らかの形で携わって
いる人の参加は十分ですが、地
域の方をどう巻き込むかが課題
です。

３
・フォーラムで話し合われたこと
から、学校・家庭・地域のそれぞ
れでできることを考え、実践に向
けて検討していきます。

・日ごろの活動や学びの成果を
発表することで、充実感を得られ
たとともに、他者の生涯学習へ
の取組みを目にすることで、自分
自身の関心・意欲を高めることに
もつながりました。

・開催日数、開催会場、参加者
に見合った内容にしていくよう検
討する必要があります。 ３

・久喜市生涯学習推進計画に
則った生涯学習活動の推進を図
ります。

・各種団体の事業が円滑に運営
され、団体事業の支援ができま
した。

・各種団体へ助言し、継続的に
活動を支援する必要がありま
す。 ３

・各種団体へ助言をしながら、社
会教育関係団体の補助金を交
付し、活動を支援していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ２　保護者の交流機会の提供・支援

１　子育てについ
ての意見交換の
場の充実

184

家庭教育学級の実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・子育ての悩みや親子の関わり方等
について、仲間と共に話し合える機会
を提供するため、小・中学校のＰＴＡ及
び幼稚園、保育園の保護者会が行う
家庭教育活動に対し、補助金を交付し
ました。
交付団体数：３１団体（小学校１７校、
中学校５校、保育園３園、幼稚園６園）

２　各種講演会等
の充実

185

子育て講座（親の学習）の実
施

（継続的取組み）

生涯学習課

・各小学校の就学時健康診断に併せ
て、子育て中の保護者を対象に、子育
てに必要な知識やスキルを学ぶため、
「子育て講座」を実施しました。
開催期間：１０月、実施校：２３校
参加者：１，１７５人

186

家庭教育フォーラムの実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・鷲宮総合支所会議室にて、「思春期
の子どもたちを理解する」をテーマに、
講義及びグループによる意見交換を
開催しました。
開催日：平成３１年１月２９日（火）
参加者：５８人

基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ３　生涯学習環境の整備・充実

１　生涯学習施設
の建物及び設備
の整備・充実

187

社会教育施設の整備

（目標年度：令和４年度）

生涯学習課
中央公民館

・栗橋いきいき活動センターしずか館
と栗橋公民館との統合に向けた検討
を行いました。

２　生涯学習施設
の利用促進

188

生涯学習情報紙（まなびす
と久喜）の発行
※再掲（連番１８０）

（継続的取組み）

生涯学習課

・生涯学習情報紙「まなびすと久喜」を
年２回発行し、全戸配布しました。
まなびすと久喜　１６号（８/１発行）
まなびすと久喜　１７号（１/１発行）
発行部数：各６０，５００部

３　生涯学習セン
ターの整備・充実

189

生涯学習センターの整備

（目標年度：未定）
○ 生涯学習課 ・なし。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・講座等の開催により子育てに
関する学習する機会の提供と保
護者同士の子育ての悩み等の
情報共有、交流が図られました。

・保護者同士が安心して交流で
きるような環境を整えていく必要
があります。 ３

・子育て支援の講演会等を開催
し、情報提供と交流の場の充実
を図ります。

・家庭教育アドバイザー等によ
る、講義やグループエンカウン
ター等の演習を通して、保護者
一人ひとりが、親としての役割や
責任を自覚し、子育てに関する
必要な知識等の習得や保護者
同士の交流が図られました。

・参加者が増えるような講座内容
の工夫に課題があります。 ３

・子育て中の親が安心して研修
会、講演会などの学びの機会に
参加できるような内容にしていき
ます。

・「思春期の子どもたちを理解す
る」をテーマに、講義やグループ
による意見交換を行うことによ
り、思春期の子どもたちの現状を
理解し、各家庭での「子育て」に
対する悩みや思いについて話し
合うことができました。

・参加者数が増えるような内容の
工夫に課題があります。 ３

・子育て世代の保護者が興味を
もつような悩みや不安を解消す
るための内容にしていきます。

成果 課題

・栗橋いきいき活動センターしず
か館と栗橋公民館の今後のあり
方は、栗橋駅東地区全体のまち
づくりと一体的に取り組むことを
市として決定し、「栗橋駅東地区
の土地利用及び当該区域内公
共施設のあり方等に関する庁内
検討会議」において検討すること
が確認できました。

・教育委員会の中だけにとどまら
ず、市長部局の各課とも、部局
の枠を超えて検討していく必要
があります。

Ｂ
・「栗橋駅東地区の土地利用及
び当該区域内公共施設のあり方
等に関する庁内検討会議」（都
市計画課所掌）を設置し、同会
議の中で検討していきます。

・全戸配布することにより、市民
に広く生涯学習の取り組みや生
涯学習施設、地域で活動する
サークルの紹介等を情報提供す
ることができました。

・編集委員が高齢化・固定化して
いるため、新たな人員の確保が
課題です。 ３

・「自分づくり・仲間づくり・まちづ
くり」の学習情報を市民に提供で
きるよう、今後も、年２回の発行
を予定しています。
・編集委員については、担当者
が固定しないように工夫していき
ます。

・特にありません。
・市の方針が決定された後、教
育委員会として再検討する必要
があります。 Ｄ ・市の方針決定について、注視し

ていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ４　公民館活動の充実

１　公民館事業の
充実

190

公民館主催事業の実施

（継続的取組み）
中央公民館

・公民館主催事業として８５事業を実
施し、１４，２６５人の参加がありまし
た。
（中央公民館９事業１，７９７人、青葉
公民館９事業９５４人、南公民館７事業
４３１人、西公民館１０事業１，１７２
人、東公民館９事業３，０３９人、森下
公民館１３事業１，１０８人、栗橋公民
館１７事業３，３０５人、鷲宮公民館１１
事業２，４５９人）

191

久喜市公民館連絡協議会
主催事業の実施

（継続的取組み）

中央公民館

・公民館連絡協議会主催事業として、
３事業を実施しました。
・市民企画事業として、４事業を実施し
ました。

２　公民館運営の
充実

192

公民館施設・設備改修工事
等の実施

（目標年度：令和５年度）

中央公民館

・平成２９年度に策定した各公民館の
修繕計画を、老朽化や不具合の進行
具合に合わせ、平成３１（令和元）年度
から令和５年度までの５か年計画とし
て見直しを行い、特に大規模改修を要
する施設に関する修繕計画の方向性
を検討しました。

193

市民が利用しやすい管理運
営の充実

（継続的取組み）

○ 中央公民館

・各公民館において、施設の適正管理
のため業務委託や物品の賃貸借を行
いました。
・生涯学習や地域活動の情報提供、
窓口や電話での相談の対応、備品の
貸出等を行いました。

３　公民館の適正
配置の検討

194

公民館の適正配置の検討

（目標年度：令和４年度）
中央公民館

・栗橋公民館と栗橋いきいき活動セン
ターしずか館との統合に向けた検討を
行いました。
・新市長及び新副市長の就任に伴い、
平成３０年１０月に市長部局による栗
橋公民館と栗橋いきいき活動センター
しずか館の現況視察を行いました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・各公民館が特色ある事業を実
施することで、市民の教養を向
上させ、健康の増進、情操の純
化を図り、生活文化の振興に寄
与することができました。

・公民館単位で事業の企画・立
案を行うため、同時期に類似事
業を開催することがあります。 ３

・今後も市民交流の場と学習の
機会を提供するため、公民館運
営委員制度を活用し、地域の
ニーズに応じた特色のある事業
を実施します。

・各公民館の館長並びに運営委
員の代表委員からなる公民館連
絡協議会が主催する共同事業を
実施することで、各公民館の枠
を超えた事業の実施を行うこと
ができました。
・従来型の提供する事業ではな
く、市民が自ら企画、運営する事
業を実施することで、生涯学習を
身近に感じるとともに地域づくり
への参加の場を提供することが
できました。

・市民企画事業について、創設
時は外部から専門家を招聘して
の講座が中心でしたが、近年は
内部講師による文化・スポーツ
等の講座の割合が増えており、
多彩な講座の内容を用意できる
よう工夫する必要があります。

３
・市民企画事業の実施数及び講
座の内容のさらなる拡大に向
け、周知方法の工夫を図ります。

・現時点における各公民館の修
繕計画を把握することにより、公
民館全体として、今後の大規模
改修を要する施設及び修繕内容
について緊急性や優先度合いを
検討し、予算要求に反映すること
ができました。

・今後、公共施設個別施設計画
の策定にあたり、各公民館の修
繕計画の定期的な見直しに加
え、市のアセットマネジメント推進
本部による方針等を注視する必
要があります。

Ｂ
・公共施設個別施設計画の策定
（令和２年度まで）に合わせ、各
公民館の修繕計画の方向性を
引き続き検討します。

・利用者が公民館を快適に利用
できる環境を維持することができ
ました。
・市民や利用者の相談に対し、
職員や公民館補助委員が適切
に応じることができました。

・施設の老朽化等に伴い、業務
委託の内容等を従来以上に精
査する必要があります。 ３

・今後も利用者が公民館を快適
に利用できるよう業務委託等を
適切に実施していきます。
・利用者の相談に対し、引き続き
適切に応じます。

・現況視察後、栗橋駅東地区の
土地利用及び当該区域内公共
施設のあり方等について、庁内
検討会議の設置が決定し、栗橋
公民館と栗橋いきいき活動セン
ターしずか館の統合が都市計画
と一体となることが確認できまし
た。

・栗橋公民館と栗橋いきいき活
動センターしずか館の統合が都
市計画と一体になったことによ
り、適正配置の検討に遅れが生
じる可能性があります。
・市のアセットマネジメント推進本
部が市内公民館の適正配置数
を検討しており、その動向を注視
する必要があります。

Ｂ
・庁内検討会議には、教育部長
をはじめ生涯学習課長、中央公
民館長等の関係者が参加するこ
とから、教育委員会及び公民館
としての意見を伝えていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ５　図書館サービスの充実

１　「久喜市図書
館サービス基本計
画」の推進

195

市民の学習活動・課題解決
に必要な図書館資料の充実

（継続的取組み）

生涯学習課

・図書館サービスの根幹となる図書資
料（１３，９６１冊）や視聴覚資料（２４２
タイトル）などの資料について、新規に
購入して図書館資料の充実を図りまし
た。

(※レファレンスに対する利用者満足
度調査については、平成３０年度は実
施しませんでした。）

196

図書館ネットワーク体制の
整備、連携の実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・埼玉県立図書館の協力貸出制度の
ほか、埼玉県内の市町村立図書館や
埼玉県内の大学図書館との相互貸借
協定等に参加することで、利用者から
のリクエストのうち市立図書館に所蔵
していない資料について、利用者に提
供しました。
（借受件数３，３２５件）
（人口一人あたりの貸出冊数４．９４
冊）

197

さまざまな利用者に対応し
たサービスの推進

（継続的取組み）

生涯学習課

・視覚障がい者のための朗読ＣＤ(２
枚）や大活字図書（５６冊）について、
新たに購入しました。
・図書への興味、関心を喚起する事業
を様々な世代の市民を対象に実施し
ました。
（７回実施、参加者数１５４人）

２　「久喜市子ども
読書活動推進計
画」の推進

198

子どもの読書環境の充実と
整備の実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・乳幼児期から読書に親しむことがで
きるように、様々な資料を収集しまし
た。
（絵本１，６０３冊、紙芝居５９冊）
・読書の動機付けとなる事業を実施し
ました。
（参加者数９８人）

199

ブックスタート事業の実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・４か月健診の機会を捉え、絵本を取
り入れた子育ての提案を行うととも
に、ブックスタートパック（絵本、アドバ
イス集、コットンバック）の配布を行い
ました。
（４２回実施、参加者数９０４人）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・市内図書館各４館のニーズを
踏まえ、各館の司書が選書を担
当することで、利用者の学習活
動・課題解決に必要な図書館資
料の整備に繋げることができまし
た。

・選書については、各館で行うだ
けでなく、全４館の横の連携も
図っていく必要があります。
・除籍については、各館で行うだ
けでなく、再活用に繋げて、でき
る限り現物処分を少なくする必
要があります。
・市立図書館各館の収蔵可能冊
数を積算して、その冊数を目標
に選書や除籍を行う必要があり
ます。

３

・選書や除籍については、各館
の司書同士の横の連携を図って
いきます。
・市立図書館各館の収蔵可能冊
数を積算し公表していきます。
・レファレンスに対する利用者満
足度調査については、毎年度実
施できるように検討していきま
す。

・市からの新たな費用負担を生じ
ることなく、利用者からのリクエス
トに対応することができました。

・今後さらにネットワーク体制の
整備が必要です。 ３

・今後も埼玉県立図書館のほ
か、埼玉県内の市町村立図書館
や埼玉県内の大学図書館との連
携を深めていきます。
・国会図書館との連携について
検討していきます。

・朗読ＣＤや大活字図書を新たに
購入して、視覚障がい者の方な
どに提供することができました。
・様々な世代を意識した映画会
を実施して様々な世代の方に来
館してもらうとともに、映画に関
係のある図書等を紹介すること
で、図書への興味・関心を喚起
することができました。

・全体の所蔵資料のバランスを
考えながら、朗読ＣＤや大活字
図書等について、今後も引き続
きを整備していく必要がありま
す。
・図書への興味・関心を喚起する
ことができる映画会等について
は、今後も引き続き実施していく
必要があります。

３

・朗読ＣＤや大活字図書だけにと
らわれることなく、点字図書やＬＬ
ブックなどユニバーサルサービ
スを総合的に考えていきます。
・映画会だけにとらわれることな
く、図書への興味・関心を喚起す
ることができるイベントを幅広く考
えていきます。

・絵本や紙芝居を新たに購入し、
乳幼児期の方などに提供するこ
とができました。
・年齢を意識したおすすめ絵本リ
ストの配布やおはなし会を実施
により、読書の動機付けを行うこ
とができました。

・全体の所蔵資料のバランスを
考えながら、絵本や紙芝居等に
ついて、今後も引き続き整備して
おく必要があります。
・読書の動機付けを行うための
事業については、今後も引き続
き実施していく必要があります。

３
・絵本や紙芝居だけにとらわれる
ことなくＤＶＤなどのデジタル資料
も考えていきます。
・読書の動機付けを行うための
事業については、おはなし会を
核にしながらも様々なアイデアを
検討していきます。

・保護者に対しては、図書を通じ
て行う言葉がけの重要性や親子
の時間の過ごし方などをアドバイ
スすることができました。

・関係機関との連携が必要で
す。 ３

・４か月児健診に参加できなかっ
た方へのアフターフォローについ
て、保健センターとも連携しなが
ら検討していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ５　図書館サービスの充実

200

子どもの読書活動への理解
や関心を深めるための啓発
事業の実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・おはなしや絵本の魅力を伝えるため
に小学校などでおはなし会などを実施
しました。
（おはなし会１９５回実施）
・学校の調べ学習で図書館所蔵資料
を活用してもらいました。
（学校への団体貸出冊数１，８０４冊）
・学校訪問ブックトーク、学校訪問おは
なし会で、市内小学校に職員が伺いま
した。
（学校訪問事業：１８校で実施）

201

子ども読書活動推進のため
のボランティアの育成

（継続的取組み）

生涯学習課

・ボランティアの養成講座を行いまし
た。
【中央図書館】
「ボランティアスキルアップ講座」（１回
実施、参加者数２５人）
【栗橋文化会館図書室】
「絵本がもたらすふれあいの時間」（１
回実施、参加者数２７人）

202

学校図書館との連携事業の
実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・学校で活用できる図書館資料を整備
し貸出をしました。
・訪問先で選書の相談を受けた時にア
ドバイスしました。
・「図書館ボランティア初級講座」を開
催しました。
（２回実施、参加者数１６人）
・学校図書館ボランティアからの要請
により、カバー掛けの研修を行いまし
た。
（１回実施、参加者数５人）

３　こども図書館
の整備

203

こども図書館の開設準備

（目標年度：未定）
○ 生涯学習課 ・なし。

４　図書館施設の
充実

204

図書館施設・設備修繕工事
の実施

（目標年度：平成３０年度）

生涯学習課

・図書館内で故障や不具合の場所の
修繕をしました。
【中央図書館】７か所
【菖蒲図書館】１か所
【栗橋文化会館図書室】２か所
【鷲宮図書館】３か所

205

図書館の効率的な運営の検
討

（目標年度：平成３０年度）

生涯学習課

・市立図書館への指定管理者制度導
入について教育委員会の方針をまと
めるとともに、市議会に議案を上程し
て検討していただきました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・子どもを対象にしたおはなし会
の開催や、学校と連携して図書
館資料の貸出やブックトーク等を
行うことで、絵本の魅力や読書
の楽しさを伝えることができまし
た。

・今後も、時代の変化に対応した
啓発事業を、常に検討していく必
要があります。 ３

・指定管理者制度導入１年目の
平成３１（令和元）年度は、原則
として前年度の事業の継続を前
提にしますが、２年目以降は民
間のノウハウを活かした事業提
案を求めていきます。

・ボランティアの養成講座を２つ
の会場で各１回行い、４館のおな
はしボランティアや朗読ボラン
ティアなどから参加者を募ること
で、多くの関係者にスキルアップ
の機会をつくることができまし
た。

・会場や回数等については、ボラ
ンティア関係者の要望等を聞い
て、検討する必要があります。 ３ ・ボランティア関係者の要望等を

聞きながら、研修内容等を検討
していきます。

・学校又は学校図書館ボランティ
アの要望に対して、可能な限り
の対応を行うことで、連携が深ま
りました。

・すべての学校で深い連携を積
み上げていく必要があります。 ３ ・学校の要望を探り、資料や講座

などの充実に努めていきます。

・特にありません。
・市の方針が決定された後、教
育委員会として再検討する必要
があります。 Ｄ ・市の方針決定について、注視し

ていきます。

・図書館利用者が、安全・快適に
利用できるように、予算の範囲
内で必要な修繕工事を行うこと
ができました。

・予定していない修繕工事が急
に発生することもあり、日ごろの
点検確認と、早目の準備をして
おく必要があります。

Ｂ
・修繕工事が必要な場所の洗い
出しと、その修繕工事に必要な
予算の積算、さらには優先順位
について、毎年検討していきま
す。

・市立図書館への指定管理者制
度の導入について、教育委員会
と市議会それぞれで審議を重ね
ていただいたうえで、平成３１（令
和元）年度からの導入を決定す
ることができました。

・指定管理者制度の導入（平成３
１（令和元）年度～令和５年度）
は決定されましたが、指定管理
者による管理運営をしばらくの間
は注視していく必要があります。

Ｂ
・生涯学習課の中に図書館係を
新設し、指定管理者による管理
運営について、市と指定管理者
相互の関係を良好に保ちながら
管理していきます。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ６　市民大学・高齢者大学の充実

１　市民大学の充
実

206

市民大学講座の充実
※再掲（連番１７４）

（継続的取組み）

生涯学習課

・特別講座として学長、副学長の講話
の実施や生涯学習のリーダー育成の
ためのボランティア体験、学生自ら企
画する企画講座等を実施しました。
（１年生：３０講座１２人、２年生：２０講
座１２人）

207

市民大学公開講座の充実
※再掲（連番１７５）

（継続的取組み）

生涯学習課

・公開講座を久喜地区５回、菖蒲地区
２回、栗橋地区２回、鷲宮地区２回の
計１１回開催しました。主な講座とし
て、「鷲宮神社と催馬楽神楽」や近代
の久喜「鉄道の発達と地域の変遷」、
「本多静六博士」、「鷲宮の自然と動植
物」や「高齢者介護の現状について」
等、久喜の歴史や文化、自然環境や
健康福祉等をテーマに実施しました。
（一般参加者数８９人）

２　高齢者大学の
充実

208

高齢者大学講座の充実
※再掲（連番１７６）

（継続的取組み）

生涯学習課

・食生活や体力づくり、環境問題、介
護問題など実生活に即した講座等を
実施しました。
（各学年講座等２０日）
（１年生５６人、２年生４４人、３年生５０
人、４年生７１人）

209

学校行事（体育祭、作品展
示会、音楽芸能祭等）の充
実
※再掲（連番１７７）

（継続的取組み）

生涯学習課
・学校行事の充実のため、グラウンド
ゴルフ大会や体育祭、作品展示会、音
楽芸能祭等を実施しました。

210

自主活動（クラブ活動、ボラ
ンティア活動）の充実
※再掲（連番１７８）

（継続的取組み）

生涯学習課

・クラブ活動を通し、趣味活動を積極
的に支援しました。
・ボランティア推進委員会による公共
施設等の草取りやイベントへの参加協
力など自主活動を実施しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・生涯学習活動やボランティア活
動等を通じて、地域コミュニティ
づくりの担い手及びリーダーとし
ての資質を高めることができまし
た。

・市民大学生の新入生を獲得す
ること、また、市民のニーズを把
握して、魅力ある講座内容にして
いくことが課題です。

３
・市民の生涯学習やボランティア
活動への理解を深め、まちづくり
のリーダーとなる人材を育成す
る市民大学・大学院を充実して
いきます。

・公開講座を実施することによ
り、市民大学生以外の市民の方
にも聴講していただき、市民大学
の講義の状況、活動の様子等を
知ってもらう機会を提供すること
ができました。

・平成２９年度と比べ、参加者が
減少しているので、魅力ある講
座にしていくこと、また、市民に
広く周知することが課題です。

３
・今後も４地区で開催し、アン
ケートを実施して、参加者のニー
ズに合わせた内容となるように
充実を図ります。

・講座の平均出席率が高く推移
し、アンケートの集計結果からも
講座満足度が概ね好評との結果
を得ることができました。

・学生数の減少と講座内容の更
なる充実が課題です。 ３

・実生活に即した教養の向上を
図り、趣味活動や社会参加によ
る生きがいを高める高齢者大学
を充実します。

・学校行事を行うことにより、在
校生のクラス内の交流や異学年
との交流を通して、連帯感を高
めるとともに、学校生活の充実
が図られました。

・学校行事の多忙感の増大が課
題です。 ３

・学生ニーズにあった魅力ある内
容に充実していきます。
・適切な役割分担を行うことで、
多忙感が増大することのないよ
うに働きかけていきます。

・クラブ活動では、美術や音楽、
スポーツ等の同好者が集い、活
動することにより健康で豊かな活
動をするとともに、友情の輪を広
げることができました。
・ボランティア活動では、ボラン
ティア推進委員会により、ボラン
ティア活動計画を編成し、学生に
よる自主的な活動の充実が図ら
れました。

・ボランティア活動の負担感の増
大と新たな活動推進が課題で
す。 ３

・新たな活動を展開するにあたっ
ては、学生の意見を尊重しつつ、
負担感に留意し、クラブ活動とボ
ランティア活動を促進していきま
す。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ５　豊かな生き方を築く生涯学習の推進
施　　策 ７　放課後子ども教室の推進

１　放課後子ども
教室の推進

211

学校・家庭・地域が連携し、
子どもたちが健やかにはぐく
まれる環境づくりの推進

（継続的取組み）

生涯学習課

・運営委員会、実施委員会を開催しま
した。
（講座数４２９、サポーター数２，２１４
人）
・放課後子ども教室における円滑な運
営を図るため、情報交換会を実施しま
した。
（情報交換会１回、１２０人）

212

安全・安心な活動拠点の確
保と調整

（継続的取組み）

生涯学習課

・学校関係者、実施委員、サポーター
等を対象に全員研修会や情報交換会
を実施しました。
①全員研修会（参加者数２０７人）
②ゆうゆうプラザ見学会（２３校）（参加
者数２９３人）
③情報交換会(全体会)（参加者数１２
０人）

２　放課後子ども
総合プランの推進

213

放課後子ども総合プランに
向けた連携と調整

（継続的取組み）

○ 生涯学習課

・放課後児童健全育成事業（放課後児
童クラブ）と、学習や体験・交流活動な
どを行う事業（放課後子ども教室）との
連携を図りました。

取組み内容具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課
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点検・評価調書

成果 課題

・各実施委員会の実施により円
滑な運営に係る情報を相互に共
有することができました。
・運営委員会では、情報交換会
を実施し、ゆうゆうプラザの事例
発表や情報交換を行うことによ
り、講座のあり方や工夫、安全な
指導と対応等を学習することが
できました。
・それぞれのゆうゆうプラザで
は、サポーター数が増加するとと
もに、子どもたちの興味・関心を
考えた講座も増え、地域の方と
友達と楽しく学んだり遊んだりす
ることができました。

・講座を開くにあたっての、指導
者の確保、児童が興味をもつ講
座内容の工夫が課題です。 ４

・学校・家庭・地域の連携をもと
に、放課後子ども教室の活動の
充実を図ります。

・全員研修会やゆうゆうプラザ見
学会等を実施し、同じ課題につ
いて考えたり、今後の講座を考
えるきっかけとなったりするととも
に、各ゆうゆうプラザの活動状況
やサポーターの人材確保、安全
管理等を学習することができ、参
加者数も増えました。

・情報交換会では、内容の検討、
見学会については、日程の調整
等が課題です。 ４

・子どもたちの安全・安心な活動
拠点として、学習やスポーツ・文
化芸術活動、地域住民との交流
活動等の機会の提供を図りま
す。

・放課後子ども教室において、放
課後児童クラブと連携して実施
することができました。

・小学校の余裕教室等の活用
や、教育と福祉との連携方策等
について検討する必要がありま
す。
・放課後児童クラブに参加する多
くの児童が、放課後子ども教室
に参加するように、講座内容等
を工夫する必要があります。

３
・学校教育に支障が生じないよ
う、余裕教室や放課後等に一時
的に使われていない特別教室等
の活用を促進していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける点検・評価調書

平成28年度～平成30年度　図書貸出・所蔵数推移

中央 菖蒲 栗橋 鷲宮

平成28年度 392,419 109,614 63,894 252,743

平成29年度 392,584 125,936 64,344 244,960

平成30年度 389,788 119,672 70,048 234,589
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基本目標の概要 
多様な文化芸術活動を支援するとともに、市民が文化芸術に触れることがで

きる機会の充実を図ります。また、市の文化的・歴史的資産を未来に継承する

とともに、地域の活性化に役立てます。 
 

施策 

１ 文化芸術団体の育成・支援  ２ 文化芸術活動等の充実 
３ 地域文化資源の発掘  ４ 文化財の保存・継承 
５ 文化財の活用  ６ 郷土資料館の充実 
 

６つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 １６  ○数値目標 ７  ○取組み ２５ 

 

担当課 

○生涯学習課  ○文化財保護課 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全７件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 ５ 71.4％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 ０ 0.0％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 １ 14.3％ 

Ｄ 達成率 80％未満 １ 14.3％ 

 

継続的 

取組み 

（全１６件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た １ 6.2％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた １５ 93.8％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった ０ 0.0％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった ０ 0.0％ 

 

 

基本目標６ 
歴史・文化の継承と活用 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全９件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている ０ 0.0％ 

Ｂ 概ね計画どおりである ８ 88.9％ 

Ｃ 計画より遅れている ０ 0.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった １ 11.1％ 

 

学識経験者の意見 

芸術文化に親しみ発表する機会として、美術展や市民芸術祭、吹奏楽フェス

ティバルは、多くの出品数、出演団体があり、さらに大勢の入場者があり、出

品した方や出演団体の良き発表の場となっています。また、発表の場があると

いうことは、日頃の創作活動に対して意欲を高めることに通じると思います。

演奏団体についても同様で、発表日に合わせて練習を積み重ね、演奏技術を向

上させることができます。そして、文化芸術活動の充実とともに、地域の文化

の創造と振興に貢献していると思います。 

「街かどコンサート」は、９回実施され、開催された会場の規模に応じてた

くさんの参加者があり、大きな成果が挙げられたと思います。音楽に触れる機

会、音楽愛好家の活動の場の提供と、事業の目的も果たされたと思います。こ

の取組みを多くの市民、あるいは市外の人に周知するための広報活動と情報発

信の工夫によって、市民の参加だけでなく、市外の方の参加を促し、街の活性

化につながればいいと思います。 

各種事業・取組みについては、どうやって広報や人集めをするか、例えば、

目玉の人を呼ぶとか、目玉の行事をぶつけるとか、そういったちょっとした工

夫で、参加者はどんと増えていくわけですから、いろいろな行事、伝統文化も

含めてですけれども、そういうものも大切にすると同時に、人集めをする工夫

をすると、数値はすぐに上がっていくのではないかと思います。 

小学校においても、郷土の歴史文化を学習しています。小・中学生のように

若い世代の市民が、久喜市の伝統文化に関心を持つことは、非常に重要なこと

だと思います。小・中学生が住んでいる地域の伝統芸能については、興味関心

があり、深く学ぼうとする意欲もあると思います。ただ、久喜市の伝統芸能で

あっても、住んでいる地域から離れている地域の伝統芸能については、比較的

関心が低いと思われますので、引き続き小・中学校と連携して、久喜市の伝統

芸能として周知する取組みを実施していただきたいと思います。 

歴史と文化の継承と活用というのは、今住んでいる市民一人ひとりに担わさ

れたものです。学校でも久喜市の歴史を教えていますので、久喜市にはすばら

しい歴史があるわけですから、それを子どものうちから触れて、ずっと誇りに

していけるようにすることが、すごく大事だと思います。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用

施　　策 ２　文化芸術活動等の充実

具体的施策 １　文化芸術活動の成果発表及び鑑賞する機会の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 81.1%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｃ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　文化芸術活動の成果発表及び鑑賞する機会の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 65.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

久喜市美術展入場者
数

人

2,135

1,819

2,800

久喜市美術展出品者
数

人

379

365

450

379 365 

450 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

2,135 

1,819 

2,800 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－134－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用

施　　策 ２　文化芸術活動等の充実

具体的施策 １　文化芸術活動の成果発表及び鑑賞する機会の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 118.6%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ
※第２期計画の数値目標設定時に、平成２５～２７年度の実績値が８００
人に届かず、第１期計画の目標値８５０人を下回る結果となっていたため、
過去の実績を踏まえ、数値目標を８００人と設定しています。

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 １　文化芸術活動の成果発表及び鑑賞する機会の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 127.8%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

吹奏楽フェスティバル
入場者数

人

1,968

2,684

2,100

市民芸術祭入場者数

人

911

949

800

911 

949 

800 

700

750

800

850

900

950

1,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

1,968 

2,684 

2,100 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－135－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用

施　　策 ２　文化芸術活動等の充実

具体的施策 １　文化芸術活動の成果発表及び鑑賞する機会の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 112.5%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

街かどコンサートの実
施回数

回

7

9

8

7 

9 

8 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－136－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用

施　　策 ４　文化財の保存・継承

具体的施策 ３　指定無形民俗文化財の後継者育成・伝承活動への支援

数値目標名 担当課 文化財保護課

単位 達成率 106.6%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

郷土伝統芸能後継者
育成活動の実施回数

回

377

405

380

377 

405 

380 

360

365

370

375

380

385

390

395

400

405

410

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－137－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用

施　　策 ６　郷土資料館の充実

具体的施策 １　展示の実施等による所蔵資料の活用

数値目標名 担当課 文化財保護課

単位 達成率 112.4%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

郷土資料館の入館者
数

人

7,766

8,880

7,900

7,766 

8,880 

7,900 

7,200

7,400

7,600

7,800

8,000

8,200

8,400

8,600

8,800

9,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－138－



・

－139－



久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 １　文化芸術団体の育成・支援

１　文化芸術団体
の活動支援及び
育成

214

文化団体補助事業

（継続的取組み）
生涯学習課

・市内４地区の文化団体に、次のとお
り補助金を交付しました。
①久喜文化団体連合会９７５，０００円
②菖蒲文化団体連合会 ８２０，０００円
③栗橋文化協会　        ８２０，０００円
④鷲宮文化団体連合会６２０，０００円

基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ２　文化芸術活動等の充実

１　文化芸術活動
の成果発表及び
鑑賞する機会の
充実

215

美術展（絵画等・書・写真）
の実施

（継続的取組み）

生涯学習課

・美術展を以下のとおり実施しました。
【絵画・彫刻・工芸】
開催日：Ｈ３０．９．２７（木）～１０．１
（月）
会場：久喜総合文化会館広域文化展
示室
（出品数１０３点、入場者数７１０人）
【書】
開催日：Ｈ３０．１０．２４（水）～２８（日）
会場：久喜総合文化会館広域文化展
示室・視聴覚ライブラリー室・研修室３
（出品数１２３点、入場者数３９０人）
【写真】
開催日：Ｈ３０．１１．１４（水）～１９（月）
会場：久喜総合文化会館広域文化展
示室
（出品数１３９点、入場者数７１９人）

216

市民芸術祭の実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・市民芸術祭を以下のとおり実施しま
した。
開催日：Ｈ３１．１．２０（日）
会場：久喜総合文化会館小ホール
（出演団体２１団体（一般応募19団体、
市内中学校演劇部、市内幼稚園合
奏））
（入場者数９４９人）

217

吹奏楽フェスティバルの実
施

（継続的取組み）

生涯学習課

・埼玉県芸術文化祭地域文化事業参
加事業として第２８回吹奏楽フェスティ
バルを以下のとおり実施しました。
開催日：Ｈ３０．１１．１１（日）
会場：久喜総合文化会館大ホール
（出演団体１４団体（１２組）①久喜中
学校②久喜南中学校③栗橋東中学校
④久喜東中学校・太東中学校⑤鷲宮
高等学校・久喜北陽項等学校・鷲宮西
中学校・鷲宮中学校⑥鷲宮東中学校
⑦久喜高等学校⑧菖蒲中学校・菖蒲
南中学校⑨久喜シンフォニックウイン
ズ⑩白岡高等学校⑪不動岡高等学校
⑫花咲徳栄高等学校（出演順））
（延べ入場者数２，６８４人）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

－140－



点検・評価調書

成果 課題

・４地区の文化団体に補助金を
交付することで、各地区ごとに立
案した市民文化祭などの文化事
業を、各団体自らの手で実施す
ることができました。

・合併後の新市としての文化団
体という意識を、さらに醸成して
いく必要があります。 ３

・各地区の文化団体の横の連携
を図るための仕組みを検討して
いきます。

成果 課題

・絵画、彫刻、工芸、書及び写真
等の文化芸術の分野で活動する
方に、日頃の創作活動の成果を
発表する機会を提供することが
できました。
・市民に絵画、彫刻、工芸、書及
び写真等の文化芸術を鑑賞する
機会を提供することができまし
た。

・出品数及び来場者数の増加に
つながる施策を検討していく必
要があります。
・各地区の文化団体連合会の会
員ではない一般の方からの出品
につながる施策を検討していく必
要があります。

３ ・募集方法や事業の周知方法の
見直しを検討していきます。

・市内で活動するフラダンス、ダ
ンス、合唱、舞踊、民謡、合奏、
演劇などの表現芸術団体に、日
頃の活動の成果を発表する機会
を提供することができました。
・市民に文化芸術団体の表現芸
術を鑑賞する機会を提供するこ
とができました。

・出演者の選定や観客数の増加
につながる施策を検討していく必
要があります。 ３

・出演者の募集方法・実施方法
及び事業内容等の見直しを検討
していきます。

・中学や高等学校の吹奏楽団体
に、日頃の活動の成果を発表す
る機会を提供することができまし
た。
・市民や県民に、良質でレベル
の高い吹奏楽演奏を鑑賞する機
会を提供することができました。
・事業開催前に地域情報誌等に
も取り上げられたこともあり、延
べ入場者数は昨年度実績より約
３割増の２，６８４人となり、大き
な成果を得ることができました。

・実行委員会の会議において、
新しい試みの提案（例えば、聴
衆参加型フェスティバルの実施
など）がなされているので、検討
する必要があります。

４ ・聴衆参加型フェスティバルの実
施について検討していきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

－141－



久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ２　文化芸術活動等の充実

218

街かどコンサ－トの実施

（継続的取組み）
○ 生涯学習課

・街かどコンサートを以下のとおり実施
しました。
①Ｈ３０．４．６（金）開催　７２人参加
　会場：久喜市中央公民館
　内容：マンドリンとチェロの二重奏
②Ｈ３０．５．１９（土）開催　１４３人参
加
　会場：久喜総合文化会館ふれあい広
場
　内容：ピアノ演奏
③Ｈ３０．６．１６（土）開催　１６７人参
加
　会場：菖蒲総合支所
　内容：バンド演奏、ジャグリング
④Ｈ３０．６．２３（土）開催　７５人参加
　会場：菖蒲総合支所
　内容：バンド演奏、ジャグリング
⑤Ｈ３０．１０．５（金）開催　２８５人参
加
　会場：久喜駅東口駅前広場
　内容：トロンボーン演奏、合唱、吹奏
楽
⑥Ｈ３０．１０．２１（日）開催　１１１人参
加
　会場：武蔵野銀行久喜支店駐車場
　内容：ジャムセッション

⑦Ｈ３０．１１．４（日）開催　９５人参加
　会場：栗橋文化会館　内容：バンド演
奏
⑧Ｈ３０．１２．９（日）開催　８７５人参
加
　会場：モラージュ菖蒲
　内容：ピアノ・バンド演奏等
⑨Ｈ３１．３．２４（日）開催　４２２人参
加
　会場：久喜マラソン沿道
　内容：バンド演奏、吹奏楽

２　市民ギャラリー
の設置

219

市民ギャラリーの設置に向
けた検討

（目標年度：未定）

○ 生涯学習課 ・なし。

基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ３　地域文化資源の発掘

１　調査報告書の
刊行

220

市指定文化財「久喜八雲神
社の山車行事（天王様・提
灯祭）」の調査

（目標年度：平成３０年度）

文化財保護
課

・市指定文化財「久喜八雲神社の山車
行事（天王様・提灯祭）」の調査を行い
ました。
・調査に基づき『久喜八雲神社の山車
行事（天王様・提灯祭）』報告書を刊行
しました。
（１，０００部刊行）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・市民が気軽に音楽に触れる機
会を提供することができました。
・市民等の音楽演奏愛好者の方
に、活動の場を提供することがで
きました。

・若い世代の演奏登録者の掘り
起こしをしていく必要がありま
す。
・出演者同士が交流できるような
機会を設定する必要がありま
す。

３

・演奏登録者の募集について積
極的な働きかけを検討していき
ます。
・出演者同士の横の連携や、合
奏あるいは助演などの様々な演
奏スタイルができるようにするた
め、交流会などのような場の設
定を検討していきます。

・特にありません。
・市の方針が決定された後、教
育委員会として再検討する必要
があります。 Ｄ ・市の方針決定について、注視し

ていきます。

成果 課題

・新資料の発見などにより、山車
行事としての価値を明確にする
ことができました。
・報告書の刊行により山車行事
の情報を外部に発信することが
できました。

・山車行事の情報を広く周知して
いく必要があります。 Ｂ

・ホームページなどを通じて、山
車行事の情報を広く周知してい
きます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ３　地域文化資源の発掘

221

埋蔵文化財発掘調査報告
書の刊行

（目標年度：平成３０年度）

○
文化財保護
課

・神明神社東遺跡・栢間小塚遺跡の遺
物・図面の整理を行いました。
・両遺跡の発掘調査報告書を刊行しま
した。
（５００部刊行）

２　歴史的な地域
文化資源の情報
の発信

222

市ゆかりの人物ブックレット
の刊行

（目標年度：平成３０年度）

文化財保護
課

・「黙山元轟」に関する資料を整理しま
した。
・『歴史資料でよむ久喜市ゆかりの人
物ブックレット④黙山元轟の伝記』を刊
行しました。
（５００部）
・電子版をホームページに掲載しまし
た。

223

本多静六記念館の展示改
修

（目標年度：平成３０年度）

○
文化財保護
課

・平成２７年度に新たに寄贈を受けた
資料を展示するなど、本多静六記念
館の展示の一部を改修しました。

３　市史編さんの
検討

224

編さん資料の基礎情報の整
理

（目標年度：令和２年度）

○
文化財保護
課

・合併前の旧市町が実施した自治史
編さん資料（調査データなど）の整理
を行いました。

基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ４　文化財の保存・継承

１　指定文化財の
保護活動への支
援

225

指定文化財の管理等に対す
る補助等

（継続的取組み）

文化財保護
課

・指定文化財の維持等のために所有
者・管理者に交付金を交付しました。
（対象５８件、実績５３件）
・無形民俗文化財等の保存団体等に
補助金を交付しました。
（対象９件、実績９件）

２　埋蔵文化財包
蔵地の適切な保
存

226

試掘調査の実施

（継続的取組み）

文化財保護
課

・開発行為等により埋蔵文化財が破壊
されないように、事前に試掘調査を実
施して埋蔵文化財の所在を確認しまし
た。
（試掘調査件数１６件）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・文化財保護法に基づく報告書
を刊行することができました。
・両遺跡の埋蔵文化財としての
価値を明確にすることができまし
た。
・報告書の刊行により両遺跡の
情報を外部に発信することがで
きました。

・両遺跡の情報を広く周知してい
く必要があります。 Ｂ

・ホームページなどを通じて、両
遺跡の情報を広く周知していき
ます。

・ブックレットの刊行により黙山元
轟の情報を外部に発信すること
ができました。

・黙山元轟の情報を広く周知して
いく必要があります。 Ｂ

・ホームページなどを通じて、黙
山元轟の情報を広く周知してい
きます。

・改修により新たな資料を展示す
ることができ、記念館の魅力を向
上させることができました。
・改修が新聞などで取り上げられ
たことで、広く周知をすることが
できました。

・本多静六博士の研究を進め、
最新の研究成果を展示に反映さ
せていく必要があります。 Ｂ ・本多静六博士の研究を進め、

将来的な展示改修に備えます。

・自治体史編さん資料の一部を
リスト化しました。
・自治体史編さん資料の内容を
一部把握することができました。

・継続的に整理を進めていく必要
があります。 Ｂ ・編さん資料の基礎情報の整理

を進めていきます。

成果 課題

・指定文化財の日常的な維持・
管理に資することができました。
・無形民俗文化財等の継承・伝
承に資することができました。

・文化財を適切に保護するため、
継続的に支援をしていく必要が
あります。 ３ ・文化財を適切に保護するため

に継続的に支援をしていきます。

・試掘調査の実施により、埋蔵文
化財包蔵地を適切に保存するこ
とができました。

・埋蔵文化財が破壊されてしま
わないように、開発事業者等と
調整を図っていく必要がありま
す。

３
・埋蔵文化財が破壊されてしま
わないように、必要に応じて試掘
調査を実施していきます。

達成度 今後の方向性
自己点検・評価

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ４　文化財の保存・継承

３　指定無形民俗
文化財の後継者
育成・伝承活動へ
の支援

227

郷土伝統芸能の伝承活動
支援

（継続的取組み）

文化財保護
課

・神楽、獅子舞、囃子等の保存団体が
主体的に実施する伝承活動を支援す
るため、指導者謝金を交付しました。
（対象２０団体、実績１８団体、４０５回
開催）

228

鷲宮催馬楽神楽伝承教室
の開催

（継続的取組み）

文化財保護
課

・鷲宮催馬楽神楽伝承教室を開催しま
した。
（９月５日から１０月２８日までの８回実
施）
（参加者数延べ５５人）
・鷲宮文化祭にて成果を発表しまし
た。

229

鷲宮催馬楽神楽リーフレット
の作成

（目標年度：平成３０年度）

○
文化財保護
課

・鷲宮催馬楽神楽リーフレットを５，００
０部作成しました。
・文化財保護課、郷土資料館の窓口
にて配布しました。

基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ５　文化財の活用

１　指定文化財に
関する情報の発
信

230

「広報くき」やホームページ
などでの情報の発信

（継続的取組み）

文化財保護
課

・「広報くき」に毎月「久喜歴史だより」
を連載しました。
（「広報くき」１２回掲載）
・ホームページやＳＮＳで文化財の情
報を発信しました。

231

文化財講座の開催

（継続的取組み）

文化財保護
課

・文化財講座「静御前の伝承」を開催
しました。
（開催日９月２２日（土）、受講者数４０
人）

232

市指定文化財「吉田家水
塚」の公開

（継続的取組み）

文化財保護
課

・毎週木・土・日曜日に定例の公開を
行いました。
（定例公開日１５４日）
・定例公開日以外にも団体見学を随
時受付けました。
（団体見学６件、２６０人）

２　指定文化財の
説明板の整備

233

指定文化財説明板の設置
等

（目標年度：平成３０年度）

文化財保護
課

・市指定文化財説明板１件を新設しま
した。
（旧渡辺多門家のタブノキ）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・保存団体の伝承活動を活性化
させるとともに、後継者の育成に
寄与することができました。

・対象団体全てが実施するように
働きかけていく必要があります。
・今後も引き続き支援していく必
要があります。

３
・郷土伝統芸能が継続していくよ
うに、引き続き伝承活動を支援し
ていきます。

・鷲宮催馬楽神楽の周知と後継
者育成の一助とすることができ
ました。

・今後も一人でも多くの方々に鷲
宮催馬楽神楽を周知するととも
に、後継者育成に努めていく必
要があります。

３
・後継者育成につながるよう、継
続的に鷲宮催馬楽神楽伝承教
室を開催します。

・鷲宮催馬楽神楽の周知の一助
として、市民に展示や神楽見学
の際にリーフレットを活用いただ
きました。

・今後も一人でも多くの方々に鷲
宮催馬楽神楽を周知するため
に、リーフレット等で紹介していく
必要があります。

Ｂ ・リーフレットの残部をみて増刷
対応を図ります。

成果 課題

・文化財の情報を様々な媒体を
用いて周知することができまし
た。

・引き続き情報を発信していく必
要があります。 ３

・引き続き「広報くき」に連載をし
ていきます。
・引き続きホームページやＳＮＳ
で文化財の情報を発信していき
ます。

・詳細な文化財情報を周知する
ことができました。

・市民ニーズも把握しながら講座
を実施していく必要があります。 ３

・アンケートなどを通じて、市民
ニーズも把握しながら、引き続き
文化財講座を開催していきま
す。

・市指定文化財として適切に保
存・活用することができました。

・指定文化財として保存を前提と
しながら見学者を増やしていく必
要があります。 ３

・指定文化財として保存を前提と
しながら公開を行い、見学者数
が増えていくように展示替えや広
報を行っていきます。

・現地で文化財を見学する人に
文化財の情報を伝えることがで
きるようになりました。

・老朽化している説明板の更新
をしていく必要があります。 Ｂ

・老朽化している説明板の更新
も含めて、今後も引き続き説明
板を設置していきます。

今後の方向性
自己点検・評価

達成度

自己点検・評価
達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ５　文化財の活用

３　「歴史文化基
本構想」策定の検
討

234

文化財調査などの情報整理

（目標年度：令和２年度）
○

文化財保護
課

・合併前の旧市町で実施した文化財
調査の成果データ資料の整理を行い
ました。

基本目標 ６　歴史・文化の継承と活用
施　　策 ６　郷土資料館の充実

１　展示の実施等
による所蔵資料の
活用

235

特別展等の開催

（継続的取組み）

文化財保護
課

・第９回特別展「祈りと願い　彩る獅子
－久喜市の獅子舞展－」を開催しまし
た。
開催期間：１０月１０日（水）～１２月２３
日（日）
開催日数：６２日、入館者数：２，４０４
人
・収蔵品展「ちょっとむかしの道具た
ち」を開催しました。
開催期間：２月５日（火）～３月３１日
（日）
開催日数：４５日、入館者数：１，１３１
人

236

久喜市立郷土資料館だより
の発行

（継続的取組み）

○
文化財保護
課

・久喜市立郷土資料館だより「笛の音」
第７号、第８号を作成しました。

２　市の歴史を紹
介する講座の開
催等

237

歴史講座の開催

（継続的取組み）

文化財保護
課

・第９回特別展の関連講座として「獅
子舞のオモテとウラ話」を開催しまし
た。
開催日：１１月２５日（日）
（参加者数４６人）

238

古文書学習会の開催

（継続的取組み）

文化財保護
課

・古文書学習会を開催しました。
開催期間：５月１８日（金）～３月１日
（金)
開催回数：１２回実施
（参加延べ人数３６２人）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・文化財調査成果データ資料の
一部をリスト化しました。
・過去に実施した調査の成果を
一部把握することができました。

・今後も引き続き整理をしていく
必要があります。 Ｂ ・文化財調査成果データの整理

をしていきます。

成果 課題

・特別展や収蔵品展の開催を通
して、久喜市の歴史、民俗や昔
の生活の様子について分かりや
すく紹介することができました。

・郷土資料館に求められるニー
ズを把握し、より多くの市民に久
喜市の魅力や郷土の歴史、文化
を紹介して、郷土に対する愛着
心を醸成する必要があります。

３
・今後も郷土資料館収蔵資料の
調査や検討を重ね、市民に魅力
ある展示を実施していきます。

・久喜市立郷土資料館だより「笛
の音」を通じて、郷土の歴史や文
化並びに郷土資料館事業を広く
市民に周知することができまし
た。

・久喜市立郷土資料館だより「笛
の音」を多くの市民に認知しても
らい、久喜市の歴史や文化を身
近に感じられるようにしていく必
要があります。

３
・今後も久喜市立郷土資料館だ
より「笛の音」を通じて、郷土の
歴史や文化並びに郷土資料館を
認知していただけるように発行し
ていきます。

・市内の獅子舞の概要と実際の
現場について講義をいただき、
理解を深めることができました。

・市民の郷土の歴史や文化への
関心を高め、郷土に対する愛着
心を醸成する必要があります。 ３

・今後も引き続き、特別展に関す
る講義を行うことにより展示内容
をより理解しやすくするとともに、
郷土の歴史や文化に興味を持っ
ていただける手がかりとして開催
していきます。

・郷土資料館で収蔵している古
文書を読み解くことで、市民に郷
土の歴史に関心を持ってもらう
機会を提供することができまし
た。

・古文書学習会を継続的に取り
組んでいくことにより、古文書の
整理ボランティアに登録してもら
い、古文書整理ボランティア活動
に生かしていく必要があります。

３
・今後も引き続き、古文書を読み
解くことで郷土に対する関心を
持ってもらうために開催していき
ます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

－149－
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基本目標の概要 
市民が生涯にわたって心身とも健康で活力に満ちた生活を営めるように、久

喜市スポーツ推進計画に基づいて、「する」「みる」「ささえる」といった多様な

スポーツへの関わり方を推進し、地域のスポーツ・レクリエーション活動の拠

点となる各種団体の活動の支援等、スポーツ・レクリエーションに親しむこと

ができる環境づくりに努めます。 
 

施策 

１ スポーツ・レクリエーション施設の充実  ２ スポーツ・レクリエーシ

ョン活動への参加機会の充実  ３ スポーツ・レクリエーション活動を通じ

た市民交流の促進  ４ スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援 
 

４つの施策における具体的施策と数値目標、取組みの件数 

○具体的施策 １０  ○数値目標 ４  ○取組み １０ 

 

担当課 

○生涯学習課  ○中央公民館 

 

各数値目標と取組みにおける達成状況 

数値目標 

（全４件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 達成率 100％以上 ２ 50.0％ 

Ｂ 達成率 90％以上 100％未満 １ 25.0％ 

Ｃ 達成率 80％以上 90％未満 ０ 0.0％ 

Ｄ 達成率 80％未満 １ 25.0％ 

 

継続的 

取組み 

（全１０件） 

達  成  度 件 数 割 合 

４ 業務を遂行し想定を超える成果が出た ０ 0.0％ 

３ 予定どおりに業務を遂行できた ９ 90.0％ 

２ 予定を下回る取組み結果となった ０ 0.0％ 

１ 予定していた業務を遂行できなかった １ 10.0％ 

基本目標７ 
生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実 
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目標年度が 

設定された 

取組み 

（全０件） 

達  成  度 件 数 割 合 

Ａ 計画を上回っている ０ 0.0％ 

Ｂ 概ね計画どおりである ０ 0.0％ 

Ｃ 計画より遅れている ０ 0.0％ 

Ｄ 計画倒れ・中止となった ０ 0.0％ 

 

学識経験者の意見 

数値目標全４件のうち、「達成率１００％以上」が２件、「達成率９０％以上

１００％未満」が１件となっており、成果が非常に挙がっていると思います。「達

成率８０％未満」が１件ありますが、その施策は「総合型地域スポーツクラブ」

数を増やすという、大変難しい取組みですので、十分な準備を重ね、目標年度

までに達成できるように取り組んでいただきたいと思います。また、継続的な

取組み全１０件のうち、「予定どおりに業務を遂行できた」の件数が９件と、す

ばらしい取組み結果で、「予定していた業務を遂行できなかった」の件数は１件

で、これは「総合型地域スポーツクラブ」数を増やすという困難を伴うもので

すので、今後に期待します。 

スポーツや運動に慣れ親しんでいる方が大勢いらっしゃいますが、なかなか

スポーツや運動を自ら進んで取り組まれない方もいらっしゃいます。来年、オ

リンピック・パラリンピックが開催されますので、これをきっかけとして、少

しでもスポーツや運動に親しむことができるよう、働きかけていただければと

思います。特に、障がい者の方が参加できる取組みが望まれます。 

スポーツ・レクリエーションは、健康・体力の保持・増進や可能性の追求と

ともに、友人や家族間の交流・ふれあいなどと多様化してきています。そして、

自己実現と生活の豊かさを求めて、年齢や体力、目的などに応じた活動が展開

されています。中高年者にとって、健康づくりや生きがいづくりの視点から、

スポーツ・レクリエーションに対する必要性が高まっています。市民が参加し

やすいスポーツ・レクリエーション施設の充実や、活動への参加機会の充実に、

引き続き取り組んでいただきたいと思います。 

全国では、地域の運動会が過疎やつながりの希薄化などで行われなくなって

しまうことが増えているそうです。久喜市の地区体育祭は、運営体制が整い、

市民の協力体制がすばらしく、市民の交流に大きく貢献していると思います。 

生涯スポーツの推進という観点からすれば、その基礎を培う学校の責任は大

きいわけです。学校での運動が地域のスポーツにつながっていくことが一番良

いわけで、結局、この参加率から見れば、久喜市民の方が参加すること、スポ

ーツへの関心は高いわけで、今後は市民の健康を作るという意味でも、すごく

大きな役割を果たしていくと思います。 



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実

施　　策 １　スポーツ・レクリエーション施設の充実

具体的施策 １　社会体育施設の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 105.7%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

具体的施策 ２　学校体育施設の利用の促進

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 102.8%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ａ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

学校体育施設利用者
数

人

215,514

222,152

216,000

社会体育施設利用者
数

人

277,422

296,971

281,000

277,422 

296,971 

281,000 

265,000

270,000

275,000

280,000

285,000

290,000

295,000

300,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

215,514 

222,152 

216,000 

212,000

214,000

216,000

218,000

220,000

222,000

224,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実

施　　策 ２　スポーツ・レクリエーション活動への参加機会の充実

具体的施策 １　スポーツ・レクリエーション大会・教室等の充実

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 96.8%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｂ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

スポーツ・レクリエー
ション大会、教室等参
加者数

人

19,712

19,161

19,800

19,712 

19,161 

19,800 

18,800

19,000

19,200

19,400

19,600

19,800

20,000

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）

－153－



第２期久喜市教育振興基本計画で示した数値目標における点検・評価調書
基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実

施　　策 ４　スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援

具体的施策 ２　総合型地域スポーツクラブの創設支援

数値目標名 担当課 生涯学習課

単位 達成率 50.0%
平成28年度
現状値

（計画策定時数値）

達成度 Ｄ
平成30年度
実績値

推移グラフ

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
実績値

令和４年度
実績値

令和４年度
目標値

（計画策定時数値）

総合型地域スポーツク
ラブ数

クラブ

1

1

2

1 1 

2 

0

1

1

2

2

3

平成28年度

現状値

（計画策定時数値）

平成30年度

実績値

令和元年度

実績値

令和２年度

実績値

令和３年度

実績値

令和４年度

実績値

令和４年度

目標値

（計画策定時数値）
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実
施　　策 １　スポーツ・レクリエーション施設の充実

１　社会体育施設
の充実

239

社会体育施設の適正な維持
管理

（継続的取組み）

生涯学習課

・社会体育施設の修繕、改修などを、
市が行いました。
（鷲宮温水プール屋上防水工事、菖蒲
温水プール空調機更新工事）
・社会体育施設の軽微な修繕、改修な
どを、指定管理者が行いました。
（延べ利用者数２９６，９７１人）

２　学校体育施設
の利用の促進

240

学校体育施設の開放促進

（継続的取組み）
生涯学習課

・学校及び利用団体と調整を図りなが
ら、市内全小・中学校（３４校）の学校
体育施設の開放を実施しました。
（延べ利用者数２２２，１５２人）

基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実
施　　策 ２　スポーツ・レクリエーション活動への参加機会の充実

１　スポーツ・レク
リエーション大会・
教室等の充実

241

スポーツ・レクリエーション大
会、教室等の開催
※再掲（連番２４６）

（継続的取組み）

生涯学習課

・綱引大会やくき健康ウォークなどの
スポーツ・レクリエーション大会や教室
を開催しました。
（参加者数１９，１６１人）

２　スポーツ・レク
リエーションに関
する情報収集と広
報活動の充実

242

スポーツ・レクリエーションに
関する情報収集

（継続的取組み）

生涯学習課

・マラソン大会やハイキングなどのイベ
ント終了後に、参加者や運営スタッフ
から感想や改善点などの意見を収集
しました。

３　地域における
指導者の資質の
向上

243

スポーツ推進委員への研修
機会の充実

（継続的取組み）

生涯学習課

・スポーツ推進委員現地現地研修会
などの研修への参加機会を提供しまし
た。
（参加機会９回、参加者数３４人）

基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実
施　　策 ３　スポーツ・レクリエーション活動を通じた市民交流の促進

１　久喜マラソン大
会の開催

244

久喜マラソン大会の実施

（継続的取組み）
生涯学習課

・久喜市のスポーツイベントとして、第
４回よろこびのまち久喜マラソン大会
を開催しました。
日時：平成３１年３月２４日（日）
会場：久喜総合運動公園（市民グラウ
ンド）
（参加者数４，２９２人）

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・市と指定管理者が連携して、社
会体育施設利用者の快適な利
用環境を整えることができまし
た。

・予定していない修繕、改修が急
に発生することもあり、日ごろの
点検確認と、早目の準備をして
おく必要があります。

３
・修繕・改修が必要な場所の洗
い出しと、その修繕・改修に必要
な予算の積算、さらには優先順
位について、毎年検討していきま
す。

・各小・中学校と調整を図りなが
ら学校体育施設を開放すること
で、市民に身近なスポーツ・レク
リエーションの活動の場を提供
することができました。

・学校体育施設の老朽化による
整備や、利用団体からの整備の
要望が増えてきています。 ３

・今後の学校体育施設の整備に
ついて、学校や関係課と協議し、
考え方を整理していきます。

成果 課題

・スポーツ・レクリエーション大
会、教室等を開催することで、市
民にスポーツ・レクリエーション
活動への参加機会を提供するこ
とができました。

・スポーツ・レクリエーション活動
に対する市民ニーズが多様化し
ているため、市民ニーズを把握、
反映させて大会や教室を企画し
ていく必要があります。

３
・全ての市民がライフステージに
応じ、あらゆる機会とあらゆる場
所、多様な関りを通して、スポー
ツ・レクリエーションに親しむこと
のできる活動の場、参加機会の
充実を図ります。

・イベントに対する意見を収集す
ることにより、参加者のニーズや
イベントの改善点等の把握をす
ることができました。

・スポーツ・レクリエーションに対
する市民のニーズは多様化して
おり、様々な情報収集が必要で
す。

３
・多くの市民がスポーツ・レクリ
エーション大会・教室等へ参加で
きるよう、情報収集を実施し、市
民ニーズの把握に努めます。

・各種研修会に積極的に参加す
ることで、地域におけるスポー
ツ・レクリエーションの指導者とし
て中心的な役割を担うスポーツ
推進委員の資質の向上を図るこ
とができました。

・スポーツ・レクリエーション指導
者として中心的な役割を担うス
ポーツ推進委員には、継続的に
研修機会の充実を図る必要があ
ります。

３
・地域における指導者の育成を
推進するため、研修等の情報提
供や研修機会の充実を図りま
す。

成果 課題

・市民だけでなく、市外・県外から
多くのランナーの参加によりマラ
ソン大会を開催することができ、
市のＰＲをすることができました。
・親子で参加する部門も設置す
るなど、幅広い世代が参加でき
るイベントを開催することができ
ました。

・コースの固定化やスタッフの育
成等、安定した大会運営を図る
必要があります。 ３

・久喜マラソン大会におけるコー
スや部門を固定化し、安定した
大会運営を図ります。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

自己点検・評価

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

達成度 今後の方向性
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久喜市教育振興基本計画実施計画で示した取組みにおける
基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実
施　　策 ３　スポーツ・レクリエーション活動を通じた市民交流の促進

２　地区体育祭の
開催

245

地区体育祭の充実

（継続的取組み）
中央公民館

・６地区において、市民（地区）体育祭
を実施しました。
（中央地区、青葉地区、清久地区（清
久小学校と合同開催）、東地区、菖蒲
地区、栗橋地区、江面地区（台風によ
り中止）、鷲宮地区（雨天により中止））

３　多くの市民が
参加できるスポー
ツ大会等の開催

246

多くの市民が参加できるス
ポーツ大会等の開催
※再掲（連番２４１）

（継続的取組み）

生涯学習課

・綱引大会やくき健康ウォークなどの
スポーツ・レクリエーション大会や教室
を開催しました。
（参加者数１９，１６１人）

基本目標 ７　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実
施　　策 ４　スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援

１　スポーツ・レク
リエーション団体
の育成・支援

247

スポーツ・レクリエーション団
体の育成・支援

（継続的取組み）

生涯学習課

・スポーツ・レクリエーション団体の自
主的活動の奨励及び育成・支援を図
るため、各種スポーツ・レクリエーショ
ン団体に補助金を交付し、団体主催に
よる大会、教室等の事業を支援しまし
た。
【主な補助金交付団体】
体育協会、スポーツ少年団本部、レク
リエーション協会

２　総合型地域ス
ポーツクラブの創
設支援

248

総合型地域スポーツクラブ
の創設支援

（継続的取組み）

○ 生涯学習課
・スポーツ団体との交流の場等で総合
型地域スポーツクラブ創設に意欲的な
団体の情報を収集しました。

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容

具体的施策
連
番

取組み
新
規

担当課 取組み内容
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点検・評価調書

成果 課題

・中止の２地区を除き、６地区に
おいて地区体育祭を実施するこ
とで、スポーツ・レクリエーション
活動に親しむ機会と、地域市民
の交流の場を提供し、コミュニ
ティの達成感を醸成することがで
きました。

・各競技の参加者募集の方法に
ついてさらに工夫する必要があ
ります。 ３

・スポーツ・レクリエーション活動
に親しむ機会と、地域市民の交
流の場を提供する機会として大
きな役割があるため、今後も地
域と協力して開催してまいりま
す。

・スポーツ・レクリエーション大
会、教室等を開催することで、市
民にスポーツ・レクリエーション
活動への参加機会を提供するこ
とができました。

・スポーツ・レクリエーション活動
に対する市民ニーズが多様化し
ているため、市民ニーズを把握、
反映させて大会や教室を企画し
ていく必要があります。

３
・全ての市民がライフステージに
応じ、あらゆる機会とあらゆる場
所、多様な関りを通して、スポー
ツ・レクリエーションに親しむこと
のできる活動の場、参加機会の
充実を図ります。

成果 課題

・各種スポーツ・レクリエーション
団体へ補助金を交付することに
より、事業をはじめとする団体運
営を支援することができました。

・各種団体の活動は、新たにス
ポーツ・レクリエーション活動を
始める市民のきっかけ作りや受
け皿として期待されるため、継続
的に支援していく必要がありま
す。

３
・スポーツ・レクリエーション団体
に補助金を交付し、団体運営を
支援していきます。

・総合型地域スポーツクラブ創設
に意欲的な団体がなく、創設支
援ができませんでした。

・総合型地域スポーツクラブの創
設について意欲的な団体や個人
について、情報網をはりめぐらし
ておく必要があります。

１
・指定管理者や学校体育施設開
放登録団体に、チラシ等を配布
して情報提供を求めていきます。

自己点検・評価
達成度 今後の方向性

達成度 今後の方向性
自己点検・評価

－159－



 

市の木「イチョウ」 市の花「コスモス」 
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